
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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デザイン／百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ







　恋愛とは、無駄で非効率な感情である。

　それが、俺が辿たどり着ついた一つの真理だった。

　……なんて偉そうなことを言ったけれど、要はリスクヘッジの問題なのだ。というのも、誰かを好きになるという行為にはリスクが付つき纏まとうのだから。

　例えば、片思いの同級生に告白をしたとする。

　好きだと伝えたものの、「えっ、無理……」と怯おびえられたことは、誰もが一度は経験があるだろう（だよな？）。自分のことを何とも思ってない異性を好きになったばかりに、何な故ぜこちらが傷つかなければならないのか。

　特に、性格が暗くてコミュ力も無い、俗に陰キャラと呼ばれる人たちは要警戒だ。女の子からモテない故に、分不相応の恋をしては悩み、苦しみ、裏切られてきた。まあ、何故分かるのかって言えば、俺も同じだからなんですけど。

　つまり、誰かを好きになることほど愚かな行為はないのである。

　煩悩に惑わされず、鋼の心で自分を好きになった少女を待つ。それが俺たちのような男の在るべき姿なのだ。そんな思考してるからモテないんだろ、という愚見はスルーさせてもらう。

　実際、俺の意見はそこまで間違っていないと自負している。

　先人曰いわく、恋は落ちるもの、らしいからだ。ほら、読んで字の如ごとく、人は誤って恋をしてしまうのだ。そんな本能的な感情に振り回されれば、不幸な結末が訪れるのは必然。

　だから、自分が異性に好かれるはずがないと達観している男子は胸を張って欲しい。その人は誰よりも賢明で聡そう明めいな思考の持ち主だ。

　何故なら、恋とはするものではなく、されるものだからだ。

　……ああ、そうだ。

　どうして俺がこんな前置きをしたのか、その理由を話さなければならない。

　というのも、これはどこまでいっても、俺こと十と神かみ里り久くと──とある女の子の、恋愛を巡る物語だからだ。





一章　水み守もりさんは初めてじゃない







　女の子に気軽に話しかけることが出来る奴やつを、俺は密ひそかに尊敬している。

　だってそれは、今まで女子から嫌な思いをされたことがない、ってことだから。

　少なくとも俺には無理だ。もう一年以上高校に通ってるのに、女の子と話した記憶がほとんどない。誰だよ花の高校生活って言った奴、これじゃ泥の高校生活だよ。

　……で、どうして突然こんなことを考えてるかといえば、今まさに、俺がそういう状況に直面しているわけでして。

　夕暮れ時の、高校の校門前。

　俺は苦虫を嚙かみ潰したような顔で、ある一人の女子生徒を遠巻きに眺めていた。

　ことの発端は、つい数分前。

　学校が終わり、後輩と待ち合わせの約束をしていた俺はこの校門で待っていた。そろそろ来る頃かな、と下校する生徒たちから後輩の姿を探して……その光景に硬直した。

　生徒たちから少し離れたところに、目を惹ひく少女がいたから。

　その少女は、もちろん俺と同じ桜さくら崎ざき高校の生徒で──可か愛わいかったのだ。衝動的に視線を奪われるくらいに。

　澄んだ瞳は見み惚とれてしまうくらいで、きめ細かい肌は夕焼けの空に映える綺き麗れいな白だ。ヘアピンで留められたミディアムな茶髪はさらりとしていて、触れてみたいという欲求すら芽生えるほど。そして、遠目でも分かるくらい豊満な胸。

　こんな娘こが同じ学校にいたのかと衝撃を受けるくらい、可か憐れんだった。

　少女は何かを探すように、視線を落として辺りを見渡していた。もしかして、落とし物でもしたのかもしれない。その横顔に動揺や焦りはないが、集中しているように見えた。

「………………」

　すぐ見つけるだろうと思っていたのだが、数分経たってもなお探し物をしていた。困っているなら少しくらい手を貸したいが、そこで一番初めの問題に返ってくるわけだ。

「やっぱり、声をかけなきゃいけないよな……」

　正直、結構な無理ゲーを強いられてる気がする。

　相手はどう見ても、友達が多くて充実した学園生活を送ってそうな女子生徒だ。対して俺は、この前クラスメイトに「ごめん、名前なんだっけ」と真顔で言われた男である。あれれおかしいね、今は六月だから二ヵ月も同じクラスにいるはずなのにね。俺は君の名前をちゃんと覚えてるのにね高たか橋はし君。

　特に、見た目が可愛い女の子であれば強く警戒してしまう。住む世界が違うような俺が声をかけても、ウザがられるだけでは？

　……ああもう！　めんどくさいな、どうにでもなれ！

「えっと……ごめん。もしかして、何か探し物とかしてる？」

　学年章で同じ二年生ということを確認してから、声をかける。

　俺の言葉に少女が硬直したのは一瞬。こちらを向き、俺は息を吞のむ。

　やっぱり可愛い。距離が近くなっただけで、こんなに破壊力が増すとは。あと胸がでかい。俺のクラスでこんなに大きい女の子なんて……いや、何考えてんだよ。

「何か、熱心に探してるみたいだから。困ってるなら手伝いたいなって」

　きょとん、と少女は小首を傾かしげながら、ゆっくりと唇を動かした。

「……もしかして、私とえっちなこと、したいの？」

「……は？」

　甘い声音はあどけなく、けれど言葉の意味はちっとも分からなかった。

　しばらくの間、お互い無言で見つめ合い──くすっ、と少女が微ほほ笑えんだ。

「あはは。ごめん、何でもない。つまんないことだから、忘れていいよ」

　いやいやいやいや！　無理です、そんな質問初めてですもん。まずそこを解決しないと先に進めないっす──とは内心思いつつ、「はあ」と返事をする俺。

「話が逸それちゃったね。私が困ってるって思ったから、声をかけてくれたの？」

「まあ、ずっと何か探してるみたいだったから」

「そうなんだ。でもごめん、一人で探したいから大丈夫だよ」

　断られたか……。けど、露骨に拒絶されなかっただけマシだ。ビビり過ぎなのは分かってるけど、こういう陽キャみたいな女の子はほんと苦手なのだ。

「そうか……こっちこそ悪い、余計なお節介だった。探し物、見つかるといいな」

　一人で大丈夫って言うくらいだし、多分落とし物も大した物じゃないだろ。

　再び、後輩との待ち合わせ場所に戻ろうとした時だ。

「ねえ。一つだけ言いたいことあるんだけど、いいかな。……君、友達いないでしょ？」

「な──はあっ!?」

　どうして分かったんだ名探偵かよ……じゃなくて。

　なんだ、この捨て犬を助けようとしたら思いっきり手を嚙まれた感覚。流石さすがに失礼だろと、むっとしながら振り返り……けれど、そんな怒りは急に萎しぼんだ。

　それくらい、少女は可愛らしい笑顔を浮かべていたから。

　悪意や嫌味で指摘したのではなく、からかいたくなってつい口にした。そんな表現がぴったりの笑顔だった。
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「でも、気持ちは嬉うれしかったよ？　ありがと」

「…………。おう」

　何か、毒気を抜かれたな……。結局、「私とえっちなことしたいの？」問題は謎のままだったし。遊ばれただけかもしれないけど、不思議な女の子だったな。

　……ただ、ちょっとだけ思うのは。

　あの時、あの質問に頷うなずいていたらどうなってたのかな……なんて、出来るわけないんだから考えるだけ無駄なんだけど。




　待っていた後輩が来たのは、それからすぐのことだった。

「先輩っ。……だ～れだ」

　いきなり、背後から柔らかい少女の声。それと同時に、後ろから伸びた両手で俺の両目が隠される……ことはなかった。

　もっと言えば、失敗に終わった。

「……おう。お疲れ、涼すず音ね。ところで、何してんの君」

　振り返り、ジト目をする。そこにいるのは、俺に目隠ししようと爪先立ちになってぷるぷるするが、残念ながら身長差が埋められず手が届かない後輩の姿。

　だ～れだ、といういたずらをしようとして、見事に空振りしていた。

「……えへへ。お疲れさまです、先輩」

「笑顔で誤魔化そうとすんなって。身長低いせいで思いっきり失敗してるぞ、それ」

「も、もうっ。後輩のいたずらくらい、ひっかかってくれてもいいじゃないですか」

　リボンが結ばれた、橙だいだい色いろのセミロングヘア。ぱっちりした目にはあどけなさが残っていて、拗すねたようにそっぽを向くその表情はとても愛らしい。

　俺の唯一の後輩である少女。それが目の前にいる、双ふた葉ば涼音だった。

「お待たせしました、先輩。それじゃ、お願いしますね？」

　これから俺は涼音と一緒に、数週間後にある父の日のために、プレゼントを選ぶことになっていた。

　涼音曰いわく、自分では男性の好みが分からないから、俺のアドバイスが欲しいのだとか。っていっても、高校生の俺がどれだけ参考になるか自信はないけど。

　歩き出す直前、最後にちらりと背後を見る。

　例の少女はもういなかった。探し物を見つけたか、それとも別の場所を探してるのか。前者だったらいいなと考えていると、隣を歩く涼音が、

「まさか、手が届かないなんて計算外でした……。いいです、今度こそ先輩が驚くようなの、考えておきますから」

「っていうか、そのだ～れだってやつ俺にしても意味ないんだよな。この学校で仲の良い女子なんて涼音くらいだから、一瞬でバレるし」

「……言われてみれば」

　納得されても困る。

「先輩、二年生になっても友達が少ないの変わらないみたいですね。……それでも全然慌てないの、先輩らしくて好きですけど」

「まあな。友達の多さだとか、恋人がいるとかいないとか。そういうの全部他人事だからなあ。正直、来世にだって期待してないよ俺は」

　実際のとこ、自分の価値なんて自分で決めるものなわけで。友達も少ないし彼女なんていないけれど、俺は自分の人生にそこそこ満足している。

　……いや、強がりなんかじゃなくて本気で。

　だって、叶かないもしない希望に縋すがるより、諦めてしまった方が楽だから。

　たとえば恋人が欲しいなんて思っても、その目標を達成するまで大変な労力と時間が必要な人間だっている。最悪、その努力が無駄になることだって。

　だったら、俺に恋人なんて無理だ、と諦める方が傷つかずに済む。

　その結果、非リア充だと言われるのなら本望だ。

「ねえ、先輩」

　見ると、さっきまで無言だった涼音は、無邪気な笑顔を浮かべていた。

「来世にも期待しないなんて言ってますけど、先輩を慕う可愛い後輩がいるってこと、忘れてません？　……それだけで先輩を羨ましがる人、結構いると思いますよ？」

「……自分で言うかね、そういうこと」

「も、もちろん冗談ですってば！　真顔にならないでくださいよっ」

「まあでも、励ましてくれてありがとな。冴さえない青春を送ってるのは、俺も自覚してるから。さっきだって、探し物してる女子に声をかけるとき、かなり緊張したし」

「確かにそんな生徒いましたね……って、ちょ、ちょっと待ってください。じゃあ先輩が喋しゃべった相手って、水み守もり結ゆ衣いさん、ってことですか？」

　思わず、足が止まりかけた。

「水守結衣……？　涼音、あの女子生徒のこと知ってるのか？」

「えっ!?　い、いえ、知っているというか何というか……だって、桜崎高校では有名な人なんですよ？　先輩が知らないなんて思わなくて」

「そうなのか？　でも、水守結衣なんて名前聞き覚えがないけどな。その水守ってどんな女の子なんだ？」

「……えっと、その……」

　なんだなんだ、急にもじもじし始めたぞ。

　どれだけ悩んだだろう。涼音はわずかに頰を染めながら、

「先輩。少し、屈かがんでくれますか？」

「……？　こうか？」

　言われた通りに腰を落とすと、耳元にふっと吐息がかかる。

　涼音が顔を近づけたのだ、内緒話でもするように。

「……はしたない女の子だって、思わないでくださいね」




「水守さんって──頼めば誰でもエッチなことしてくれるって、有名なんですよ？」




　……………………は？

「はあっ!?　噓うそだろ、あの女の子が!?　だって、それってヤリ──」

「だ、だだだ駄目ですそれ以上言っちゃ！　言い方良くないです！」

「あ、ああ。そうだな、悪い……」

「それに友達が言ってたんですよ、水守さんがそういう女の子だって！　わたしだってこんなこと言うの、恥ずかしかったんですから！」

　あわあわと涼音は弁解するが、混乱して言葉が返せない。

　思い出すのは、からかうような笑顔を浮かべる水守と、俺に言ったある言葉。

　もしかして、私とえっちなこと、したいの？

　あれって、水守がそういう女の子だから、ってことなのか？

「なあ、その噂うわさ本当なのか？　俺にはいまいち信じられないけど」

「うぅ～……。この話、まだ続けるんですね……」

　夕焼けに負けないくらい頰を染める涼音。そういえば、涼音って中学から初う心ぶでこういう話苦手だったっけ。すまん涼音。

「わたしも詳しくは知らないですけど、県外から水守さんを口説きに来たとか、先生を手籠めにしてテストの答案用紙をもらってるとか。そんな話は聞いたことあります」

「壮絶なエピソードだな、それ……」

「あと、水守さんって高校生とは思えないくらいお金持ちって噂があるんですけど、それは知らない男の人からお小遣いを貰もらってるから、とか……」

　それって、パパ活というやつでは……結構ヤバいんじゃないのか？

「水守さん、あんまり評判の良い生徒じゃないんです。学校側も水守さんの噂は知ってるみたいで、よく風紀委員長から指導とか受けてるみたいですし」

「風紀委員が？　確かに、不純異性交遊とかそういうの取り締まってるイメージあるけど」

「それくらい有名なんですよ？　昔からそういうことをしてたみたいで、知り合いの上級生は最低な女子だって。学校中のみんなが知ってるくらいです」

　確かに、誰にでも身体からだを売る女子生徒なんて、悪い印象を持つなっていう方が難しい。にしても最低って言い方も酷ひどいと思うけど。

「だから、気を付けてくださいね？　あまり水守さんと仲良くなると、周りから誤解されちゃいますから。……先輩が、そういうことを考えてる人だって」

「……なるほどな」

　全て言われなくても、涼音が危惧してることは理解出来た。水守と親しくなろうとすれば、下心丸出しな最低な男として白い目で見られる。だから関わるな、ということか。

　そういえば、と思う。水守が探し物をしていた時、周りの生徒たちは誰も手伝おうとしなかった。あれは、誰も水守と関わりたくなかったから、ってことなのか？

　……なんだかな、そういうの。
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「心配するなよ、俺は水守と仲良くならないから。っていうか、仲良くなれないだろ。俺と水守じゃ住む世界が違うんだから」

「……それもそうですね」

　どこか安心したような、涼音の笑顔。

　そう、噂が真実なら水守結衣は男慣れした少女なわけで。そんな女子生徒に俺みたいな地味な男子が話しかけても、ウザいと思われて終わりだ。

　だってそうだろ。俺が異性と仲良くなるなんて、期待するのもおこがましい。




「うぅ～……ごめんなさい、先輩。せっかく手伝ってもらったのに、決めきれなくて」

「仕方ないって。俺だって、あんまり良い意見言えなかったしさ」

　駅の改札前にて、しょぼんとする涼音を慰める。

　やっぱり父親くらいの男性の好みは難しく、ピンとくるものは見つからなかった。

「それに、結構高い商品多かったですしね……。よしっ。せっかくですし、もうちょっとお金を貯ためてからリベンジしてみます！」

　二人で駅の改札を通ろうとして、俺だけがぴたりと止まる。

「どうしたんですか？」

「いや、定期が見つからなくて……。おかしいな、どうして──」

　そこで、はたと気づく。

　俺の定期はパスケース付きの手帳に入ってるのだが、今日はどんなプレゼントが良いか候補を手帳に書いてたんだった。で、机に入れっぱなしにした気が……。

「すまん、涼音！　多分、学校に忘れてきたと思う。もう時間も遅いし、先に帰っててくれないか？」

「そうですか……。残念ですけど、分かりました。今日は一緒に探してくれてありがとうございます。それと、先輩っ」

　まるで、子犬が尻尾を振るように。改札の向こうで涼音が手を振る。

「忘れないでくださいね！　だ～れだは失敗しちゃいましたけど、今度は先輩がびっくりするようなの、考えておきますから！」

「おう、期待して待っとくよ」

　涼音と別れ、学校を目指す。駅からだと、大体二〇分くらいだろうか。

　学校に到着した頃には、時間は六時半を回っていた。

「あった……。何とか、学校閉まるまでに間に合ったな」

　教室の自分の机を探り、手帳を取り出す。あとは帰るだけだ。

　廊下に出て、何気なく外の景色を眺めながら帰途につく。この校舎はコの字形になっていて、窓からは中庭が一望出来た。陽が沈んだ中庭には、生徒はまばらにしかいない。それもそうだ、こんな時間に残ってる生徒なんて部活終わりの──。

「……は？」

　一瞬だけ、思考が止まった。

　群青色に染まりつつある空の下。ぽつんと、一人で探し物をする女子生徒の姿。見間違えるはずもない。それは、つい数時間前に初めて喋った少女。

　水守結衣、だった。

　まさか、この時間までずっと探し物をしてたのか？

　どう考えたっておかしい。思わず駆け足で中庭に出ると、水守は無表情のまま、しゃがみ込んで花壇の中を覗のぞいていた。

　女子に声をかけるのは緊張する、なんてもう言ってる場合じゃない。

「まさか、まだ探してるのか？　学校終わってから二時間は経ってるぞ」

　水守はこちらを見上げると、不思議そうに目をぱっちりとさせる。

「びっくりした。まだ学校にいたの？」

「それ、一言一句俺の台詞せりふだって。……他人の手伝い断るくらいだから、見つからなくても諦めると思ったのに。そんなに大事な物なら言ってくれよ」

「……私に構わない方がいいよ。ほら、あれ」

　見れば、数人の男子生徒がこちらを見て会話をしていた。話の内容までは分からないが、聞こえてくる言葉はどれも穏やかじゃない。「あれ水守を誘ってね？」とか「だとしたら引くわ」とか「性欲を持て余した猿」とか。いや最後口悪いな。

　けど、なるほど。水守に関わると白い目で見られるって、こういうことか。

「後輩の言ってた通りだな。水守結衣と喋ると注目される、って」

「ん、まあね。私に関わると、周りから変な勘違いされちゃうよ？」

「確かに、それはちょっとしんどいな。けど……良かったら手伝おうか？　探し物、見つからないんだろ？」

　それはもう見事に、水守が固まった。

　俺が初めて声をかけた時、水守は一人で大丈夫だと言った。あれはきっと、何も知らない俺を気遣ってくれたのだと思う。俺が水守に協力すれば、周りの生徒に誤解されるから。

　噂が真実なら、水守は問題児かもしれない。けど、これだけは断言出来る。

　多分、水守は良い奴だ。

「困ってるのに無視する方が、よっぽど後味悪いしな。それでも嫌だっていうなら、無理にとは言わないけど」

　水守は無言のまま、俺を見つめるのみ。やがて、

「……一応聞くけど、ここで恩を売っとけば一発ヤれるかも、って期待してる？」

「帰る」

「あー、うそうそ！　冗談だってば、そんなこと思ってないから」

　水守は立ち上がり、慌てたようにぱたぱたと手を振る。

「えっと、じゃあ……やっぱり水守なんかに付き合うんじゃなかった、って後悔しても知らないよ？」

「別にいいよ、困ってるのに無視する方がよっぽど後味悪いし。で、何を落としたんだ？」

「……スマホ。校舎の外で落としたのは、間違いないんだけど」

　想像以上に大事な物だった……。この時間まで学校に残って探すわけだ。

「それはツイてなかったな……。ところで、水守ってスマホはマナーモードにしてるか？」

「学校ではそうしてるけど、どうして？」

「水守の鳴らしながら探したら、ちょっとは見つかりやすくなるかなって。はい、これ俺のスマホ。って言っても、着信音が鳴らないんじゃ意味ないかもしれないけど」

「あっ、そっか！　ううん、全然そんなことないよ。……ねえ、君はなんて名前なの？」

「十と神かみ里り久く、だけど」

「里久君、か。……名前、覚えておくね。ありがと、里久君がいてくれて良かった」

　水守が微笑みを浮かべて……どきり、と。不覚にも、その笑顔に胸が高鳴った。

　……いやいや、何で動揺してんだよ。止やめとけ、水守を異性として見るな。

　俺みたいな男が水守に好感を持ったって、仕方ないだろ。

　それから、俺と水守は学校の敷しき地ち内を歩き回った。野外で落としたのは間違いないのだが、場所までは絞れないらしい。時々部活帰りの生徒にやけに見つめられたけど、そんなの無視だ無視。

　それに、どちらかといえば問題は周りに生徒がいない時だ。何しろ、もう辺りは暗いのに、ほぼ初対面の男子と女子の二人きり。

　俺が水守なら気まずいどころか恐怖を覚えるぞ、この状況。

　どうしよう、何か場が和むような話題でも……あ、これ駄目なやつだ。無駄に頑張ろうとして空回る、っていういつものやつだ。いやでも、無言っていうのも──。

「もしかして、男の俺と二人きりなんて怖がるかもなー、とか考えてる？」

　突然の水守の言葉に、びくんと肩が跳ねた。

「……えっと、エスパー？」

「顔に出てたよ、里久君って分かりやすいんだね。気にしなくても、里久君のことはある程度信用してるよ。だって初めて会った時、私の質問にきょとんってしてたから」

「質問、って……」

「私とえっちなことしたい？　ってやつ」

　はっきり言うなあ……。

「あれ、里久君の反応を見たかったんだ。もし動揺したり言い訳をしたらアウト。そういう下心のある男子、何人も見てきたから」

　下心、か。多分、そういう男子に言い寄られるの慣れてるんだろうな。

「だから、この人は私のこと純粋に心配してくれてるんだな、って思ったの。そもそも、私の噂を知ってたらあんなに生徒がいる中で声なんてかけないし」

「なるほどな……って、じゃああの、友達がいないでしょ、って言葉は……」

「この人、普段誰とも話さないから私のこと知らないんだなー、って。一年もこの学校にいたら、私の顔と名前くらい知ってるはずだから。どう、名推理でしょ？」

　いや、ぐうの音も出ないくらい図星だけど！　もっとこう、オブラートに包んで欲しい。今の産地直送過ぎてほとんど悪口だった。

　俺がじとーっと見ていると、水守は小さく笑いながら、

「私たち、お揃そろいだね。……私もぼっちだから、気持ちはよく分かるよ？」

「……おう、そっか」

　不思議と怒る気になれないんだよな、水守って。悪意が感じられないっていうか。

　──そんな時、だった。

　視界の隅。茂みの中に眩まばゆい光を放つ何かを見つけ、胸が弾む。

　今が夜で良かった。だって、着信したスマホの明かりがあんなに目立っている。

「水守、あれ！」

「えっ……あっ！」

　慌てて水守が茂みに駆け寄る。どれほど嬉しかったのだろう。スマホを拾い上げた水守は、ほっと胸を撫なでおろしていた。

「良かったぁ……。里久君、本当にありがとう。もう駄目かなってほとんど諦めたのに、こんなとこにあったんだ」

「良かったな、見つかって。……ああ、俺のスマホはまだ返さなくていいよ。そのままだと、水守も安心出来ないだろうし」

「……安心出来ない、って？」

「発信履歴。俺のスマホ、水守の携帯番号残ったままだから履歴消してくれ。……その、よく分からない男子に番号知られるなんて嫌だろ？　気持ち悪がられるかな、って」

　水守が、ぽかん、としたのは一瞬。やがて、くすくすと笑い声を零こぼした。

「な、何が可お笑かしいんだよ」

「ううん、別に。ただ、里久君って女の子に慣れてないんだなって。普通はそんなこと気にしないのに。それに、確かに知らない人なら嫌だけど、里久君は私の恩人だもん」

　慣れてないって……まあ、確かにその通りか。

「だから、携帯番号なんて気にしなくていいよ？　このまま返すから。……でもその前に、お礼をしないとね」

　お礼？　ああ、缶コーヒーくらい奢おごってくれるのかな。

　俺が首を傾げていると。水守は制服の第一ボタンを外し──あろうことか。

　ぱしゃり、と。俺のスマホで服の中身を撮ったのだ。

「なっ、なな……！」

「はい、これ。手伝ってくれたお礼。喜んでくれると嬉しいんだけど」

　つい、水守の胸元に目がいってしまう。はっきりとラインが分かるふくよかな胸。あのスマホの位置を見るに、間違いなくはっきり映って──。

「い、いやいや！　気持ちは嬉しいけど良くないって！　水守は女の子なんだから、こういうこと気軽にしたら……！」

「いいのいいの、それくらい里久君に感謝してるから。じゃあ、ばいばい」

　にっ、と水守が笑顔を浮かべて去って行く。俺は呆あっ気けに取られたままその背中を眺め……やがて、何か言い残したことがあるように水守が振り返る。

「ねえ、里久君。今日は本当にありがと。里久君のおかげで、大事な物見つかったよ」

「……別に、大したことしてないって。スマホ貸すなんて、誰にでも出来ることだし」

「そんなことないよ。きっと、里久君がいないと無理だった」

　水守が浮かべるのは、飾り気のない笑顔。

「今日一日、誰も私に関わりたくないから見ないふりしてた。多分それが正解なんだろうけど、里久君だけは声をかけてくれたから。だから、誰にでも出来ることじゃないよ」

「そうか……。水守がそこまで言うなら、素直に感謝されとく。どういたしまして」

「ん、それでいいの」

　水守は微笑んで立ち去り、俺一人が残される。

　ついさっきまで学校の有名人と会話してたはずなのに、まるで現実味がなかった。けど確かに俺と水守は一緒にいて、分かったのは水守が礼儀正しくて良い奴だってこと。涼音が言っていた、貞操観念がないって噂が信じられないくらいに。

　いや、一つだけあるといえばあるんだけど。

「……すげえなあ、水守って」

　呟つぶやきながら、水守のあられもない写真が入ってるであろうスマホに目を落とす。あんな大胆なことが出来るのは、水守がそういうことに慣れてるからなのか？

　……そういえば、一番気になることは本人の口から聞けなかったな。

　誰とでもエッチをするって噂、本当なのか──なんて、聞けるわけないんだけど。




　翌日の朝、教室に入った直後に違和感に気づいた。

　何人かの生徒たちが、遠巻きに俺を見ながら何やら会話しているのだ。男子は好奇に満ちた表情で、そして女子は軽蔑したような表情で。

　なんなんだ、一体……？

「なあ、十神、で合ってるよな。少しいいか？」

　席につくと、高橋君に声をかけられた。以前「ごめん、誰だっけ」と真顔で言ってきた男子だけど、名前を覚えてくれたらしい。ちょっと嬉しい。

「ああ、別にいいけど……どうしたんだ？」

「いや、ついさっき十神の噂を聞いたんだけどさ。水守とヤったって、マジ？」

　ごん、と。強したたかに、自分の机に頭を打つ。

「……んなわけあるか。水守って、あの水守結衣だろ？　どうしてそうなる」

「だよなあ。十神が女子にガツガツいくなんて、イメージないもんな」

　ははは、と高橋君は笑う。

　なるほど、そんな噂があるから俺の名前を覚えたのか。逆に言えば、それくらいのことがないと忘れられる俺って……。

「いやさ、昨日クラスのグループチャットで盛り上がってたんだよ。あの水守と十神が仲良さげに喋ってたって。で、遅い時間だからあのままホテルでも行ったんじゃね？　ってなってさあ」

　それは発想が飛び過ぎでは……いや、同級生たちからすれば、あり得ないことじゃないのか。何しろ、相手は問題児の水守結衣なのだから。

　考えてみれば、噂になるのだって早すぎる。水守の評判は知ってたけど、こんなにすぐ話題になるなんて。

「あれはたまたま水守と喋ってただけだ。水守とは友達でも何でもないよ」

「ま、そうだわな。十神と水守って全然キャラ違うし」

「逆に俺から聞きたいんだけど……水守のあの噂、本当なのか？」

「ああ、ヤリマンってやつ？　マジじゃねえの。水守のエグい噂、結構聞くしな」

　あまりにあっけらかんと言われ、絶句してしまう。

　あの水守が、本当に？

「たとえば、うちのクラスの真ま中なかとか水守の被害者らしいしな」

「……真中？」

　少し離れた場所で、友達と談笑している真中へと視線を移す。

「でさ～、ケイたちとクラブ行ったんだけどぉ、それが超エモかったの！　なんかレーザーみたいなのがぴゅんぴゅん飛んでて、秒で写メ撮ってインスタ上げちゃった！　マジで映え映えだったしさ、どちゃくそいいねついたわ～」

　ウェーブのかかったお洒しゃ落れな髪型に、こだわりを感じるくらい濃いメイク。俺と真中の席は結構近いから、顔ならよく覚えている。

　ギャルというか、パリピというか。正直、俺が一番苦手なタイプの女子だった。

「真中には彼氏がいたらしいんだけど、それを水守が寝取ったらしいぜ。で、それがバレて真中と彼氏は破局。ブチぎれた真中が水守と修羅場になったんだとか。私の彼氏食ってんじゃねえよクソビッチ、ってな」

「………………」

「まっ、でも水守に喧けん嘩か売れるのはあいつくらいだわな。水守のバックには半グレの男たちがいるって聞くし。下手に手を出したら何されるか分かんねえ」

　呆ぼう然ぜんとしている俺に、高橋君が溜ため息いきをつく。

「水守って顔は可愛いけどあれじゃ幻滅だよな、男なら誰でもいいのかねえ」

　水守の笑顔を鮮明に思い出し、胸の辺りがきゅっと締まった。

　俺が知ってる水守結衣は、みんなが噂をするような女の子とは全然違っていて。そして心の何ど処こかに、そんな噂なんて間違っていて欲しいと思う自分がいる。

　……馬鹿馬鹿しい、どうして俺がこんなことで悩まなきゃいけない。

　たかが数十分、水守に手を貸しただけ。それで俺と水守の関係は終わりなのだ。

　俺なんかが水守のことを考えたって、仕方ないだろ。

　それからはいつものような一日だった。授業が始まり、そこそこ真面目に受けて、何事もなく終わる。授業の合間の短い時間にスマホをいじるのも、いつも通りのことで──そこに、スマホに着信が入る。

　こんな時間に電話？　画面を見ると、そこに映るのは四文字の名前。

　水守結衣、だった。

「……は？　番号登録してないのになんで……？」

　なにこれ、手品？　慌てて教室のベランダに出て、隅っこの方で電話に出る。これなら多分、俺の会話は誰にも聞かれないはず。

『あっ、出た。えっと、昨日はありがと。水守だけど、いま大丈夫かな？』

「別にいいけど……それより、さっき画面に水守って出てたぞ。もしかして、昨日俺のスマホに登録したのか？」

『里久君にはまた電話しようって思ってたから。知らない番号だったら緊張するでしょ？』

「俺の場合、女の子から電話来る方が心臓に悪いんだけどな……。登録してるなら言ってくれ、俺だって心の準備があるんだから」

『心の準備、って？』

「異性の連絡先を交換するの、俺の中じゃ結構な事件だから。今まで、お袋と後輩の二人しか知らなかったし」

『じゃあ、私で三人目か。……綾あや波なみレイちゃんみたいだね』

　そんな古いアニメ知っとるんかい。

『良かったら、今日の昼食一緒に食べない？　場所は、誰かに見られたら大変だし……部室棟の使われてない部屋でも良い？』

「昼ご飯って、俺が水守と？　急にどうして……？」

『もう一回、改めてお礼がしたいから。失なくしたと思ったスマホを見つけてくれたんだもん、何回感謝したって足りないくらいだよ。……もし無理ならそれでもいいよ、気が向いたら来てくれるだけでいいから。じゃ、ばいばい』

「あっ、おい──」

　切れた……。昼食って、俺が水守と？

　もう会うこともないと思ってたけど、すぐ再会することになろうとは。嬉しいけど、女の子と何を喋ればいいかなんて分からないぞ。

　昼休憩になり、約束通り体育館の傍そばにある部室棟へ向かう。つまんない奴って思われるかも、って不安は残ったままだけどせっかくの誘いだ。厚意は素直に受け取ろう。

「水守、俺だ。入ってもいいか？」

　廃部で誰も使わなくなった部室の前で声をかけると、そっとドアが開く。

　ぱちくりと目を丸くする水守が、こちらを覗いていた。

「……びっくりした。本当に来たんだ」

「いや、誘ったの水守の方だし」

「そうだけど、来なくても仕方ないかなって思ってたから。もし私と一緒にいるのがバレたら、周りに変な勘違いされちゃうよ？」

　そういえば、俺と水守がホテルに行ったのかって早速質問されたな。

「別にいいよ。そんな理由で食事を断るとか、水守に悪いし。どっちかっていうと、変なこと言って引かれるんじゃないかって心配の方が大きいな」

「……ん、そっか」

　部室に入ると、水守が備え付けのドアストッパーを扉に設置する。

「他の生徒が来ることもあるけど、先に使ってる場合はこうして扉を簡単に開かないようにするのが暗黙の了解なんだ。だから、誰にも見られないから安心していいよ？」

　そう言われると、俺みたいな人間は逆に緊張するんですけど。

「良かったら、これ食べて」

　ベンチの上に、水守がミスドの袋を置く。

　中には、色とりどりのドーナツが六個ほど詰まっていた。

「えっ、こんなに買ってくれたのか？」

「里久君にはお世話になったから。甘いの苦手だったら、持って帰って誰かにあげて。あっ、でもポンデだけは残してね。それ、私のお気に入りだから」

「水守も食べたかったのな……。けど、ありがとう。有あり難がたく頂くよ」

　甘いのは結構好きだし、素直に嬉しい。

「でも、今回はちゃんとしたお礼で良かった。昨日の写真なんて、予想の斜め上過ぎたからな。……それに、結局あの写真見てないし」

「見てない……？　そうなの？」

「……うん、まあ」

　そりゃ、俺だって無茶苦茶悩んだ。水守は同級生でしかも推定Ｅカップ以上。何度事故を装って「あっ、間違って開いちゃった。いやー興味なかったんだけどなー。つらいわー、偶然見ちゃったわー！」と言い訳しようとしたか。

「っていうか、やっぱりこういうの良くないって。これがお礼だって言うなら、たとえ善意でも俺には受け取れない。スマホ渡すから、水守が直接写真を消してくれ」

「ふーん……でも、それは出来ないかな」

　そして、水守はけろっとした顔で言うのだった。

「だってその写真、私の胸なんて写ってないよ？　……あの時、スマホのフラッシュ消したから。あんなに暗かったら、服の中なんて無理だもん」

　…………ほわっつ？

　直後、俺は物もの凄すごい勢いでスマホを取り出してアルバムを開き、啞あ然ぜんとした。

　水守の言う通り、写真にはかろうじて水守の制服が写ってるだけで、服の中は真っ暗で何も見えなかった。

　水守はくすくすと愉快そうに俺を見ていて。その表情でやっと理解する。

　つまり──俺は水守に、ハメられたのである。

「──おいぃ！　お前、俺のこと弄んだのかよっ!?」

「あはは。里久君って良い人そうだし、どきどきするかなーって。いくらなんでも、助けてもらったからって服の中を見せるなんてことしないよ」

「いや、ある意味ほっとしたけど！　でも、あの写真お礼だったんじゃないのかよ!?　何も映ってない写真が感謝の印ってどうなんすかね!?」

「だから、こうしてドーナツを買ってあげたんだよ？　どうぞ、お腹なかいっぱい食べてもいいよ。里久君は私の恩人なんだから」

　にこにこと笑いながらドーナツを差し出す水守。つまり、昨日のはフェイクでこっちが本命だったのか……！

「やられた……！　これじゃ葛藤してた俺が馬鹿みたいじゃねえか。返せ、水守の写真で悩みに悩んだ俺の時間を返してくれ……」

「そんなに私の胸を見たかったの？　……じゃあ、今見せてあげよっか？」

　その一言に、鼓動の速度が速くなる。

　見れば、水守はこちらの反応を楽しむように、小さな笑みを浮かべていた。

　……まったく。一瞬でも胸が高鳴った自分が恥ずかしい。

「止よせよ、冗談でも口にするもんじゃないって」

「結構本気なんだけどな。こんなの、誰にでも言うわけじゃないよ？」

「はいはい、それもからかってるんだろ？」

「ま、いいけど。……さっきの写真だけど、一ついい？　仮にえっちな写真だったとしても、だよ。本人の私が見ても良いって言ってるのに、どうしてそんなに悩むの？」

「……だって、そういうのって大切な人にだけ見せるもんだろ。俺が見るのはフェアじゃない、っていうか。水守には自分を大切にして欲しかったんだよ」

「私のこと、心配してくれたってこと？」

「そんな大層なもんじゃない。俺が勝手にもやもやしてただけだ」

「……でも、それって里久君が優しいからだと思うよ。偶然会った同士だし、普通ならそんなこと考えないから。特に、私みたいな女の子が相手なら、ね」

　私みたいな女の子。

　それが何を指してるかなんて、今更聞かなくたって分かる。

「里久君って私のことを、何処にでもいる女の子みたいに接してくれるよね。どうして？」

「……どうして、って」

　何気なく、ありのままに答える。

「だって水守は、何処にでもいる女の子、だろ。少なくとも、俺にはそう見えるけど」

　きょとんとする水守を、改めて眺める。化粧の無いナチュラルな顔に、装飾品のない質素な服装。そして愛あい嬌きょうのある表情。

　周りの生徒たちは、パパ活がどうとか半グレがどうとか言うけれど。

　やっぱり俺には、水守がそういう女の子だなんて信じられない。

「噂は知ってるけど、水守が悪い奴だって思えないから。だから距離を置く理由なんて全くないんだけど……こんな答えじゃ駄目か？」

「……ううん、全然。すっごく満足した」

　なんだろ。水守の表情、何処となく嬉しそうな。

　水守はドーナツの箱からポンデを選び、口に運ぶ。もちもちした食感がたまらないのか、幸せそうにもぐもぐと食べると、

「里久君って、好きな人とかいるの？」

　危うく噴き出しかけた。

「……水守。また俺の反応を楽しもうとしてないか？」

「そんなんじゃないって、純粋に興味があるだけ」

「……いないよ、好きな人なんて。っていうか、俺にそんな相手がいたって仕方ないだろ。どうせ無理だし」

「無理って、最初から諦めてるってこと？」

「まあな。自分で言うのもなんだけど、異性から好かれたことなんて人生で全然ないから。だったら、初めから期待なんてしない方がいいだろ」

　だからこそ俺は、異性を意識するべきではない、と思ってる。

　身近な誰かのことを可愛いだとか、綺麗だとか。そんな風に女の子を見てしまうから、好きになって欲しいなんて欲求が芽生える。

　恋をすることほど、愚かなことはないというのに。

「叶わないもんに振り回されて傷つく、なんてごめんだからな。……いや悪い、喋り過ぎた。こんなこと話されても困るよな」

「じゃあ、もしも、だよ？」

　俺の話を遮るような、水守のはっきりとした声音。

「もし──里久君を好きだって言う女の子が、現れたら？」

　なんだよ、その質問。つい笑いそうになりながら水守を見て……息を吞んだ。

　水守はドーナツを食べ終え、指についた砂糖を軽く舐なめる。その顔は何処か緊張していて、何より頰が薄うっすらと朱に染まっていた。

　その水守の表情は、今まで見たことのないもので──。

「ねえ、里久君」

　そして、水守は微笑みながら、ゆっくりと言葉を紡いだ。




「私たち、付き合おっか。……君のこと、好きになっちゃったみたい」




　これは悪い冗談か、さもなくば夢だと思う。

　まさか、俺が同級生の女の子に告白をされるなんて。

「……なあ。これも、からかってるんだよな？　さっきの写真みたいに俺を慌てさせて、実は噓でしたって──」

「違うよ。こんな言葉、中途半端な気持ちで口にしたりしない」

　水守の飴あめ玉だまのような瞳に見つめられ、動どう悸きが激しくなる。

「身勝手な欲望じゃなくて、純粋に心配して声をかけてくれたの里久君だけなんだ。里久君と別れた後も、頭の中ではずっと君の表情と声がいつまでも残ってた。……もっと、里久君と一緒にいたいの」
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「……待ってくれ。俺たちが会ったの昨日なんだぞ。なのに、いきなり告白なんて……」

「どれだけ時間が経っても、里久君が好きって気持ちはきっと変わらないから。それに、早く里久君に想おもいを言わないと、誰かに奪われちゃうかもしれないでしょ？」

　いねえよ、そんな物好き──その言葉は胸の中で消えた。

　それくらい、水守の表情は真剣だったから。

　本当にこれは現実なのか。

　この高校で一番の問題児である水守に告白をされるなんて。それも、今までろくに女友達がおらず、恋人など出来るはずもないと信じていた俺に。

「……少し、考えさせてくれないか」

　やっとの思いで、掠かすれた声を絞り出す。

「俺は今までずっと、自分に恋人が出来るとかそういうの一切考えてこなかったんだよ。誰かを好きになっても、報われないって思ってるから」

「……だから、私の告白は受け入れられない、ってこと？」

「そうじゃない。ただ……正直、嬉しさよりもずっと困惑の方が大きい」

「……純粋なんだね。そういうとこが好きになったんだけど」

　ふっと、水守の表情から緊張感が消える。

「里久君もゆっくり考えたいと思うし、すぐに答えなくてもいいよ。それに自分で言うのもなんだけど、私と付き合うってかなりリスクが高いから。もしバレたら、学校の居場所がなくなるくらい。だって恋人が、水守結衣、なんだもん」

「……なあ、一つだけいいか？　もしかしたら答えたくないかもしれないけど、水守の口から聞きたいんだ」

　水守と付き合うかどうかは、まだ考える余裕すらない。けれど、水守の想いと真正面に向き合うために、避けてはいけない問題がある。

　それは、今まで自分の中ではぐらかしてきた問いで。だからこそ、答えを知りたい。

「周りのみんなは水守を、頼めば誰とでも寝る女って言うけど……ほんと、なのか？」

「………………」

　耳に痛いくらいの沈黙。水守は俺を見つめていて……やがて。

　水守は、あどけない微笑みを浮かべる。

「……秘密」

「──はあっ!?」

　同時に、遠くから学校の予鈴が鳴る。昼休み終了まで、あと五分。

「そろそろ戻るね。告白の答え、待ってるから。それと、ドーナツ忘れないでね？」

「あっ、おい……！」

　引き止めようとした声も空むなしく、部室には俺一人が残された。

「秘密って、そんなのありかよ……」

　それとも、俺はまた水守に遊ばれただけなのだろうか。

　一度にたくさんのことがあり過ぎて、頭はまるで整理が追い付かない。いっそ全てが噓だったのではないかとも思ったが、頭の中では水守のある一言がずっと鳴り響いている。

　──君のこと、好きになっちゃったみたい。

「……誰かに告白されるなんて、生まれて初めてだな」

　ぽつりと呟いた言葉は、誰もいない部室に溶けて消えた。




　どうする。どうするどうするどうする……！

　授業の合間の教室にて、俺は汗をだらだらと流しながら頭を抱えていた。

　もちろん、水守のことは嫌いじゃない。可愛いと思うし、あと胸もでかいし、何より他人を思いやれる女の子だ。

　ただ……水守に抱いてる感情はきっと、好き、ではないのだと思う。

　そんな奴が、水守と付き合ってもいいのか？

「我ながら、めんどくさい奴だな……。こんな奴のどこがいいんだろうな、水守は」

　それに、気になることは残ってる。

　たとえば俺の質問を、秘密、とはぐらかされたこととか。

　……駄目だ。一人で考えたって埒らちが明かない。

　少しでも水守のことを知りたい。気持ちばかりが焦って、気が付けば俺は教室を出ていた。水守の姿を探し、一つ一つ教室を覗いていく。

　けど、こっそり見てるのが水守にバレたら、やべー奴だと思われるのでは。

　妙に緊張しながら教室を巡っていき、やがて二年六組で足を止めた。賑にぎやかな教室の中、窓際の席で水守はスマホをいじっていて……マジかよ、と思った。

　水守がいる周辺だけ、ぽっかりと生徒がいなかったから。

　俺みたいに教室に馴な染じめないとか、そういうレベルじゃない。涼音や高橋君から水守の噂は聞いてたけど、こんなに露骨に避けられていたのか。

　そしてその中で水守は、見たこともないような無表情でスマホを眺めている。

　俺と喋ってるときは、いつも楽しそうに笑うのに。

　……なんか、納得が出来ない。水守って、あんな扱いされなきゃいけないくらい酷い奴なのかよ。俺だって水守のことはほとんど知らないけど、それでも──。

「なにしてるんですか、先輩？」

「っっっ!!」

　思わず、ばん、と扉に足をぶつけてしまう。やばい……！

　物音に生徒がこちらを振り返る。水守もスマホから顔を上げようとしていて、即座に緊急退避をするべく声をかけた生徒の手を取り走りだす。

　廊下の隅へと移動して胸を撫でおろす。盗み見してたの、水守にはバレてないよな。

「ど、どうしたんですか？　突然走り出したりして……？」

　見れば、俺に声をかけたのは涼音だった。

「な、なんだ、涼音か。まだ学校終わってないのに会うとか、珍しいな」

「次の授業で移動してるときに、先輩を見かけたので。やけにこそこそ教室を覗いてるから、誰か探してるのかなあって」

　そんな不審者に見えてましたか、俺。

「ああ、ちょっとな。……水守を見てたんだよ。普段、どんな生徒なのかって」

「水守、さん……？　あ、あはは。噓、ですよね？　先輩に限って、水守さんにそんなお願いなんて──」

「なんでこの世の終わりみたいな顔するかな。言っとくけど、水守が噂ほど悪い生徒だって思えないからこっそり見てただけで、下心なんて全然ないからな？」

「……ですよねー！　分かってますってば、先輩のこと信じてましたから！」

　さっきの声のトーン、かなりガチでしたけど。

「でも、水守さんに興味があるんですか？　今まで女の子に関心なんてなかったのに」

「まあ色々あったというか……涼音は、水守について何か知らないか？」

「そうですねー。大体のことは昨日話した通りですけど……あっ！　そういえば、水守さんってチェリーが大好物みたいですよ？　噂の割には可愛らしいですよね。私も好きです、さくらんぼのタルトとか」

「よし、俺が悪かった。涼音、お前は凄い勘違いしてるから。それ絶対に俺以外の前では言うなよ。いいな？」

「……？　はい、先輩がそう言うなら」

　ほんとこういう方面の話題に疎いな、涼音って……。

「けど、水守ってそんな風に言われてるのかよ。俺には信じられないけどな」

「……そんなに、水守さんのこと気になるんですか？」

　俺を見つめる涼音の瞳は、不安げに揺れていた。

「私も、水守さんのことは詳しく知りません。けど、あの人の付き合い方は気を付けた方がいいですよ？　……もし噂がでたらめなら、こんなに広がるとは思えませんから」

「………………」

　そう、確かに涼音の言う通り。全てが根も葉もない噂なら、水守は否定をするはずだ。

　水守がはぐらかした以上、本当のことは分からない。けれど、もしも噂が真実で、水守が軽い気持ちで男と関係を持つような貞操観念が欠けているなら……。

「それに、特に先輩は水守さんのような人とは関わらない方が……」

「……俺が、水守みたいな人と？」

「水守さんが噂通りの人なら、異性の気持ちを踏みにじるような女性、ってことですから。……そんな人を好きになって先輩が傷つくなんて、もう嫌です」

　……ああ、そうか。

　やっぱり、涼音は俺のたった一人の後輩だ。誰よりも俺のことを理解している。

　どうして水守の告白を素直に喜べないのか。それは水守が問題児だから、なんかじゃなくて──俺が十神里久、だからだ。

　そんなの、とっくの昔に分かっていたはずなのに。

「ありがとな、俺のこと心配してくれて。……もう決心はついたから」

「……先輩？」

　放課後、水守に会おう。

　水守が覚悟を決めて告白をしたように、俺も直接言葉を伝えなければ。




　鼓動は激しく、いっそ止めたいくらい心臓の音はうるさい。

　何しろ、告白の返事なんて今までしたこともない。緊張するなというのが無理な話だ。

　部室の前で一つだけ深呼吸。放課後に部室に来て欲しい、と既に電話をしていた。この先に、水守がいる。

　扉を開けると、ベンチに腰を下ろしていた水守は窓から夕ゆう陽ひを眺めていた。

「遅いよ。私が来てから、五分も経ってる」

「数分後に来てくれ、って言ったの水守の方だろ？　一緒の部室に入ったの見られたらマズいから、って」

「そうだけど、里久君が来るまでずっとそわそわしてたんだから。早く来て欲しいような、いつまでも来ないで欲しいような。待ち合わせ場所で恋人を待つのって、こんな気持ちなのかなって思っちゃった。……まだ里久君の返事、聞いてないのにね」

　思わず笑いそうになる。こんな時でも軽口が言えるなんて、水守らしい。

「告白するなんて、生まれて初めてだったんだよ？　だから、胸がどきどきしちゃうからあの言葉はもう言わない。……教えて。里久君の答え」

　あの言葉、というのが何をさしてるのか、聞かなくたって分かる。

　──私たち、付き合おっか。……君のこと、好きになっちゃったみたい。

　爪が手のひらに食い込むくらい、強く拳を握りしめる。

「ごめん、水守の想いには応えられない。……俺はきっと、水守を好きになれないから」

　その瞬間、時間が静止した錯覚すら覚えた。

　果たして、水守は何を思うのか。その真剣な表情は崩れない。

「女の子に好きって言われたの初めてだから、水守の気持ちは純粋に嬉しい。でも、俺は多分、水守のことを好きじゃないと思う」

　水守は、何も言わない。何も問おうともしない。

「勘違いして欲しくないんだけど、水守だから駄目なんじゃない。多分、どんな女の子に告白されても同じ答えを出したと思う。……俺は、誰かを好きになれないから」

　恋とは、誤って芽生える感情である。

　そんな哲学を掲げて生きてきたのが、十神里久という男なのだ。

　いつだって、傷つくのは恋をする方だ。拒絶されて、嘲笑されて、罵倒されて。報われない想いのせいで身を裂くような思いをする人間が、この世界には確かに存在する。

　きっと俺は、水守に恋をすることそのものを、恐れている。

　好きになればなるだけ、裏切られた時に深く傷つけられるから。だったら、初めから恋なんてしない方が良い。

　考え過ぎだ、って笑うか？

　だとすれば、そいつはきっと恵まれている──だってそれは、今まで女子から嫌な思いをされたことがない、ってことだから。

　少なくとも俺は違った。異性を恋愛対象として見ずに、俺なんかモテるはずないって予防線を張って、誰も好きにならないよう必死で努力してきた。異性から目を背けることが、逃避ではなく闘いそのものだった。

　そうしないと、心がぼろぼろになってしまうから。

　現に、今だって水守は辛つらいはずなのだ。俺に告白をしたばかりに、こうして拒絶されているのだから。その心の痛みはとても深いはずで……なのに。

　それでも、水守は微笑んでいた。

「……なんかね。そんな気はしてたんだ」

　いつもより力のない、水守の声色。

「里久君って、女の子と距離を置いてる風に見えたから。嫌な思い出とかあるのかなってずっと考えてた。……でも、私は絶対、里久君のこと裏切らないよ？」

　口元に笑みを浮かべたまま、水守は俯うつむく。

「なんて、言葉にしても信じられないよね。……でも、これでいいのかも。私みたいな女子と付き合っても、きっと里久君に迷惑かけちゃうから。あいつは身体目当てで水守と交際してる、とかね」

「ちょっと待ってくれ。……その噂について、最後に確認したいことがあるんだ」

　俺の声が真剣なことに気づいたのか、水守の表情から笑顔が消えた。

「俺が水守の噂について尋ねた時、秘密だって言ったよな。これは、間違いないんだよな？」

「……うん、私の噂については里久君の想像にお任せするかな」

　やはり、そこは揺るがないらしい。

「つまり、水守は頼まれたら誰とでも寝る、って考えてもいいんだよな？」

「それで構わないよ。……私のこと、幻滅した？」

「正直に言えば、してる。もし、水守が軽い気持ちで男と関係を持つような女の子なら……すごく悲しい」

「……そうだね。そう思うのが普通だと思う」

　願わくば、水守には否定して欲しかった。周りが言ってる言葉なんて全て噓っぱちで、そんな噂信じてたの？　ってからかうように笑って欲しかった。

　でも、それが叶わないというなら。

　俺がやることは、たった一つ。

「……なあ、水守」

　それは胸に秘めていた俺なりの決心で──もしかしたら、高校生活で最初で最後になるかもしれない告白。




「水守さえ良ければ──俺と、付き合ってくれないか？」




　今度こそ、世界中の時間は停止したのだと思う。

　だって、ほら。水守は俺を見つめたまま、ぽかんとしている。

「……どうして？」

　やがて、水守は問いかける。

「だって、里久君は私を好きになれないって……」

「俺は、水守の想いに応えることは出来ない。誰かに恋をするなんて今の俺には考えられない。けど、それでも俺は水守の恋人になりたいんだ」

　迷いもなく、逡しゅん巡じゅんもなく。はっきり言葉にした。

「そうすれば、水守が他の男に抱かれるってことはなくなるだろ？　……だって、十神里久っていう彼氏がいれば、それは浮気になるんだから」

　虚をつかれたように、水守が言葉を失った。

　俺はきっと、恋なんて出来ない。その言葉は変えるつもりはない……だけど。

　水守には、もっと自分を大切にして欲しいから。

　水守を好きにはなれないけれど交際したい──それが、俺の出した答えだった。

「俺は、水守がそういう女の子だって信じたくない。周りが水守の噂を話す度にずっと心がもやもやしてた。噂が本当かどうか俺には分からないけど、もし真実だったとしたら、こんなこともう止めて欲しいんだよ」

「……本当に、いいの？　だって噂を信じるなら、私はろくでもない女の子ってことだよ？　そんな人と、付き合ってくれるの……？」

「それでもいい。俺が知ってる水守結衣は、他人を思いやれる優しい女の子だから。……周りが口にする曖昧な言葉より、俺は俺自身の直感を信じたい」

　俺自身、水守を好きになるなんて想像も出来ない。けどもし俺が交際して、水守が何処にでもいるような少女になってくれるのなら。

　水守の恋人になりたいって、心の底から思う。

「誰かを好きになる覚悟もないような奴が隣にいても、迷惑かもしれない。それでも、俺は水守と一緒にいたい。……どう、かな」

　水守は呆気に取られていて……やがて、寄り添うようにそっと俺に近づく。

「水守……？」

「里久君らしいね。私のために付き合ってくれるんだ」

「……水守のためっていうのは違う。これは俺のためなんだよ。水守がそんな女の子なの、嫌だから」

　口にしながら、俺は恥ずかしさでそっぽを向く。手を伸ばせば簡単に抱きしめてしまえる距離。こんなに女の子と近いなんて、初めてかもしれない。

「それでもいいよ。まあ、私を好きじゃないって言葉はやっぱり残念だけどね。……でも、他の男の人が駄目ってことは、里久君だけにはえっちなことしても良いってこと？」

　水守は笑顔を浮かべていて、その直後俺は理解する。

　このガチ恋距離、わざとだ。

「……水守。わざと俺を照れさせようとしてない？」

「あはは。里久君が私でどきどきしてくれたら、嬉しいからね。それに、これからはもっと恋人らしいことするでしょ？」

「そうかもしれないけど、期待はしないでくれ。何度も言うけど、水守に恋なんてしないから。……悪いけど、そろそろ帰るよ。なんか、今日は水守といると気恥ずかしいからさ。また今度、ゆっくり話そう」

　実際、今だって緊張してまともに水守が見れない。これ以上一緒にいたら、恥ずかしさでどうにかなりそうだ。

「うん、それでもいいよ。……ばいばい。付き合ってくれて、本当に嬉しかった」

「……ああ、こちらこそ。彼女を好きだって言い切れない、こんな中途半端な奴で良かったらよろしく」

　ドアストッパーを外し、ドアノブに手をかける。ゆっくりと扉を開けて──。

「あっ、そうだ。里久君、ちょっといいかな？」

「…………？」

　疑問を抱いたまま振り返り──唇に、マシュマロのような柔らかい感触。

　それが何なのか、すぐには理解出来なかった。

　鼻をくすぐる甘い香り。夕陽が零れる部室。水守は背伸びをしながら目を閉じていて、口元に感じる柔らかさに頭がくらくらする。




　それは、生まれて初めての──キス、だった。




　そう気づいた瞬間たたらを踏み、俺は部室の外でしりもちをついた。

「なっ、なな、な──！」

「これくらい、いいよね。だって、恋人同士なんだもん」

　部室の中から、水守がどこか挑戦的な笑みで俺を見つめる。その綺麗な桜色の唇から目が離せない。

「里久君が付き合ってくれたのは嬉しいけど、やっぱり私のことを好きでいて欲しいんだ。里久君にとって私は、特別な存在でありたい。だから決めたの──絶対に、里久君に恋をさせてみせる、って」

「み、水守……？」

　まるで、宣戦布告のように。

　水守は悠然と言い放つ。

「だって、恋はするものじゃなくて落ちるもの、でしょ？　……覚悟してね。私をどきどきさせたの、里久君なんだから」

　そして、水守は微笑みを浮かべたまま、扉を閉めた。

　一人取り残された俺は、まるで思考が追い付かない。全てが夢のように思えて、その場から一歩も歩き出すことが出来ない。

　ただ、予感がした。

　今までの人生全てがひっくり返されるような、そんな日々が訪れる予感。

　──もしかして俺は、とんでもない少女と付き合ってしまったのかもしれない。

　口元に残った甘い痺しびれを感じながら、胸中でそう呟いた。
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二章　十と神かみ里り久くは攻略されない







　朝起きてから登校中の今まで、夢見心地のように頭の中はふわふわしていた。

　理由はもちろん、水み守もり結ゆ衣い、である。

　告白とか、恋人とか、それに……キス、とか。昨日はあり得ないイベントの連続で、これ本当に俺の人生でいいの、って疑問を覚えるくらいだ。

　おかげで、昨夜なんてろくに眠れなかった。電車の吊つり革かわに摑つかまりながら、ふわぁ、と欠伸あくびを一つ零こぼし……ふと、携帯が震えてることに気づく。

　水守からのメッセージ、だった。

『おはよう。今日も一日頑張ろう』

　──現実だよな、やっぱ。

　やっぱり戸惑いはある。だって俺、自分で恋愛アンチって言っちゃう男だよ？　代わりに帰ったら家が全焼してるとか、そんな不幸が待ってたりしないよね？

　けど水守の気持ちは有あり難がたいし、昼食の時くらい会いに行こうかな。

　それから登校して教室に着くと、真っ先にとある生徒を探した。

「高たか橋はし君。ちょっといいか」

「うおっ!?　……なんだ、十と神かみか。急にどうしたんだよ」

　普段喋しゃべらない奴やつが話しかけてきたからって、そこまで驚きますか。

「いや、少し聞きたいことがあってさ。……水守結衣のこと、なんだけど」

「水守ぃ？」

　あからさまに、高橋君が顔をしかめた。

　あんまりしたくない話題だろうけど、我慢して付き合って欲しい。何しろ、友達がいない俺にとって、周りが水守をどう思っているのか疎いのだから。

「後輩から聞いたんだけど、水守に関わる男子生徒は周りから白い目で見られるんだよな。それって、今までそういう奴がいたのか？」

「あー、最近は全然聞かないけどな。ただ、水守狙いの男子が何人かいたらしいぞ？　何しろ手軽にヤれるチャンスだからな」

「…………。それで？」

「成功したかどうかは知らんけど、水守に迫ったのがバレてそいつら全員女子からシカトされてるってよ。水守は女子の敵だからな。近づく男子がいたら軽蔑されるのは自然だろ」

　思い出すのは、教室で孤立したように一人ぼっちだった水守の姿。

　なるほど、水守が腫れ物扱いされてるのは知ってたけど、まさかこれほどとは。水守も涼すず音ねも根が良いから言葉を選ぶけど、高橋君の場合生々しく聞こえる。

「だから、十神もあんまり変なこと考えない方がいいぞ？」

「変なこと、って？」

「だから、水守で童貞卒業しようとか、そういうの。あと一年以上この学校にいるんだ、一発ヤりたいなんて理由で社会的に死ぬとか笑えないからな」

「……しねーよ、そんなこと」

　水守を馬鹿にされた気がしたから、だろうか。ついぶっきらぼうな口調になった。




　昼休みになり水守の教室を覗のぞくと、どこにも姿はなかった。

　多分、別の場所で食べてるんだろう。思い当たる場所……といえば一つしかない。

　校舎を出て、部活棟の使われてない部室をノックする。

「水守、いるなら一緒に飯でも食べないか？」

　扉が開き、現れたのは驚き半分、呆あきれ半分の顔をした水守。

　その途端、思わず身体からだが強こわ張ばるのが自分でも分かった。何しろ、自分を好きだって言ってくれる女の子が目の前にいるのだ。緊張くらいする。

　部室に入ると、水守は何か言いたげな眼まな差ざしで俺を見ながら、

「里り久く君、わざわざここまで来てくれたの？」

「せっかくだしな。……なんか言いたげな顔してるなあ、水守」

「里久君が会いに来てくれるなんて、想定外だったからね。……出来る限り、学校では里久君と一緒にいるの止やめようって思ってたんだ。昼食だって、一人で食べようと思ってたんだよ？」

「えっ、そうなのか？」

「私たちが付き合ってること、バレたら里久君に迷惑かけちゃうから。だから、私と里久君の関係は、一ミリどころか一ナノメートルでも周りに気づかれちゃ駄目なの」

　ずい、と水守が一歩迫る。

「たとえば、誰が見てるか分からないし、里久君のスマホに登録してる私の名前は偽名にして欲しいの。それに、二人で外出するのもＮＧ。コンビニですら一緒に行くのは避けた方がいいよね。ご飯を食べるなんて論外。これからは赤の他人どころか、水守結衣って何それ美お味いしいの？　くらいのスタンスでいてね」

　浮気を隠蔽する旦那か、俺は。

「気持ちは分かるけど、そこまでしなくてもいいんじゃないか？　俺のスマホを見るような奴なんていないと思うし」

「万が一、覗き見されるかもしれないでしょ？　少しでも可能性があるなら注意しなきゃ。……付き合ってることがバレたら、学校での里久君の居場所がなくなっちゃうから。だから約束して。ねっ？」

「うっ……わ、分かった。水守がそこまで言うなら」

　まさか、いつも俺をからかう水守がここまで必死になるなんて。

　けど確かに、俺が水守とスマホを探しただけで、クラスメイトから白い目で見られたっけ。もし付き合ってるなんて知られたら、あんなもんじゃ済まないな、きっと。

「じゃあ、教室に戻った方がいいか？　見られるとマズいんだよな？」

「……ううん、せっかく来てくれたんだし一緒に食べよっか。それに、もう恋人同士だから。一回くらい、一緒に学校でご飯食べたいしね」

「……おう」

　むう、面と向かって恋人とか言われるとやっぱ照れるな……。水守やたらにこにこしてるし、俺の反応楽しんでない？

　ベンチに座ると、水守は弁当箱を開ける。中身は、ハンバーグや卵焼きが入ったオーソドックスなランチ。質素ながらも丁寧に作ったのが伝わる、温かみのある弁当だった。

「へえ。その弁当、良いな。こんなに綺き麗れいなの初めて見たかも」

「そうかな？　昨日の夕飯の残りを温め直しただけだから、そこまで手間はかけてないけどね。でも、素直に嬉うれしいな。ありがと」

　……ん？　今の受け答えって、まさか──。

「もしかしてだけど……その弁当、水守が作ったのか？」

「うん、そうだよ？　大体、料理は私がしてるから」

「……もしかして、水守って超ハイスペック？」

「お弁当作っただけで大げさだってば」

　いや、そんなことない。俺だったら朝の時間なんて五分だって寝ていたい。同じ高校生だからこそ、どれだけ大変か分かる。

「でも、褒めてくれるなんて作った甲か斐いがあったかも。良かったら、食べてみる？」

「えっ、いいのか？」

　胸が弾むのが自分でも分かる。まさか、水守の手料理が食べれるなんて。

　──と、舞い上がってる自分自身に気づき、ぞっとした。

　俺が水守に好意を寄せたって仕方ないのに、何を期待してるんだ？

　水守には気安く他の男と寝て欲しくない。俺が水守と付き合ってるのは、それだけの理由だ。恋愛感情なんて無駄なもの抱くなよ。

「……そうだな、せっかくだし頂くか。じゃあ、俺のおかずと交換するか？」

「気にしなくていいよ。けど、味の感想を教えるって約束してくれる？」

「まあ、そんなのでいいなら」

　水守は満足げに頷うなずくと卵焼きを箸で摘まみ……。

　そのまま、俺の口元に差し出した。

「……なにしてるんすか、水守さん」

「里久君は私の料理を食べてくれるんでしょ？　だから──はい、あーん」

　……いやいや。いくら恋人同士だろうと、それは流石さすがに恥ずかしい。

「それ、俺にはまだキツいって。普通に食べさせてくれよ」

「ふーん……。だったら、里久君には食べさせられないかな」

　…………はい？

「だって、私が料理をあげるのはあくまで好意なんだもん。最終的にあげるかどうかは、私が決定してもいいよね？」

「お、おう。まあ、言ってることは分かるけど」

「だから、里久君があーんをしてくれないなら、私は食べさせてあげないって選択も出来る。けど、そうなると約束を破ることになるよね。だって里久君は、味の感想を教えるって同意してくれたんだから」

「ちょっと待て、そうなるのか!?」

　いや、もしかして筋は通ってるのか？　確かに俺は味の感想を言うって約束したし、弁当が水守の物である以上、最終的に断ることも水守の自由だ。

「だから、里久君の選択肢は二つ。あーんをして私の料理を食べるか、拒否して私との約束を破るか。どっちがいい？」

　水守はいたずらっぽい笑顔を浮かべ……そういえば、と思う。昨日、水守はこう言った。

　──だから決めたの。絶対に、里久君に恋をさせてみせる、って。

　ちくしょう、そういうことか……！

　迂う闊かつだった。昨日の宣言を振り返れば、水守とありふれた交際になるはずがなかった。俺を惚ほれさせるために、何かしらのアプローチはあると考えるべきだった。

　それがこの、食べさせてあげようか、という罠わなだったのか。

　いや、待て。そもそも水守は俺と昼食を食べるつもりはなかったはず。ということは、俺が来てからのたった数分でこの展開を作り上げた……？

「里久君、どうする？　……私、料理にはちょっと自信あるんだよ？」

　体温が上がるのが分かる。俺は水守を、異性として見てしまっている。

　所詮は口約束だ。適当にごねれば、うやむやにすることは出来るだろう。

　……けどそれは、水守の覚悟に泥を塗るのと一緒じゃないか？

　これから先、水守はきっと今回みたいに策略を巡らせ、俺に「恋人らしい行為」を強いてくるだろう。その度に俺は、水守を好きになってしまいそうだから、なんて言い訳をして逃げるのか。仮にも、俺は水守の恋人なのに。

　ここで俺が矜きょう持じを保つことはたった一つ──戦うこと、じゃないか？

「……へ、へえー。じゃあ仕方ないか、食べたいって言ったの俺だし。っていうか、もう俺たち恋人なわけだし、これくらい全然普通だよな？」

　ぱちくり、と水守が目を丸くする。

　そうだ、怯ひるんではいけない。

　これくらいで、俺は水守に恋をしたりしない。それを分からせてやれ。

「ふーん、逃げないんだ」

「べ、別におかしくないだろ？　付き合おうって言ったの、俺なんだから」

「あはは、そうかもね。……ありがと。じゃあ、あーん」

　ぎこちなく口を開けると、水守が摘まんだ卵焼きがゆっくりと運ばれる。

　距離が近くなる度、心拍数も上がっていく。照れくさくて顔を背けたかったけど、あーんをしているせいでそれも叶かなわない。

　はむ、と俺は卵焼きを頰張った。

「美味しい？」

「……びっくりした。水守って料理が上う手まいんだな」

　さっきまでの緊張なんだったんだよ、ってくらい美味だった。

　出だ汁しにこだわりがあるのか、味に奥深さがある。焼き加減だって絶妙で冷めてるはずなのにふわふわだ。まさか、こんな丁寧な料理を毎日作ってるなんて。

　けれど、水守はじとーっと俺を見ながら、

「普通なコメントだなぁ。誉ほめてくれるのは嬉しいけど、なんか残念。もっとどぎまぎしてくれると思ったのに」

「えっ!?　い、いやいや。俺も高校生だし、あーんくらいで動揺なんかしないって。何なら別の料理でも試すか？　俺は全然構わないけど」

　よしっ、耐えきった……！

　どうだ水守、俺だっていつもやられてばかりじゃないんだぞ。

「でも、そっか。考えてみたら、あーんってどうして恥ずかしいのか、よく分からないもんね。行為自体はただ食べさせてあげてるだけだし」

「あ、ああ。確かにそうかもな。恋人同士がするってレッテルがあるだけで、やってること自体大したことないというか」

「うん、そうだね。強いて言えば、間接キスしちゃうくらいだよね」

　ぶふぉ、と盛大に噴いた。

　そういえばそうだ。さっきは緊張して頭が回らなかったけど、もしかして俺、水守の箸で卵焼きを食べたんじゃ……？

「でも、里久君が構わないって言うなら、おかわりいっとく？」

「いいです、堪たん能のうしました！　水守さんの料理最高でしたんでもう十分です！」

「なんで？　そんなに間接キスが恥ずかしいの？　……昨日は、直接したのに」

　……どうして、そんな言葉を笑顔で言えるかな。

　やっぱり、水守には敵かなわない。こんな恥ずかしい言葉を平気で口にして、俺をくらくらさせるんだから。

　こういう恋愛事は、水守の方が圧倒的に上手だ。俺は交際経験皆無な童貞野郎なわけで、男慣れしてそうな水守に勝てる見込みなんてなかったのだ。俺がスライム一匹倒したことのない勇者なら、水守は百戦錬磨な魔王。無理ゲーじゃんそれ。

　すまん、俺の負けだ。心の準備があるから許してくれ──そう言おうとした時だ。

　ガチャ、と。扉のノブを捻ひねる音に、俺も水守もびくりとした。

　まさか、誰か来たのか？

　けど、ドアストッパーがあるから簡単には開かない。その内諦めるはず……が、まるで強引に開けようとするかのように、ノブを捻る音は止まらない。

　水守の決断は早かった。

「里久君、隠れよ。二人きりなとこなんて見られたら、おしまいだよ」

「でも、先に利用者がいたら帰るっていうのが暗黙の了解じゃなかったか？」

「普通ならね。けど、思い当たる人が一人だけいるから。それより早くしなきゃ見つかっちゃうよ」

　けど、ただでさえ狭い部屋だ。ロッカーはあるが小さすぎるし、隠れる場所なんて……と、水守がある場所を指さす。

　水守が指していたのは、カーテンで部屋の中が見えないようにしていた、人一人が何とか通れそうな窓だ。

　……数秒後。そこには壁尻になった俺の姿があった。

　言わずもがな、窓から逃げようとしてこうしてハマってしまったのである。

「里久君、身体中の関節を外す特技とかもってない？」

「水守さん、俺のこと脱獄王か何かだと思ってます？」

「じゃあ無理やりしかないかな。せーのっ」

　いたっ。いだだだだだ！

　水守が押してくれたおかげで何とか抜け出せた。水守は窓からひょこりと顔を出し、

「じゃあ、ばいばい。今日は来てくれてありがと。……私の料理を食べてくれた時は、本当に恋人同士みたいでちょっとどきどきしたかな」

　そう笑顔で言い残し、窓を閉めた。

　誰かに見られる前に教室に戻った方がいい……頭では分かっているのだが、残った水守のことがどうしても気になり、隠れて窓から部屋の様子を窺うかがう。

　しばらくすると、扉が開き数人の女子生徒が入って来る。

　楽し気に談笑していたが、静かに弁当を食べる水守に気づくと表情が凍った。

「み、水守さん？　どうしてここに……？」

　なるほど。みんな、こんな風に水守を見てるのか。

　確かに、水守の背景には何人も男がいるって噂うわさだしビビるのも分かる。……いや、俺は信じてないけどね？　水守って俺みたいな男に告白する女の子だし。

　女子たちは明らかに怖おじ気けづいていて、けれどその中で一人、不敵に笑う生徒がいた。

「うわ、びっくりした。まさか水守がいるなんてねー。ぼっち飯は美味しい？」

　ギャルみたいな容姿──俺と同じクラスの真ま中なか、だった。

　その棘とげのある言葉に、水守は小さく笑いながら、

「何となくそんな気はしてたけど、やっぱり真中さんだったんだ。よく私がここでご飯食べるの知ってるから、わざわざ来たんでしょ？」

「何言ってるか分かんないんですけど。ウチらは内緒話しながら飯食いたかったから、ここに来ただけだし」

「噓うそばっかり。私が中にいるって知ってるから、無理やり入ってきたくせに。……そんなに私に会いたかったの？　仲良くしたいならそう言えばいいのに」

「なっ……！　ちげーし！　誰があんたみたいなビッチを好きになるかっての！」

　水守はさっき、思い当たる人がいるって言ってたけど、真中のことだったのか。

　そういえば、真中って水守のことを嫌っているんだっけ。

「とにかく！　……ウチらはここで飯を食うって決めてんの。だから、あんたは余よ所そに行ってくんない？　聞かれたくない話とかあるからさ」

　ああ、そういうことか。

　真中がここに来たのは偶然ではないようだ。水守がいることを知り、わざわざ友達を連れて嫌がらせに来た、と。

　なんだかな。正直、見ていて気分の良いものではない……だというのに。

「そっか。じゃあ、どうぞ。こんな暗い部屋で良かったらだけど」

　拍子抜けするくらいあっさりと、水守はベンチを立った。

　一瞬、真中はきょとんとするも、

「へぇ、後から来たウチらに譲るなんてやけに聞き分けいいじゃん。あんたさ、不満に思ったりしないわけ？　プライドとかないの？」

「食べる場所にこだわりなんてないし、使いたいならそれでいいよ。それに、真中さんの言う通りぼっちだからね。ご飯なら、好きな場所で好きなように食べるよ」

「そういう態度が気に入らないっつってんの」

　一気に、空気が張り詰めた。

「ウチのこと相手にもしないって、馬鹿にしてんの？　ウチの彼氏を奪ったのも、ウチのことなんてどうでもいいって思ってたからでしょ？」

「だから、違うってば。何度も言ってるけど、それは真中さんの勘違いで──」

「あんたみたいなヤリマンの言葉、信じられるわけないでしょ」

　くそ、どうしてこうなるんだ。

　導火線に火が付いたような、一触即発の雰囲気──そう思った瞬間、気づけば俺は部室の扉へと歩いていた。

　ああ、もう。厄介事に首を突っ込むなんて、柄じゃないってのに。

　気合を入れるように頰を軽く叩たたき、部室に回ると扉を開け放つ。

「あれ？　開いてると思ったのに、誰かいたのか。同じクラスの真中さん、だよな」

　一斉に女子生徒が振り返るなか、水守だけが目をぱちくりとさせていた。そりゃ、さっき別れた相手が現れたらそんな反応するだろうな。

　ちっ、と真中が軽く舌打ちをすると、

「別のぼっち飯かよ……。今はウチらが使ってるから。ここは諦めてくんない？」

　はいそうですか、ってなるはずない。ここで退いたら、水守を置き去りにすることになるんだから。

　けど、俺と水守の関係を秘密にする以上、露骨に庇かばうことは出来ない。あくまで他人を装いながらどうにかする必要があって……でも、多分大丈夫。

　水守を嫌う真中だからこそ、効果的な一言がある。

「そっか。悪い、じゃあ場所を変えるよ。……けど、意外だな」

　あくまで何気なく、ぽつりと呟つぶやいた。

「まさか、あの水守さんと一緒に昼食を食べてるなんてな」

「～～っ！　はあっ!?　誰がこいつと飯なんて食うかよ！　こんなビッチと一緒にいたらこっちまで貞操観念おかしくなるっての！」

「違うのか？　わざわざこんな場所にいるくらいだし、そういう関係かと思ったのに」

「うっさい、こっちにも事情があんだよ！　もういい、みんな行こ」

　余程仲間だと思われたくなかったらしい、真中は友達を引き連れ去ろうとする。

　良かった。真中にとって一番嫌なのは、水守と仲が良いと他人に思われること。その勘違いを正すためなら、すぐにでもこの場を離れるだろう。

　去り際、真中は俺をじろりと睨にらむと、

「言っとくけど、ウチが水守と会ってたこと誰にも言うなよ」

「あー、大丈夫。俺、そういう話をする知り合い少ないから」

　これは嫌われたかな……。まあいい、女子にウザがられるのは中学の頃から慣れてるし。

　水守と二人きりになるが、水守は無表情のまま何も言わない。近くに真中たちがいるのだから当然だ。むしろ、このまま部室にいれば水守に迷惑になるだろう。

　お互い別れの言葉もないまま部屋を出る。もしかしたら、余計なお節介だったのかもな──そう思ったとき、スマホが震えた。

　疑問に思いながら手に取ると、そこには水守からのメッセージが届いていた。

『里久君、無茶するなあ。けど、ありがと』

「……はは」

　思わず頰が緩み、『どういたしまして』と返信する。

　少しは彼氏らしいことが出来たかな……なんて、流石に調子に乗りすぎか。




　終礼後、帰宅の準備をしている俺を担任の教師が呼び止めた。

「えーと、十神君。この後、生徒指導室に来てくれるかしら？　あなたに話がある人がいるみたいだから」

「えっ。あ、はい」

　けど、教師に呼び出されるようなことをした覚えはない。最近の出来事といえば水守と出会ったくらいだけど、まさかそれか？

　いや、水守は問題児で有名だけど、俺と交際してることは誰も知らないんだから、流石にそれはないだろう。

　考えを巡らせながら廊下を歩き、ふと足を止める。

　窓越しに見える、以前水守がスマホを探していた中庭。そこに、まさにその時の張本人──水守が帰宅しようとしているのが見えた。

　けど、どうして中庭を横切ってるのだろう。普通に校門に向かえばいいのに……ああ、そうか。あんまり人目に付きたくないから、遠回りしてるのか。水守の場合、有名過ぎて変な目で見られることにうんざりしてるんだろうし。

　手を振って声をかけたい気もしたが、他人のフリをすると約束したのだ。せめてその姿を見送ってから、再び歩き出した。

「すみません、十神です。失礼します」

　部屋につきノックをしてから扉を開け、そのままきょとんとした。

　生徒指導室、なんていうからてっきり相手は教師とばかり思ってたけど、中にいたのは三年生の学年章をつけた上級生の少女だった。

「ようこそ。初めまして、でいいわよね？　……風紀委員長の来くる栖す流る花かよ。よろしく」

　りん、と。鈴が転がるような澄んだ声音。

　腰まで届きそうなさらさらした黒髪。少しつりあがった猫目はどこか怜れい悧りな印象があり、肌は新雪を思わせるくらい美しい。椅子に座っていても分かるほど抜群のプロポーションで、つい見み惚とれてしまいそうになるほど綺麗な少女。

　来栖流花。この人が、俺を呼んだ張本人なのか。

　それより、今風紀委員長って言ったか？　そういえば以前涼音が、水守は風紀委員長からよく指導を受けてる、って言ってたけど……まさかな。

「えっと、来栖さん、ですか？　風紀委員長が俺に何か……？」

「ええ。少し、あなたと話がしたかったの。誰にも聞かれたくない、秘密の話」

　こちらの心の内を探るような、ミステリアスな笑顔。

「あなた、水守結衣と付き合ってるんでしょう？」

　バレてますがな。

　水守との交際がバレるまでのタイムアタック、一日も経たたない内に終了。世界記録狙えそうなくらいの好タイム。全然嬉しくない。

「水守結衣って、同級生の？　あんまり話したことないからよく知りませんけど」

　やばいやばいやばい……！　これ誤魔化しきれるか？　そもそも、俺たちが付き合ってるなんて情報どこからもれたんだ──平静を装いながらも内心で焦っていると、くす、と来栖さんが笑みを零す。

「良かった、ちゃんと隠してくれる人なのね。すぐ自白するようなら信用出来ないもの」

「信用ってなんですか。いまいち話が見えませんけど」

「私もあなた側の人間なの。だから、本当のこと話してくれて大丈夫よ？　……結衣とは知り合いだから」

「……はい？」

　身体中から、ぷしゅ～と緊張が抜けていく。

「じゃあ、俺と水守が付き合ってるって……」

「結衣から聞いたの。驚いたわ、気になる人が出来たって言った翌日に告白するんだもの。結衣らしいといえば、らしいけどね」

　そうだったのか……じゃなくて。

「ま、待った。それ、本当ですか？　だって、来栖さんって風紀委員長ですよね？　水守とは水と油っていうか……ほら、水守ってあの噂で有名ですし」

「あの噂って、どんな噂？　ちゃんと言ってくれないと分からないわ」

「断固、断ります。仮にも水守は恋人ですから。あいつを馬鹿にするような単語は使いたくないんです」

「ふーん、誠実な人なのね。気を悪くしたら謝るわ、ただの冗談だから」

　冗談、ねえ。風紀委員長っていう割には、やけに砕けた人だな。

「確かに、未成年で多数の生徒と一線を越えるなんて、風紀を守る立場としては見過ごすべきじゃないんでしょうね。けど、どうしてもそんな気になれないの」

「……なんでですか？」

「だって、結衣っていい子でしょ？　周りの噂が信じられないくらいに」

　平然と言ったその言葉に、ぽかんとしてしまう。

　この学校で水守の味方をしてくれたの、来栖さんが初めてだ。

「だから、結衣と付き合ってるのがどんな男子なのか確認しておきたかったの。結衣って、下心のある男子から迫られること多いから」

　言いながら来栖さんが足を組み替える。真っ白な太ももがちらりと見えて、思わず目を逸そらした。水守から散々アプローチされてるけど、やっぱりこういう状況は苦手だ。

「はあ、なるほど。……え、じゃあ俺を呼び出した理由って」

「十神君に一度会ってみたかったから、だけど？　生徒指導室なら、誰にも聞かれることないでしょ？」

「すっごい個人的な理由だった……。そんなので委員長の権限使って呼び出してもいいんですか？　職権乱用だと思いますけど、それ」

「バレなきゃいいのよ」

　この人本当に風紀委員長だよね？

「結衣と付き合うことにリスクがあることは、私も分かってるわ。私と結衣の間にも、学校では他人のフリをするってルールがあるもの。……私は、あなたと結衣の味方だから。私に出来ることなら何でも協力したいの」

「協力？」

「結衣に恋人が出来たんだもの。応援したい、っていうのは知人として当然の感情でしょ？　そうね、さしずめ私は……十神君と結衣の間を取り持つ、恋のキューピッドかしら」

「……それ、自分で言って恥ずかしくありません？」

　ふっ、と来栖さんは小さく笑うと、

「ちょっと後悔してるわ」

「…………。まあ、水守のこと心配してくれるのは有り難いですけど。ただ、来栖さんはちょっと勘違いしてますよ。俺は、水守が好きで付き合ってるわけじゃないですから」

「結衣もそう言ってたわね、告白は半分成功だったって」

「……やっぱり、そんな奴が付き合うっておかしいと思います？」

「そんなことないと思うけど。月並みな言葉だけど、交際してから好きになることだってあり得るしね。それに、個人的には十神君のこと気に入ってるの」

　日本刀のように鋭い、来栖さんの眼差し。
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「だって例の噂を知っているなら、結衣と交際しようなんて普通は考えないもの。……十神君は、結衣の噂を信じてないってこと？」

「さあな、正直分かりません。水守は噂について否定も肯定もしませんでしたから。確かなのは、水守はそんなことをする奴じゃないって俺が信じたいだけです」

「信じてるじゃなくて信じたい、ね。もし噂が本当で、結衣があなたを裏切ったら？」

「俺って異性を見る目がないな、って自分に呆れるだけですよ」

「あはは、なるほどね。それだけ腹を括くくって、結衣と付き合ってくれるのね」

　そう口にする来栖さんは、どこか愉快そうだった。

「俺からも来栖さんに聞きたいんですけど、水守の噂って本当だと思いますか？」

「そうね、個人的には……ほとんどが出まかせだと思ってるけれど」

「……ほとんど？」

「風紀委員で調査した結果、結衣と性行為をした生徒は確認出来なかったの。多分、ヤリマンという噂が一人歩きしてるだけで、セックスをしたっていう事実はどこにもないのよ。……目を逸らしてるけど、照れてるの？」

　うるさいな。涼音ほどじゃないけど、そういう話題には慣れてないんだよ。

「ただ、それでも全てが噓って言い切れないのは、結衣が噂自体を否定しないからなの」

「……どういうことですか？」

「結衣は誰かに迫られても『そんな気分じゃないから』っていう断り方をするみたいなの。……どうして結衣は、『噂なんて噓だから』って根本から否定しないのかしら」

　言葉が返せなかった。まさか、水守がそんな拒絶の仕方をしてるなんて。

　けれど、男子の誘い全てを断っているという事実。そして俺の質問をはぐらかしたことを考えると──噂を否定出来ない何かしらの理由がある、ということか？

　……いや、水守が隠し事をしているなんて、今更か。

　もしかしたら、噂の一部は真実かもしれない。そう思ったからこそ、俺はこうして水守と付き合っているのだから。

「結衣が不純異性交遊をしてないのに悪評が消えないのは、噂を否定しないのが原因ね。その理由がはっきりするまでは、結衣をシロとは言い切れない。……ただ、それでも断言出来ることがあるなら、結衣は善人な女の子だってこと」

　くす、と来栖さんが笑う。

「だから、十神君のことは祝福してるの。結衣の場合、十神君くらい初う心ぶな男の子の方が良いのかもね。あなたたち、結構お似合いよ？」

「……そう言われると、結構複雑なんですよ。俺は多分、水守を好きになれないから」

　結局のとこ、水守と付き合ってるのは俺の我がままに過ぎない。

　水守には普通の女の子でいて欲しい。そんな理由で、好きでもないのに付き合っているのだから。

「そういえば、結衣がそんなこと言ってたっけ。だとしたら残念ね、個人的には結衣の恋を応援してるもの。……あなたなら、結衣のことを幸せにしてくれそうだから」

　そう言って、来栖さんは微ほほ笑えむのだった。

　来栖流花、か。水守の唯一の知り合いが風紀委員長なんて、不思議な巡り合わせだ。




　水守と付き合い始めて、数日が経った。

　他人からすれば、学校での俺はいつも通りのように見えてるはずだ。何しろ水守の偽装工作は徹底的で、会話をしないどころかすれ違っても視線すら合わせないのだから。俺と水守が付き合ってるなんて、周りの生徒は夢にも思っていないだろう。

　けれど、水面下では俺の生活は激変していた。

　たとえば、朝には必ず水守が「おはよう」とメッセージを送ってくれたり、夜には「里久君って好きな音楽ってあるの？」と他愛のないチャットをしたり。

　そして、今日。家に遊びに来ない？　と水守から誘われて、彼女の家に向かっていた。

「…………」

　学校終わり。駅のホームで電車を待つ俺は、難しい顔をしていたと思う。

　やっぱり緊張はする。いきなり家に訪問って、結構ステップ飛ばしてるし。

　けど仕方ない。俺たちの場合まともに会話をしようと思えば、人目を忍べる場所で二人きりになるしかないんだから。

　……と、多分俺は動揺し過ぎていたのだろう。

　不意に背後から肩を叩かれ、ついびくりとしてしまう。そして、弾はじかれたように振り返り……むに、と俺の頰に何かがささる。

　そこには、俺の頰に人差し指を突きながら、ぽかんとした涼音がいた。

「え、えっと……どっきり大成功？」

　……えっ。これって、振り返った人の頰を指で突いて、ひっかかったー、ってやるやつ？

「な、なんだ、涼音か。今、帰りか？」

「はい、たまたま先輩を見かけたので、ちょっといたずらしようかなって。肩を叩いた時点で驚いてたので、あんまり達成感ありませんけど……」

　いやまあ、お互い帰宅部だし家も近いから駅でばったり会うこともあるけど。まさか、水守の家に行くこのタイミングで一緒になるとは……。

　やがて、いつも利用している行き先の電車が到着する。当然、涼音は車両に乗って、

「先輩、どうしたんですか。電車行っちゃいますよ？」

「あー……今日は、別の電車に乗るつもりだから」

「えっ、そうなんですか？」

「欲しいゲームがあるんだけど、古いタイトルだから何ど処こ探してもないんだよ。だから、ちょっと足を延ばして大きな街で探そうかなって」

「ふーん……？」

　じ～、っと。何か意味ありげに俺を見つめる涼音。

　おい、おいおいおい。噓だろ、これだけで勘づくのか……!?

「そうですか、じゃあしょうがないですね。……あっ！　そういえば、まだ父の日のプレゼント決めてないんです。今度時間がある時、また一緒に見てもらっていいですか？」

「お、おう。全然いいけど。じゃ、またな」

　危ねえ……。考えてみれば、涼音とは中学からの付き合いなのだ。俺のことを一番知ってる後輩だし、ちょっとした異変に気付いたっておかしくない。

　その後、電車に乗り目的の駅に降りると、地図アプリを開く。事前に聞いていた住所を検索して、駅を出て数分ほど歩き……やがて足を止めた。

「……本当に、ここで合ってるよな？」

　到着したのは、高級そうなタワーマンション。

　エントランス前のインターフォンに、事前に聞いていた水守の部屋番号を打つ。

「えっと、十神だけど」

『……合言葉は？』

　それいる？

　けど、水守も本気ではなかったようですぐに扉が開く。オートロックなんて初めて見た。ザ・庶民の俺からすれば、本当に入っていいのかよ、って気さえしてしまう。

　エレベーターを使い水守の部屋まで来て、深呼吸を一つ。インターフォンを押す。

　しばらくして、私服姿の水守が出迎えてくれた。

「いらっしゃい。……あはは。学校の外で会うと、何か変な感じだね」

「お、おう。そうだな……」

　初めて見る私服姿に、ついどぎまぎしてしまう。見慣れた制服じゃないってだけで、特別感が生まれるというか。

　部屋に上がり、リビングに案内される。

「けど、わざわざ水守の家じゃないと会話すら出来ないって難儀だよな。水守は、本当にこれでいいのか？」

「残念って気持ちはあるけど、仕方ないよ。秘密を守るためには、これくらい徹底しなきゃ。ここに来るまで、誰かに尾行されてないよね？　もしバレたら大変だよ」

　なんか俺、本格的に愛人と密会する浮気男みたいになってない？

「それはないと思うけど。でも、両親に会う心配はないって言ってたけど、本当にいいのか？　もし偶然帰ってきて俺がいるとこ見られたら、水守が困ると思うけど」

「それなら問題ないかな。私、一人暮らしだから」

「……はい？」

「両親とは別居してるんだ。言ってなかったっけ？」

　知りません、完全に初耳です。

　ってことは、ずっと水守と二人きりってこと？　大丈夫かな、俺……。

「でも、タワーマンションで一人暮らしってすごいな」

「別に、こんなに立派な家じゃなくても良かったんだけどね」

　ふう、と水守が溜ため息いきをつく。

「学校で一人暮らししてるのがバレて、水守は金持ちだー、なんて変な誤解もされてるし。お父さんが家賃を出してくれてるだけで、私自身は全然そんなことないのに」

「水守が金持ち……？　なんか、どこかで聞いたことあるような」

　──水守さんって高校生とは思えないくらいお金持ちって噂があるんですけど、それは知らない男の人からお小遣いを貰もらってるから、とか。

　そういえば、涼音がそんなこと言ってたけど……あれ？

「えっ。じゃあ、パパ活は……？」

「パパ活？」

　きょとんとする水守に「何でもない、忘れてくれ」と手を振る。なるほど、噂ってこういう風に勘違いされて生まれるもんなのか。

　同時に、ほっと安あん堵どする自分がいた。

　やっぱり、水守の噂の中には事実無根なものもあるのだ。だとすれば、やっぱり水守は俺が信じたい通りの女の子なのかもしれない。

「里久君、やけににやにやしてるね。そんなにおかしなこと言った？」

「いや、悪い意味じゃないんだ。ただ、ちょっと嬉しくなっただけだから」

　改めてリビングを眺めると、床には山のような衣服類があった。どうやら、洗濯物を取り込んでる途中だったらしい。

「ちょっと待っててもらっていいかな？　洗濯物、すぐに片づけちゃうから」

「別に構わないけど……っと、一つだけいいか？　洗濯物に下着とかないよな？」

「見たいの？」

「見ちゃったら水守に悪いから聞いてるんですけど」

「心配しなくてもいいよ。もう仕舞ってるから」

　ならいいか、と水守が敷いてくれたクッションに座る。

　すると、である。水守は洗濯物の山を移動させると、俺の横にぴたりと座り服を畳み始めた。肌が触れ合うくらいの至近距離。

「……水守さん。これはいささか、近づきすぎではないでしょうか」

「んー？　だって、今日一日、一度も里久君に会ってなかったんだもん。里久君成分が不足してるから、補充しないと」

「へー。そのナントカ成分って、具体的にどうやって補充するんだ？」

「ひたすら里久君といちゃいちゃする」

　そっかー、じゃあしょうがないなー。

　ってなるわけない。恥ずかしいし出来れば離れて欲しい。

　……のだけど、俺から離れるのは躊躇ためらわれる。水守が学校で他人のフリをしてくれているのは、俺の評判を守るためなのだ。だったら、今くらい水守の好きにさせてあげたい。

　手慣れた風に、水守は手早く洗濯物を畳んでいく。

「上手だなぁ。料理も美う味まかったし、こういうの慣れてるんだな」

「身の回りのこと、全部自分でやらなきゃいけないから。こうして里久君がいるだけでも結構新鮮なんだよ？　いつもは一人で家事をしてるから」

　すげえな、と素直に思う。俺と同じ高校生で、こんなにしっかりしてるなんて。

　だからこそ、周りの生徒が水守を不良だと言うのが、何となく悔しい。水守は同級生の誰よりも、自立した少女だというのに。

「……水守は良い嫁さんになるよ、きっと」

「それって、里久君が旦那さんになってくれる、ってこと？」

　がくっ、と思わずうなだれる。

　今のは俺が悪い。嫁さんって単語を使うとか、迂闊過ぎる。

「……水守、俺で遊び過ぎじゃない？」

「まあ、初心な里久君の反応が楽しいから。これは私なりの愛だよ」

　タチの悪い愛情だなぁ……。けど、弄ばれたままっていうのも正直悔しい。

　実は、水守に仕返しをする妙案を用意してきているのだ。

「突然だけどさ、熱中症、ってゆっくり言ってくれるか？」

「……どうして？」

「いいからいいから」

　頼む、気づくな。そのまま言え……！　と、水守は小首を傾かしげながら、

「ねっ、ちゅーしよ？」

　かかった！

「おいおい。自分が今、何を言ったか分かってるのか？」

「……？」

「ふふ、気づいてないみたいだな。いいか、水守。お前は熱中症とゆっくり言うことで──ちゅーしよう、っていう恥ずかしい言葉を口にしてしまってるんだよっ！」

「うん、言ったよ？」

「………………」

「する？」

「……しません」

　くそっ、全然効果がねえ！

　水守はくすくすと笑いながら、

「そっか、残念だな。……でも、里久君だってもう彼氏なんだし、私のこと好きにしてもいいのに。恋をしてるかどうかは置いといて、ね」

　体温を感じるくらいの近さで、水守が微笑む。

「たとえば、胸を触ってみたい、とか」

「……それも冗談、だよな？」

「半分くらいはね。里久君が望むなら、自由にしてもいいよ？」

「なら断る。水守に惚れてない俺に、そんな権利ねえよ」

「むー。里久君って、妙なこだわり持ってるよね」

「そりゃ今まで恋人とは無縁な人生だったからな。拗こじらせもするさ」

「じゃあ、どこまでなら大丈夫なの？　たとえば、髪、とかは？」

　つい、水守を見つめてしまう。柑かん橘きつ系の良い匂いのする、さらりと流れる髪。

「……それもちょっと、恥ずかしいかな」

「んー、じゃあ……二の腕は？」

　二の腕？　と首を傾げる俺に、水守が袖を捲めくると、

「二の腕を触られるの、気持ち良くて結構好きなんだ。胸とか髪が駄目でも、二の腕くらいならいけるかなって」

「まあ、それくらいなら……あれ、おかしくない？　いつの間に俺が触る前提で話が進んでるの？　なにこれ、誘導尋問？」

「里久君がどれくらい心を許してくれてるか、気になっただけ。全然ボディタッチしてくれないのも、寂しいしね」

「そこまで言うなら別にいいけど……。だって、たかが二の腕だろ？」

　言いながら、水守の白い二の腕をふにふにと揉もむ。

　うん、柔らかい。肌もすべすべだし肉付きも程良くふっくらしていて、つい夢中になってしまうくらい気持ちの良い揉み心地だった。

　指で摘まむように、あるいは手のひらで覆うように触れる。

　……うわ、なんかいやらしいことしてる気分になってきた。いやでも、これ二の腕だしね。別に恥ずかしがる必要なんてないよな。

「どう、柔らかい？」

「ん……ああ、そうだな。女の子ってこんな感触なんだって、結構驚いてる」

「そっか。……ちなみに、だけどね」

　水守は、いたずらっぽい笑顔のまま口にする。

「二の腕の感触って、胸と同じらしいよ？」

　むに、と。

　水守の二の腕を揉んだまま、石のように固まった。

「…………は？」

「だから里久君は今、実質私の胸に触ってるのと同じなの。それを踏まえてもう一度聞くけど……どう、柔らかい？」

　頭の中が真っ白になったのは、一瞬だった。

　ばっ！と二の腕から手を離す。けれど手のひらにはまだふにふにした感触が残っていて、顔が熱くなるくらい動どう悸きが激しくなる。

「そ、そそ、そんなわけないだろ!?　なんだよその謎理論、意味不明だわ！」

「まあ、俗説だけどね。でも、私も触って比べてみたけど結構似てたかな。……あはは。里久君、動揺してるでしょ？」

　引き寄せられるように、水守の胸に目を向けてしまう。このふくよかな胸を、揉んでいたのと同じ……？

「それとも──実際に触って、確かめてみる？」

　もう思考停止寸前だった。

　恥ずかしさは限界を迎え、座ったまま後ずさり……直後、視界が九〇度回転した。

　手をついた場所に洗濯物があり、滑ってバランスを崩したのだ。

「え──きゃあっ！」

　水守が慌てて俺の手を摑むが、体重がまるで違う。俺は水守の下敷きになるように、一緒に倒れ込む。

　幸い、倒れた先には洗濯物の山があった。多少衝撃はあったけど、痛みはない。

「びっくりした……。すまん水守。だいじょ──」

　息を吞のんだ。

　目の前にいるのは、覆おおい被かぶさるように俺を見下ろす水守。顔は羞恥に耐えるように真っ赤になっていて……そして俺の左手に、柔らかい感触。

　俺は、水守の胸に触れてしまっていたのだ。

　身体中に電流が走ったような錯覚さえした。水守の胸から手を離し跳ね起きる。

「す──すまんっ！　倒れた時つい手を伸ばしちゃっただけで、悪気はなかったんだ！　その、なんて謝ればいいか分からないけど……本当にごめん！」

「………………」

　けれど、水守は胸を両腕で抱いたまま放心するばかり。揺れる瞳に、朱に染まった頰。今まで見たことがないくらい、乙女な顔をした水守の表情。

　後悔が止まらない。謝ろうと必死で言葉を探す……が、何を思ったのだろう。

　突然、水守は服の中に手を入れ、ごそごそと何かを探し出したのだ。やがて、服の中から何かを取り出す。

　その手にあるのは、一枚のタオルだった。

「多分、大丈夫かな。……胸の上にタオル入れて、クッションにしてたから」

「…………はい？」

「え、えっとね。実はこのタオル、里久君が来る前に仕込んでたんだ。さっきの、胸を触ってみる？　って質問も事前に考えてて。で、もし触られても『残念タオルでした～』ってネタばらしをしようと思ってたんだけど……」

「……じゃあ、俺が触ったのは？」

「タオル、になるのかな。一応は」

「……なんだよ、もうっ！　良かったあ、水守の胸を揉んでなくて！」

　でも確かに、柔らかかったけど二の腕の感触とは全然違ってた気がする。あれはタオルだったから、なのか。

「本当に安心した。事故でも水守の胸に触るとか、申し訳ないしな。……？　どうした、水守。さっきから様子がおかしいけど」

「……あ、あはは。その、ね」

　水守は、恥ずかしそうにはにかむ。

「こういう展開、予想してなかったから。本当に触られちゃうかも、って思っちゃった」

「なんだよ。水守も、本当は抵抗があったのかよ」

「そうじゃないの。里久君なら嫌じゃないんだけど、私にも心の準備とかあるから……さっきから、ずっとどきどきが止まらなくて」

「……お、おう。そっか」

　水守から目を逸らす。そうしなければきっと、俺の顔まで赤くなっていたことがバレていたと思う。

　恥ずかしそうに頰を染める水守。それは、さっきまで散々俺で遊んでいた少女とは思えない表情で──胸の高鳴りを誤魔化せないくらい、可か愛わいかったから。




　それからは雑談したり、水守が作った夕食をご馳ち走そうになり帰宅することにした。

「じゃあ、ばいばい。今日は里久君とゆっくり出来て楽しかったな。いつもは、目すら合わせないようにしてるから」

「……なんか、悪いな。本当は水守も、学校でくらい普通に喋りたいだろうけど」

「そんなのいいってば。付き合ってるの隠そうって言ったの私なんだから。……でも、もし良かったら、里久君のお弁当を作って来ても良い？」

「……弁当？」

「学校でも、少しくらい里久君との繫つながりが欲しいから。それに、弁当箱を返すっていう私の家に来る理由も作れるしね」

「そっちが本音か」

「どっちも本音だってば。……迷惑？」

「いや、全然。水守の料理は好きだし、おかずが増えるならむしろ有り難いよ」

「そっか。……また一個、毎日の楽しみが出来たかな」

　柔らかい笑顔を浮かべた水守に見送られ、俺は部屋を出る。

　帰り道、ぼんやりと水守という少女について思う。最近、一人になって考えるのは、決まって水守のことだ。

　水守は多分、本当に俺のことを好きでいてくれてるのだと思う。

　対して、俺は水守の期待に応えてなんかいないだろう。水守を良い奴だと思ってるけど、きっと恋愛とは別の感情のものだ。

　……だからこそ、水守に悪い、という罪悪感もある。

「窮屈だもんな、きっと」

　水守からすれば、今の関係はあまりに不自由だ。

　学校の中では他人を装って、学校の外では二人きりになれる場所でしか会えない。だからこそ、あんなに俺のことをからかっているのだと思う。少しでも、俺との時間を大切にしたいから。

　そんな水守の真まっ直すぐな好意を、何とか叶えてあげたいと思う自分がいる。

　何か、水守のために俺に出来ることはないだろうか。

「って言っても、俺と水守じゃ制限が多すぎるしな……」

　たとえば、何処か遊びに出かけようと思っても、二人で外出しないっていうのはお互いが決めたルールだ。少しでも生徒に見つかるリスクがあれば水守は拒否するだろうし──。

「……あっ」

　ふと、ある案が思い浮かぶ。

　唯一、水守の味方を名乗る少女──来栖さんの力を借りれば、何とかなるかもしれない。

『ちょっといいですか。水守のことについて相談があるんですけど』

　スマホを取り出し、来栖さんにメッセージを送信する。初めて会った時、連絡先を交換していて良かった。

　五分と経たない内に返信があった。内容は『私の出番かしら』。

　躊躇いが生まれ、タップする指が止まる。

　けれど、それも一瞬。覚悟を決めて画面を叩く。

『水守とデートしたい、って言ったら笑いますか？』




　日曜日のうららかな朝。目の前には、多くの人が行き交っていた。

　俺がいるこの辺りは海に面した観光エリアとして有名で、観覧車やクルーズ船といったスポットや、大型複合施設があり休日はいつも人で溢あふれていた。

　こんなリア充オーラでいっぱいの場所、普段の俺なら眩まぶしすぎて近づくことすらないのだが、今回ばかりは違う。

　何しろ、今日は──。

「よく晴れてるわね。デート日和、ってところかしら」

　待ち合わせ場所にて、大人っぽい私服姿の来栖さんがぽつりと言った。

　約束の時間まであと一五分くらいあるから、水守が来るのはもう少し後だろう。

「来栖さんには感謝してますよ。おかげで、こうして外でも水守と会えるんですし。……それは本心なんですけど」

　不安を隠しきれず、つい辺りをきょろきょろしてしまう。

「本当に、風紀委員会の活動として水守結衣とコミュニケーションを深める、なんて口実で俺が一緒にいてもいいんですか？　生徒に見られたらマズい気がしますけど」

「学校に馴な染じめない生徒同士を仲介する、っていうのは風紀委員の仕事の一つだもの。そのために、わざわざ生徒会にあなたと結衣がレクリエーションをするって申請したのよ？」

　自信ありげな来栖さんの表情。

「もっと堂々としたら？　もし生徒に見られても、風紀委員に頼まれたんだから仕方ない、って言い訳すればいいんだから。……それより、あなたの方が気になるわ」

「気になるって？」

「十神君、随分早く待ち合わせ場所にいたでしょ。早漏、って言葉知ってる？」

　先生、来栖さんが風紀を乱してます。ちなみにこの人風紀委員長です。

「……後輩と遊ぶことはたまにあるけど、こういうの初めてなんです。察してください」

「緊張してるのね。十神君なりに頑張ってくれた、ってことかしら。……でも、ちょっと意外ね。結衣のこと好きになることはない、って言ってたのに」

「それは今でも変わらないですよ。ただ、少しくらい水守にも楽しんで欲しいだけです」

　そう、何も心配する必要なんてないのだ。

　俺が交際しているのは、水守が何処にでもいる女の子でいて欲しいから。それ以外の理由なんてないのだから。

「……おはよ」

　声に振り返れば、複雑な顔をした水守がいた。ノースリーブニットの上に羽織る、肩落としのアウター。黒のミニスカは似合っていて、いつもと違う姿に言葉を失ってしまう。

　思えば、こんな風に空の下で言葉を交わすの、初めて会った時以来だ。

「お、おう。おはよう。えっと、まず何処から行く？」

「その前に、ちょっと動かないでね？」

　水守は鞄かばんをごそごそと探ると、真っ黒なサングラスを取り出す。

　それを俺に装着すると、次にマスクを出してまたも俺につける。最後にニット帽を俺に被かぶらせて、うんうん、と満足げに頷き、

「よし。じゃあ、行こっか？」

「よし、じゃないが。なにこれ、今から銀行でも襲いに行くのか？」

「……だって、これくらいしないと里久君だってバレちゃうよ？　もし知り合いに見られたら──」

「万が一目撃されても、私が庇ってあげるから安心しなさい」

　水守の言葉を遮ったのは、来栖さん。

「それに、この先十神君と外出なんて何度も出来ないもの。だからこそ、人目につくリスクを承知でこの最高のスポットを選んだのよ？　結衣は何も考えなくてもいいの」

「……流石だなあ、流花は。風紀委員長がいると頼もしいね」

「これが権力の力よ」

　来栖さんの言葉に、水守がくすりと笑う。

　そんな光景を、俺は不思議な気持ちで眺めていた。考えてみれば、水守が俺以外の人と楽しそうに喋ってるの初めて見た。

「そういえば、二人は友達なんだよな？」

「まあ、そうだね。って言っても、スマホでやり取りするくらいで、こんな風に遊ぶのも数回くらいしかないけど。ただ、学校で一番仲の良い生徒なのは間違いないかな」

「……結衣には悪いと思ってるわ。お互い、学校では接触を避けてるから」

　なるほど、来栖さんも俺と同じ気持ちだったのか。

「じゃあ、改めて……里久君、今日はよろしく。初めてのデート、だね」

「……おう。こちらこそ」

　……だから、何で動揺するかな、俺。

　水守たっての希望で、俺たちはショッピングモール内の服屋へ行くことにした。七月までもう少しだし、確かに夏物を買うには丁度良いタイミングかもしれない。

　でも、水守ってファッションには相当お金を使いそうだな……って思ってたんだけど。

「意外と良心的だな……。クラスのイケてる生徒たちって、もっと高い服をばんばん買ってるかと思ってたのに」

　しま○ら愛好者の俺からすれば、てっきり別世界みたいな店かと予想してたんだけど。

「そんなことないよ。高校生なんて、自由に使えるお金なんて限られてるから」

　何でもない表情で、水守はお店の服を眺めながら、

「ファッションが好きな人ほど、低価格トレンドを上手く着こなすもんだよ。私も、如い何かに出費を抑えてコーディネート出来るか、って考える方が好きかな」

「なるほど……。でも、結構高い服もあるんだな。このＴシャツとか六〇〇〇円もするし」

　やっぱり、俺はしま○らが一番落ち着く。安いし、あと何処にでもあるし。

　と、横から来栖さんが顔を出すと、

「……高いかしら？　Ｔシャツで六〇〇〇円なら、無難だと思うけれど」

「ぶ、無難……？　六〇〇〇円もあれば、ガチャなら二〇連は回せるのに？」

「でも、別の店なら二万とかするわよ？」

「はあっ!?　噓だろ、それだけあったらガチャ六〇連も回せますよ……！」

「さっきから何で基準がソシャゲなのよ……」

「いや、俺からすれば有料ガチャって年に一回出来るかどうかってとこなんで。そんな貴重な小遣いを服に使う勇気俺にはないというか……」

「……それって、確かスマホで遊べるゲームだよね。里久君、好きなの？」

　上目遣いで尋ねる水守。もしかして、あまり知らないのかな。

「まあ、結構やってるかな。基本無料って、やっぱり有り難いし」

「へえ、無料なんだ。じゃあ、後で里久君が好きなゲーム教えてくれる？」

　そして、水守は柔らかく微笑む。

「そうしたら、もっと里久君と会話も出来るし、一緒に遊べるもん。私には難しいかもしれないけど、やってみたいな」

「……ふーん、彼氏のために、ね」

　にやにやする来栖さん。なにその、「はい、惚のろ気けいただきました」みたいな顔。

　それぞれ別々に店内を回った後、水守は何着かの服を胸に抱いて、

「こんなもんかな。ちょっと試着してみたいから、里久君も来てくれる？　里久君が好きな服装とか、知りたいしね」

「……ああ、いいけど。俺も水守がどんなの似合うか、興味あるしな」

　さて、正念場だ。

　服屋に来た時点で、試着を見ることになるだろうとは予想していた。

　俺は絶対、水守を異性として見ない。

　水守が試着室に入る。そういえば来栖さんはどうしたのだろう、と辺りを見るが姿はない。あの人、気を遣って逃げたな……。

　やがてカーテンが開き、純白のワンピースを着た水守が微笑む。

「これ、どうかな。値段的には、割と厳しいんだけど」

　んなもん似合うに決まってた。

　服のセンスがどうとか、そういう次元じゃない。天使だと称賛したくなるほど、ワンピース姿の水守は可か憐れんだった……が、

「ああ、良いと思うぞ」

「本当に？　……里久君がそう言ってくれるなら、思い切って買っちゃおうかな」

　俺がしれっと答えると、水守がカーテンを閉める。

　よしっ、どうだ。今のは絶対に顔に出てなかっただろう。

　水守にはもう何度もしてやられてるけど、気を引き締めれば俺だって耐えられる。そんな自信が芽生えかけた時、ちら、と水守がカーテンから顔だけを出す。

「……？　どうしたんだ？」

「ちょっと外を確認してるの。里久君以外の男の人がいたら、嫌だから」

　どういう意味だよ、と口にする前にカーテンが開き──一瞬、呼吸さえ忘れた。

　水着姿の水守が、そこにいたから。

「なっ──」

「どう？　……似合ってる？」

　こんなの、不意打ちにも程があるだろ。

　ビキニでありながらも、下半身をフリルで隠す可愛らしいデザイン。胸の谷間はラインがはっきりと見え、白いふとももは指で触れたいほど柔らかそう。目に映る何もかもが刺激的で、いつまでも見ていたいと願ってしまう自分がいる。

　そんな馬鹿な。どうして普通の服屋に水着なんて──そこで、はたと気づく。

　サマーフェアをしているから、か。

　夏の商品を展開する今の時期なら、水着があっても不思議ではない。そして、水着姿を見せるために、俺をこの試着室まで引きずり込んだ。

「……へ、へえ。似合ってるじゃん」
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「そういう言葉は、ちゃんと私を見て言って欲しいんだけどな」

　ちらりと見れば、水守は自分の身体を隠そうともせず、くすくすと笑っていた。こんな格好でも気後れしないなんて、水守ってすごい。

「里久君に感想を言って欲しくて水着になったんだもん、こっちを見て欲しいな？　こんなの、滅多に見れないよ？」

　水守のこと、何とも思ってないんだろ。どうして緊張するんだよ。

　そう主張する自分がいるが、それでもまともに水守が見れない。だってこんなの反則でしょ、強すぎる。

「へえ、そのシャツいいじゃん。ちょっと着てみたら？」

　そんな時だ。近くから、男性の声。

　まだ水守は着替えてないのに。そう思った瞬間、カーテンを閉じようと手を伸ばす。しかし、水守はその手を取ると、くい、と引っ張った。

　えっ、と思ったのも束つかの間ま。そのまま試着室に入ると、水守がカーテンを閉めた。

　つまり──二人きりになったのだ。それも、水着姿の水守と。

「み、水守!?　お前、なんで……!?」

「声、出しちゃ駄目だよ？　外にいる人たちにバレちゃうから」

　この状況を楽しみながらも、わずかな恥じらいを覚えているような、水守の笑顔。

　狭い試着室だと、どうしても密着してしまうわけで。すぐ傍そばに水守のふくよかな胸があると考えるだけで、頭の中がアレしてアレがアレだった。破壊力あり過ぎて語彙力が崩壊してる。

　視線を逃がせば、隅には丁寧に畳まれた水守の衣服。その上にある白い紐ひも状の布は恐らくブラジャーで、咄とっ嗟さに顔を背けた。

　怯むな。こんなの、水守の思おもう壺つぼだぞ。

「いきなり無茶するなあ。普通の男なら、理性が弾け飛んで襲ってるかもしれないぞ」

「里久君は普通じゃないの？」

「水守に惚れてるわけじゃないから。手なんか出せねえよ」

「強情だね、里久君って。……でも、今はそれでもいいよ」

　寄り添うように、水守が俺にくっつく。

「水着姿で良かった。素肌だと、こんなに里久君のぬくもりが伝わってくる」

　……どうしてこっちが恥ずかしくなるような言葉を、平気で言えるかな。

「あれ？　試着室、誰か使ってるじゃん」

　すぐ傍で男性の声がして、俺と水守は息を殺す。

　頼む、バレないでくれ──やがて遠ざかっていく足音が聞こえ、胸を撫なでおろす。

「もう大丈夫みたいだね。……ねえ、里久君」

　ぽつりと、水守が微笑みながら口にする。

「もう一度聞くけど、この水着似合ってる？　里久君が好きって言うなら、本気で買おうかなって思ってるんだけど」

「……お世辞でも何でもなく、心の底から似合ってるよ」

「ほんとにっ？　良かった、これ私も気に入ってたんだ」

　水守は無邪気な笑顔を浮かべる。

　……水守に仕掛けられた時はびっくりしたけど、まあいいか。水守が楽しんでくれるなら、それが一番だし。

　ただ、今日一日はこんなことがずっと続くのだ。気は抜けない。

　……って思ってたんだけど、それ以降は水守が俺に何かを仕掛けるということも特にはなくて。俺と水守、そして来栖さんとの時間が過ぎていった。

　たとえば、水守たちとタピオカを飲んだり。

「……結構美味いなこれ。食感がもちもちしててずっと食ってられる」

「ねっ、悪くないでしょ？　でも、もうブームも終わりかけてるのに里久君初めてなんだよね。今まで飲んでみようって思わなかったの？」

「いや、女子高生に流は行やってるものが俺に合うわけないよなーって……」

「偏見だなあ、私も里久君も同じ高校生なのに。……そういえば、里久君ってタピオカチャレンジって聞いたことある？」

　よく知ってるし控えめに言って滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ見たいけど、しなくていいって。

　たとえば、水守たちと雑貨店に行ったり。

「水守、その猫のキーホルダーずっと見てるよな。猫、好きなのか？」

「うん、結構好きだよ。猫って、人に甘えたと思ったら突然そっぽを向くときとかあるでしょ？　そういう気まぐれなところ好きなんだ」

「へえ、そうなのか。…………」

「難しい顔してるね。もしかして、買ってあげようかな、とか考えてる？」

「……えっと、エスパー？」

「気を遣わなくても、お金なんていいのに。……でも、このキーホルダー色違いがあるみたいなんだ。良かったらペアで一緒に買わない？」

　……照れるな、俺。ペアセットくらい、どうってことないだろ。

　たとえば、水守たちと船でクルージングをしたり。

「ねえ、流花。本当に里久君と写真撮るの？　学校の誰かに見つかったら、言い訳出来ないと思うけど」

「高校生くらいの人は船にいなかったから安心しなさい。せっかくのクルージングだもの、十神君と記念撮影したくないの？」

「それは、もちろんしたいけど」

「なら決まりね。二人とも、もう少し近寄って……十神君、表情が硬いわよ」

　大丈夫。水守と初めての写真だからって緊張すんな。平常心平常心。

　……と、こんな風に。水守に強く攻められることもなく、のんびりと遊んだ。

　こんなに一日って短かったっけ、って思うくらい濃厚な時間だった。

　俺なんかと一緒で水守は楽しいのかな、って不安にもなったけど、水守はずっと笑ってくれていて。……おかしな話、だけど。

　本当に水守とデートしてるんだな、なんて思ってしまった。




　広場ではフェスタをしているらしく、昼食はそこで食べることにした。

　何でもコンセプトは「海」らしく、出店ではシーフード料理が食べれるらしい。スタッフ全員が水兵服を着ているという、かなり気合の入ったイベントだ。

　料理が出来るまで、俺と水守はテーブルで待っていた。来栖さんはドリンクを買うために席を離れている。

「午前中だけでも結構歩いたね。……なんか、こういうの久しぶりだな。誰かと遊ぶなんて、中学生以来かも」

「えっ、水守が？　意外だな、遊びに詳しそうなイメージあるのに」

「そんなことないよ。一緒に遊ぶ友達なんていないから」

　その一言で虚をつかれた。

　そういえばそうだ。こうして話しているとつい忘れてしまうけど、水守は学校では孤立してるんだ。貞操観念がないっていう、悪い噂があるから。

「だから、里久君と一緒ですごく楽しいんだよ？　こんなに笑ったの、いつ以来だろうって思うくらい」

「ん、そっか。……俺も、水守を誘って良かったよ」

　しばらくすると、スタッフの少女が料理を運んできた。

「よーそろー！　お待たせいたしましたっ、ご注文のシーフードサンドになります！」

　よーそろ、って航海用語だっけ？　お祭りだけあってスタッフのやる気も──。

　……いや、ちょっと待て。

　なんかこの声、滅茶苦茶聞き覚えがあるんですけど。

「あっ、それ私のです。こっちにお願い出来ますか？」

「はい、どうぞっ！　ごゆっくり食事をお楽しみください！　そちらのお客様も番号札をお持ちでしたら、すぐ、に──」

　突然、スタッフさんが言葉を詰まらせ俺を見つめ──噓だろ、と思う。

「……里久君、どうしたの？」

　そんな水守の疑問の声にすら、まともに返答出来ない。

　スタッフが絶句するのも当然だ。だってその少女は、知り合い、なんてものじゃない。




　まさか、俺の唯一の後輩──双ふた葉ば涼音に会うなんて。




「……先輩？」

　ぽかん、と。涼音は呆あっ気けに取られるばかり。

　スタッフの制服なのか、涼音が着ているのは水兵服を模したマリンルック。いつもなら可愛いなくらい思うのだろうが、そんな余裕など今はあろうはずもない。

　俺に知り合いなんて数えるほどしかいないのに、よりによって涼音かよ……！

「き、奇遇だな。知らなかった、涼音ってここでバイトしてたんだな」

　まるで条件反射のように、涼音はぼーっとしながら、

「はい、父の日がもうすぐなので。アルバイトしようかなって探してたら、このフェスタで一日だけ募集してて……」

　──よしっ。せっかくですし、もうちょっとお金を貯ためてからリベンジしてみます！

　そういえば言ってた……！　いやでも、こんなタイミングで会うか、普通!?

「それより、どうして、ですか？　なんで先輩が、水守さんと一緒に……？」

「あー、えっと……！」

　冷や汗を流しながら目を移すと、水守は痛々しい表情で沈黙している。確かにこの状況、水守がフォローするのは逆効果になる可能性が高い。

　だとしたら、俺がなんとかするしか……！

「涼音、これには理由が──」

「風紀委員会の活動の一環なの。誤解させてしまったなら謝るわ」

　そこにいた誰もが、声の主へと振り返る。

　飲み物を手にした来栖さんだった。涼音は目を丸くすると、

「く、来栖さん!?　風紀委員長さんが、どうして……？」

「えっ。涼音、知ってるのか？」

「は、はい。一年でも有名ですよ？　優秀な風紀委員長がいる、って」

　来栖さんは表情に余裕をたたえながら、「はいこれ」と俺と水守に飲み物を渡すと、

「桜さくら崎ざき高校では、学校に馴染めない生徒たちと交流するためにレクリエーションを行っているの。十神君と水守さんには、それに参加してもらってるのよ」

「れ、れくりえーしょん……？」

「生徒会から許可はもらってるわ。これがその承認書」

　涼音は、来栖さんが鞄から取り出した紙を眺めると、

「じゃあ、先輩と水守さんは……？」

「偶然選ばれただけ。それ以外に理由なんてないわ」

「──そっか、良かったぁ……！」

　ぺたん、と涼音がへたり込んだ。

「す、涼音？」

「わたし、心臓が止まったかと思っちゃいました……。だって、てっきり先輩が水守さんと──あっ、いえいえいえ！　なんでもないです忘れてください！」

　……まあ、涼音が言わんとしてることは分かるけど。

　要するに、俺と水守がそういうことをするために一緒にいた、と勘違いしたってことだろう。水守の噂を知ってればそう考えるのが自然だろうな。

「えっ、でもちょっと待ってください。レクリエーションってことは、午後からも一緒に行動するってことですか……？」

「まあ、そうなるかな。友好を深めるためにやってるんだし」

「涼音さん、って言ったかしら。十神君の後輩なのよね？　何を心配していたかはあえて聞かないけど、安心して。私が監督役として二人の傍にいるから」

「…………」

　じっと涼音が見つめるのは、先程からずっと口を噤つぐんでいる水守。果たして涼音は何を思うのか、その表情はいつになく険しい。

　やがて、立ち上がりマリンルックのスカートについた砂を払い落とすと、

「あの……そのレクリエーション、良かったらわたしも参加していいですか？」

「「…………はい？」」

　それは綺麗に、俺と来栖さんの声がハモった。

「いやでも、涼音はここでバイトしてたんじゃ……」

「大丈夫です、もうすぐ終わりますから！　ただ、夜は家族と食事に出かけるので、夕方前くらいまでには帰宅しなきゃなんですけど」

「で、でもね？　これは委員会の活動であって、遊んでるわけじゃないのよ？」

「それは存じてます！　けど、わたしも水守さんのこともっと知りたいんです！　その、水守さんには色々と噂がありますし……」

「噂って、不純異性交遊のことかしら？　具体的にどういう噂なの？」

「えっ？　えと、それは……男の人にエッチなこととか……」

「声が小さくて全然聞こえないわ。もっとはっきりと喋ってもらえるかしら？」

　穢けがされていく。俺の純粋な後輩が、風紀委員長によって穢されてしまう…！

「と、とにかくっ、あまり良くない噂です！　今までそんな人と関わってこなかったですけど、公りょ……公序じょ……」

　もしかして、公序良俗、って言いたいのかな……。

「公こじょ……悪い子な水守さんがどんな生徒か、接してみたいんです！」

　言えなかったかあ。

　見れば、来栖さんは「どういうことよ」とでも言いたげな眼差しで俺を見ていた。知り合いと遭遇することは想定していても、ついてくるなんて思ってもみなかったのだろう。

　きっと、涼音は俺のことを心配しているのだと思う。

　涼音にとって水守は、誰とでも寝る問題児だ。そんな女子生徒に誘惑されて、もし俺が惚れて騙だまされたりでもしたら……そうならないよう、監視したいのだろう。

　ただ、本来の目的は水守とのデートなのだ。けど委員会の活動っていう建て前上、参加を希望する涼音を断る理由なんて……。

「私は別にいいよ。涼音ちゃんが来たいっていうなら、それでも」

　思わず耳を疑った。

　まさか、真っ先に水守が受け入れるなんて。

「だって、これは初対面同士が仲良くなるための活動だもん。十神君もそれで良い？」

「まあ、水守がそう言うなら……」

「じゃあ、決まりだね。よろしくね、涼音ちゃん」

「……は、はい。こちらこそ、よろしくです」

　まるで小動物のようにおずおずと、涼音は頭を下げるのだった。




　その後、涼音と合流した俺たちが向かったのは、革製品を取り扱ってる店だ。

　理由は、涼音の父の日のプレゼントを探すためである。涼音の父親の職業柄、定番のネクタイや名刺入れはあまり使わないため、何を贈るべきか決めかねていた。で、この際みんなで探すのはどうか、と俺が提案してみたのだ。

　初めは、涼音は二人に遠慮して断っていたのだが、水守と来栖さんが面白そうだと頷いたため、こうして四人で贈り物を吟味しているのである。

「ほ、ほら。涼音、この財布とかどうだ？　柄とか結構良いと思うんだけど」

「……そうですね」

　元気のない涼音の返答。それっきり、会話はなし。

　まあ、そりゃ深夜のファミレスみたいな空気になるわな。

　四人になってからというもの、水守は俺たちとの関係がバレないよう極力喋らないようになっていた。で、涼音は水守を警戒してるのか、それとも怯おびえてるのか。会話よりも水守に気を取られているみたいだ。

　その空気の重さたるや、ぼっち耐性のある俺が気まずくなるレベルである。

　それに、涼音も父の日のプレゼントは決めかねているようだ。

「て、手帳なのにこんなに……!?　あんなに頑張ってバイト代もらったのに手帳も買えないって、なんか切ないですね……」

　確かに、高校生で革製品は無理があったかな。

　で、隣にいる風紀委員長は「高いかしら……？」とぼそりと呟いていた。あなた、金銭感覚おかしくない？

「確かに、入る店を間違えたな。他に候補の店ってあったかな……」

「じゃあ、ペアになって別々で探してみる？　十神君と涼音ちゃん、それに私と来栖さんに分かれるの」

　その思わぬ言葉に、みんなはきょとんと水守を見た。

「ここは北館と南館に分かれてるし、二手に分かれた方が探しやすいと思うよ？」

「……なるほど、悪くないわね。十神君に涼音さん、後でまた会いましょう？」

　来栖さんは何か納得したように頷き、そのまま水守と共に去ってしまう。俺たちは取り残されながらも、何となく二人の考えていることは読めた。

　きっと、俺と涼音が二人きりで話せる時間をくれたのだろう。

　それは涼音も察したらしい。申し訳なさそうな表情をすると、

「水守さんと来栖さんに、気を遣わせちゃいましたよね。……ごめんなさい。わたしが一緒に行きたいなんて我がままを言ったから」

「別に良いって。……多分、俺のことを心配してくれたから、なんだよな？」

　こくん、と躊躇いがちに涼音が頷いた。

「水守さんは悪い人だって、友達からよく聞きますから。知らない男の人とも関係を持って、そのまま捨てちゃうとか。もし先輩が水守さんと仲良くなって騙されたりしたら、嫌だなって思ったんです」

　気持ちは嬉しいけど、俺って信用ないなあ……そう思った直後だ。

「だって中学の頃、何度も女の子から傷つけられた先輩を見てきましたから。……水守さんのせいで、またあんな姿を見ることになるのかなって思ったら、私が守らなきゃってことしか考えられなくて……」

「………………」

　別に大したことじゃない。同級生の女の子から嫌われたり、ウザがられたり。そういう悪意をぶつけられたことのある男子なんてたくさんいる。俺もその一人というだけの話だ。

　ただ、目の前にいる後輩は、そんな俺を本気で心配してくれている。

　まったく、涼音には敵わない。俺の嫌な過去を何でも知ってるのだから。

　そう思った途端、気が付けば俺は涼音の頭をぽんぽんと撫でていた。

「……先輩？」

「ありがとな。……俺にはもったいないくらい良い後輩だよ、涼音は」

「──も、もうっ。頭を撫でるのは止めてください。中学生の頃とは違うんですから、子ども扱いは嫌です」

　涼音は恥ずかしそうに、ぷい、とそっぽを向く。

「あぁ、悪い。……ただ、これだけは言わせて欲しいんだけど」

「……なんですか？」

「俺が水守に騙されるんじゃないか、ってことに関しては、一切不安にならなくて良い。周りが噂してるほど、水守は悪い奴じゃないと思うから」

「……どうして、そんなこと言えるんですか？」

「涼音が俺たちと行きたいって言った時、真っ先に受け入れたの水守だっただろ。あれは多分、涼音が俺のことを心配してる、って気づいてたんだよ」

　水守はいつだって、自分の噂のせいで誰かが傷つくことを恐れている。俺や来栖さんとの関係を徹底的に秘密にしている理由は、まさにそこだ。

　私と里久君が一緒にいると、心配なんだろうな。

　そう水守が気遣ったからこそ、涼音が来ることを認めたのだと思う。

「水守の噂が本当なのかどうか、俺には分からない。けど少なくとも、涼音が思ってる以上に、水守って優しい奴だと思うんだ」

「…………」

　けれど、涼音は答えあぐねたように沈黙するのみ。

　まあ、仕方ないか。いきなり信じてくれ、っていう方が難しいだろうし。

　それから二〇分ほど、俺と涼音は館内を回り父の日に良さそうな贈り物を探した。途中、涼音から意見を求められたけど、参考になれた自信はあんまりない。

　水守たちと合流するが、彼女たちも良いものは見つからなかったらしい。

「父親が喜びそうなもの、っていったらお酒くらいだったかしら。後は腕時計とかあったけど、多分予算を越えちゃうと思うわ」

「なるほど……。涼音は、父親が何かに困ってるとか知らないか？　それを解決するようなものをあげれば、喜ぶかも」

「そういえば、最近はよく遠い目でアデラ○スのコマーシャルを見ていますけど……」

　それはそっとしてあげて欲しい。

　けど参ったな、他に何かあるかな……そう悩み始めた時、来栖さんが口を開く。

「ねえ。少し考えたのだけど、涼音さんが手作りのお菓子をあげるとかどうかしら？」

「お菓子、ですか？」

「高校生って、親からすればまだ子どもだと思うの。だからお金をかけた物より、真心込めて何かを作ってあげた方がお父さんも喜ぶんじゃないかしら？」

「ははあ、なるほど。その発想はなかったです。……先輩はどう思いますか？　わたしの手作りのお菓子」

「そうだな……」

　上目遣いで尋ねる涼音に、俺は率直な感想を言う。

「かなり良いんじゃないかな。自分のために娘が何かを手作りしてくれたら、きっと嬉しいだろうし。親おや父じさんなら今回のバイト代も、涼音が自分のために使って欲しいって思ってるかもしれないしな」

「そっか……。うん、分かりました！　わたし、やってみますっ！」

　涼音、本当に良い子だなあ。もし俺が親父なら間違いなく号泣してる。

「でも、あんまり料理ってしたことがなくて。お菓子って何を作れば……？」

「確かにな。そういえば水守って料理が上手いけど、お菓子の知識も──」

　啞あ然ぜんとした顔で水守と来栖さんに見つめられ、ふと気づく。

　……水守が料理上手って俺が知ってんの、涼音にバレるのやばくない？

「っとぉ！　さっき水守が話してたんだよな、料理が趣味だって！」

「あ、あはは、そうだね。そっか、お菓子かー。私もたまに作ったりするよ？」

　咄嗟に誤魔化す俺と水守に、呆れた顔でこっちを見る来栖さん。

　そして涼音は、驚いたような顔で水守を見つめていた。

「水守さん、料理が出来るんですか……？」

「ん、まあね。私、一人暮らししてるから。……意外だった？」

「いえ、その……」

「驚くのも無理ないよ。私の噂なんて、ロクでもないものばかりだもん。そんな女の子が料理出来るなんて、普通は考えないよね」

　いつも俺の前で浮かべるような、無邪気な微笑み。

「手作りのお菓子って、とても素敵なプレゼントだと思うよ。料理に慣れてないなら、やっぱり初心者向けのバタークッキーとかおすすめかな。……頑張ってね」

　ぽかん、と。涼音は呆気に取られるばかり。

　涼音の気持ちはよく分かる。水守結衣は誰からも嫌われるような少女のはずで、だからこそ、こんなに真っ直ぐ励まされるなんて思ってもなかったはずだ。

　ふと、涼音が時計を見る。確か、夕方には帰らなければいけなかったはず。もう時間は残り少なくて……ぎゅっと、涼音がスカートの裾を握る。

「あの、水守さんっ。少しお話し出来ませんか？　その、二人きりで」

「……えっ？」

「今日は緊張して、水守さんと全然お喋しゃべり出来ませんでしたから。最後に、ちゃんと話したいなって思って……」

「……いいよ、そんなの。私に関わっても、涼音ちゃんが後悔するだけだよ？」

「別に構わないじゃない、涼音さんがそう望んでるんだから。少し話すくらい付き合ってあげたら？　涼音さん、あなたに興味を抱いてるみたいだしね」

　来栖さんの言葉に、涼音がこくこくと何度も頷く。水守は迷いが滲にじんだ表情で、涼音の真っ直ぐな視線を受け止め……。

「……じゃあ、ちょっとだけなら」

「あっ……ありがとうございますっ！　えと、では甘い物でも食べながらお喋りしませんか!?　この前、友達と美味しいクレープ屋を見つけたんです！」

　涼音、緊張してるんだろうな。戸惑う水守の腕に抱きつくと、まるで友達のようにぐいぐいと引っ張っていく。

　来栖さんが小さく笑いながら、

「涼音さんって、面白い娘なのね。……どうしたの、十神君。頰が緩んでるけど」

「……ん、いや」

　小さくなっていく二人の背中を眺めながら、ぽつりと口にする。

「少しでも水守と向き合おうとしたの、涼音が初めてだから。……やっぱり、俺の自慢の後輩だなって思っただけですよ」




　水守と涼音が帰ってくるまで、俺たちは待つことにした。

　ドリンクを二つ購入すると、片方を来栖さんに差し出す。

「お待たせです。来栖さんはミルクセーキで良かったですよね？」

「ええ、ありがと。でも、別に奢おごってくれなくても良かったのに。十神君、財布に余裕があるわけじゃないんでしょ？」

「来栖さんには世話になりましたから。俺と水守の会話に無理に入らないとか、今日は色々気を遣ってくれたんですよね？」

「それはお互い様よ。私も、でれでれな結衣と初心な十神君が見れて楽しかったもの。色々と捗はかどったわ、ごちそうさま」

　うん、何が捗ったのかは聞かないでおこう。

「けど結局、十神君ってば手も繫がなかったわね。恋愛初心者とは聞いてたけど、あんなに奥手だったなんて。彼女があんなにアプローチしてきたら普通は応えるわよ。据え膳食わぬは男の恥、でしょ？」

「相手のことも考えないで彼女を好き放題する男の方が、よっぽど恥だと思いますけど」

「一理あるわね……。世の男子があなたを見たら嫉妬で狂うわよ？　少し色っぽい会話をすればいちゃラブ出来そうな恋人が、すぐ傍にいるんだもの」

「……色っぽい会話、って？」

「ミルクセーキって飲み物よく聞いたらエロいよね、ちょっと言ってみて？　とか」

　それただのセクハラ野郎では。

　あと、来栖さんと話してると風紀っていう概念が分からなくなる。風紀とは……？

「まあ、十神君がそうしたいならそれで構わないと思うわ。あなたと付き合ってから、結衣って明るくなったもの」

「明るくなった？　元々、水守ってあんな性格じゃないんですか？」

「そうだけど、結衣があんなに笑ったの初めて見たわ。学校だと、結衣は孤立してるから」

　思い出すのは、教室で周囲に露骨に避けられながら、無表情でスマホを眺める水守。

　今だって、あの光景が実は噓だったんじゃないかとすら思う。

　俺にとって水守は、俺を弄んではよく笑うような、そんな女の子なんだから。

「あなたはもっと胸を張ってもいいのよ？　結衣をあんなに笑顔にさせてるんだもの」

「……それは、どうですかね。俺は水守に惚れてないのに恋人になってるんですよ？　本音を言えば申し訳ない気持ちもあります」

「結衣を好きになれない、って言ってたものね。ただ、一つ気になるのだけど」

「なんですか？」

「十神君の場合、好きになれない、じゃなくて──好きになりたくない、っていう方が正確だと思うのだけど」

　一瞬だけ、頭が真っ白になった。

　すごいな、と素直に思う。数回しか会ってないのに、俺の内心に気づくなんて。

「……そうですね。中学の頃とか、女の子絡みで嫌な思い結構してますから。俺なんか女子に好かれるはずないよなーって思考が、俺の平常運転ですよ」

「十神君って、自己評価が極端に低いのね。多分、結衣はあなたのこと本気で好きよ？」

　それは理解している。水守の想おもいに応えたいという気持ちだって、少しはある。

　けど、やっぱり俺には無理だ。

　水守と言葉を交わす度に、心を許すな、と警告する自分自身がいつだって心の何処かにいて。水守を異性として好きになってはいけないと、踏みとどまってしまう。

　だって恋をしてしまったら、それだけ裏切られた時に深く傷つくから。

　つまり──俺は、水守を好きになる勇気すらない。

「まあ、今はそれでも良いと思うけどね」

　ちゅー、と来栖さんが美味しそうにドリンクを飲む。

「……軽いですねえ、来栖さん。こう見えて結構悩んでるんですけど」

「誰かを好きになることは素晴らしい、なんて言うつもり全くないもの。十神君が恋をしたくないなら、それでもいい。あなたが結衣の傍にいることに意味があるんだもの」

　来栖さんが浮かべるのは、優しい笑顔。

「出来るなら、ずっと結衣の隣にいてあげて。私の望みは、たったそれだけ」

「……そうですか」

　水守の隣にいるだけ、か。

　来栖さんはそう言ってくれるけど、やっぱり俺と水守の間には壁があって。そして、その壁を作ってるのは他ならない俺で──そこで、俺はある提案を話した。

「あの、来栖さん。……相談したいことがあるんですけど」

　……それから数分後のことだ。

「先輩っ、それに来栖さんっ。お待たせしました！」

　振り向けば、そこにいたのは涼音と水守。

　気のせいかな。さっきまでと比べて、二人共表情が柔らかくなってる。

「それと、ごめんなさい。そろそろ帰らなくちゃいけなくて……。今日は、一緒にプレゼントを探してくれてありがとうございました。また、何処かでお会いしましょう！」

　最後に別れの言葉を口にして、涼音は去って行った。

「そういえば、水守って涼音と何を話したんだ？」

「それは、内緒かな。秘密にしてください、って涼音ちゃんにも言われたしね。……ただ、学校で私に声をかけないようには、忠告したけど」

　内緒ねえ、ちょっと気になるな……。

「それより、もう遅い時間になっちゃったね。次が最後の場所になるのかな。……あっという間だったなあ。一日って、こんなに早かったっけ」

　そう呟く水守の横顔は、どこか寂しそうで。

　気が付けば、俺は水守に語り掛けていた。

「最後に行きたい場所があるんだけど、いいか？」

「……里久君が？」

　水守が驚くのも当然だ。俺が何処かに行きたいって言うの、これが初めてなんだから。

　そして、先程来栖さんと決めたある提案を口にする。

「水守さえ良ければ、観覧車に乗りたいんだ。……俺と水守の、二人きりで」




　海の傍にある観覧車は意外と空いていて、並ぶことなく乗ることが出来た。

　スタッフさんが扉を閉め、俺と水守を乗せた観覧車がゆっくりと上昇する。

　その時、窓からこちらに手を振る来栖さんが見えた。声は届かないけど来栖は何か言葉を言っていて、その口の動きは「頑張って」と言ってるような気がした。

　俺と水守、どちらを励ましていたのかは分からない。

「里久君から乗りたいって言い出すなんて思わなかったな。……あはは、いつも会う時は二人きりのはずなのに、なんか変な感じだね」

　正面に座った水守がはにかむ。その照れた顔は、いつも俺をからかってる少女とは思えないくらい、初々しい。

　最近分かったことだが、水守って積極的だけど不意の出来事とかに弱いんだと思う。間違って胸に触った時も恥ずかしがってたし、攻撃力は高いけど守備力は極端に低いのかも。小学生の頃に遊んでたカードゲームにそんなカードあったな。

　……まあ、俺だって緊張はしてるけど。

「でも、ありがと。里久君って、私と仕方なく付き合ってくれてるでしょ？　だから、里久君から誘ってくれて嬉しかったんだ」

「……それは、俺も同じだって。恋をしない、とか言ってる俺なんかと水守は付き合ってくれてるんだから。感謝しなきゃいけないのは俺の方だよ」

「そっか。……お互い、相手に悪いって思ってたのかな」

　微笑みながら、水守は夕焼けの海を眺める。

「今回のデートだって、里久君が考えてくれて驚いたんだよ？　一緒にいたい、って言うのはいつも私の方だから。まさか、里久君から誘ってくれるなんて思わなかった」

「……ああ、そうだな」

　俺から観覧車に誘ったのは、まさにそれが理由だ。

　あーんをして欲しい、と言われればする。二の腕を触ってくれ、と言われたら触る。大抵のことなら、羞恥心に耐えながらも水守の望みを叶えようとする。

　けれど、仮にも恋人だというのに。

　俺から、水守に何かをして欲しいと望んだことは、一度もない。

「……中学の頃から、女の子に拒絶されてばっかりだったんだ」

　まるで懺ざん悔げをするように、その言葉が零れた。

「好かれるよりも嫌われることの方が圧倒的に多くて、そんな嫌な記憶の方がずっと心に残っちゃうんだよな」

「だから、涼音ちゃんはあんなに、里久君のことを心配してたの？」

「ん……やっぱり、気づいてたんだな」

「まあ、あれだけじ～っと見られたらね」

　可お笑かしそうに、水守は小さく笑う。

「涼音ちゃん、私から里久君を守ろうとしてるように見えたから。なんでだろ、って不思議だったんだけど……涼音ちゃんは、里久君の嫌な過去を知ってたんだね」

「……別に、大したことじゃないけどな。多分だけど、俺みたいな男子って結構いると思うんだ。あー、俺に彼女なんて無理なんだろうなぁ、って気づいちゃうような奴」

　何も珍しいことなんてない、ありふれたことなのだ。

　告白をしても残酷な言葉で断られたり。ラブレターを送った翌日黒板に貼り出されていたり。話し方が気持ち悪いと陰口を叩かれたり。顔が生理的に無理だと笑われたり。会話すること自体が罰ゲームだと揶や揄ゆされたり。班分けの時に露骨に避けられたり。体育祭のペアになったら泣かれたり。ただそこにいるだけなのに疎まれたり。

　そんな記憶から消したい思い出が、誰だって一つくらいはあって。俺はそんな思い出に縛られているだけなのだと思う。

「だから、ある日思ったんだ。報われない恋をするくらいなら初めから諦めよう、って。……誰も俺なんか好きにならないって期待しなかったら、傷つくこともないから」

　今でも、その生き方が間違っているとは思っていない。そもそも、誰かの生き方に正しいとか間違っているなんてないのだから。

　……ただ、そんな自分を変えたいと思うことがあるとすれば。

　俺を好きだって言ってくれる少女にすら、恋をすることを恐れているということ。

　水守も、いつか俺を裏切るのではないか。そんな恐怖が頭にこびりついて離れない。

　求めるのが怖い。望むのが怖い──水守に拒絶されるのが、怖い。

「ごめんな。……こんなこと言われたって、水守が困るだけなのにな」

　幻滅されたかな、と思う。いっそ愛想を尽かされた方がいいのかもな、とすら思う。

　誰かを好きになる覚悟もないような奴、フラれるのが相応の末路だろう。

　無言の中、それでも観覧車だけがゆっくりと動き……ぽつりと、水守が口にする。

「里久君と付き合って、もう二週間くらい経つよね？」

「……そうだけど」

　それが、どうかしたのだろうか。そう胸中で首を傾げた時だ。

「私ね、友達になってくださいって男子から言われたこと、結構あるんだ」

「……水守？」

　何の話なんだ──そんな疑問の言葉は、口に出来なかった。

　水守は柔らかい表情で、俺を真っ直ぐに見つめていたから。

「大体、みんな同じような言葉を使うの。ぼっちの水守さんが可哀想かわいそうだから俺がなんとかしたい、とか。断っても何度もお願いされたりしたっけ」

「でも、それっておかしくないか？」

　水守の噂を知っているなら、友達になるリスクだって理解しているはず。そんな簡単に助けてあげたいなんて……その時だ。

　ふと、残響のように。高橋君のある言葉が頭の中に蘇よみがえる。

　──水守狙いの男子が何人かいたらしいぞ？　何しろ手軽にヤれるチャンスだからな。

　まさか。

「結局、全部噓だったんだけどね。みんな下心しかなかったから。……あっ、でも勘違いしないで。その人たちには指一本触れられてないし、ちゃんと全部逃げたから」

　言葉が出なかった。

　そんな酷ひどい裏切りを受けながら、それでも水守は笑顔を浮かべている。

「一番長い人でも、一週間もしたら無理やり迫ってきたかな。……でも、里久君は付き合って二週間も経つのに、手も繫ごうとしないでしょ？」

　くすっ、と水守は笑みを零す。

「おめでと、最長記録だね。……純粋に私に接してくれるの、里久君が初めてなんだ」

　気が付けば、痛みを覚えるくらい拳を握っていた。怒りは胸の中をじりじりと焦がし、頭がどうにかなってしまいそう。

　なんでだよ。どうして周りの奴らは──水守を、そういう風にしか見れないんだよ。

「里久君は、自分が女の子から好かれるはずがない、って思ってるんだよね？　だけどね……私は、里久君のことが好きだよ？」

　夕ゆう陽ひに照らされた、水守の優しい笑顔。

「お人ひと好よしだったり、いつも私を気に掛けてくれたり。里久君のそんなところに全力で恋をしてるの。……嫌な記憶とか、忘れたい過去とか。きっと、思い出したくないくらい辛つらかったんだよね。話してくれて、ありがと」

「……水守」

　嗚あ呼あ、本当に──水守って一いち途ずな女の子なんだな。

　好きになった恋人のために、𠮟るでも励ますでもなくただ寄り添ってくれる。

　そんな水守が愛いとおしくて仕方ないが、水守に怯えている俺自身が心の何処かにいる。

　まるで呪いのように、異性に嫌われた過去に心を侵されていたのだ。その恐怖は簡単には解けなくて……けど、それでも。

　この瞬間だけで良い──水守と繫がる勇気が欲しい。

　胸の高鳴りをそのままに座席を立つと、俺は水守の隣に座る。

「……里久君？」

　緊張で息が乱れる。頭はぼんやりとして夢の中にいるよう。

　怯えるな、言え。

　お前は、水守の彼氏だろう。

「なあ、水守。……手、繫いでもいいか」

　もう少しで、震え声になってしまいそうだった。

　嫌悪されたらどうしよう、と思う。気持ち悪がられて、拒絶されて、心ない言葉をぶつけられたら。そう思ったら水守の顔なんて見れなくて──右手に柔らかなぬくもり。

　隣を見れば、微笑んだ水守が手を重ねてくれていた。

「ん、いいよ。……里久君から私を求めてくれたこと、初めてだね」

　感情は言葉にならなかった。

　ぎこちなく、そして不器用に指を絡めて手を握る。恋人繫ぎ、と呼ばれるもの。この観覧車に乗る前の俺なら、水守に頼まれても出来なかったであろう繫ぎ方。

　あたたかい、と思う。

　水守も、同じことを思ってくれているだろうか。

「ごめん。水守の言葉、信じてないわけじゃないけど……今は、これで精一杯」

「それでも十分だよ。里久君、頑張ってくれたんだもんね」

　水守は何でもないように言って……やっぱり、水守って不意打ちに弱いんだな。

　微笑んだ水守は、頰が朱あかく染まっていたから。

　恐怖心はもう消えていた。右手にぬくもりを感じたまま、沈み行く夕陽を眺めて呟く。

「今日は楽しかったな。……また、水守と何処かに行けたら良いな」

「そうだね。水着だって買っちゃったし、次は海とか行きたいかな。……里久君が似合ってる、って言うから決めたんだよ？」

「あー、そうなるのか……。じゃあ、責任取って一緒に行かなきゃ駄目か」

　観覧車は頂上に到達する。後は降りるだけだ。

　いつまでもこの瞬間が続けば良い……なんて、とてもじゃないが言えない。水守と手を繫いでる今だって、胸が痛いくらい動悸が激しいのだ。このままずっと二人きりなんて、どうなってしまうか自分にも分からない。

　ただ、それでも──初めて付き合った相手が、水守で良かった。

　そう心の底から思えた。
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三章　水み守もりさんと十と神かみ里り久くは寄り添いたい







　下げ駄た箱ばこを開けると、小さな弁当箱が入っていた。

　水み守もりとデートをしてから一週間ほどが経たった、平日のことだ。

　弁当を食べて欲しいっていう水守の言葉通り、最近はちょっとしたおかずを作ってくれるようになっていた。俺の下駄箱に弁当を入れるところを目撃されたらヤバい気がするが、そこは水守だ。きっと注意してくれているだろう。

　そして、弁当についた付箋には、ある一文が書かれている。

　──今日も一日頑張ろ。

「よし、頑張る」

　こうして、俺の学校での一日が始まる。

　とはいっても、やることはいつもと変わらないのだけど。強いて言えば、この間のレクリエーションの報告書を来くる栖すさんに提出するくらいだ。表向きは委員会の活動のため、レポートが必要なのだという。

　どう書けばいいか分からなかったのだが、来栖さんに「結ゆ衣いとの甘あま々あまなデートの内容を一人称で書いたら？　夢小説みたいに」と言われた。無論、レポートは無難に纏まとめた。

　放課後になってから、約束通り生徒指導室へと向かう。すると、

「ちっ……」

　生徒指導室から、ギャルっぽい見た目の女子生徒──真ま中なかが舌打ちしながら出て来た。

　どうして真中が……？　来栖さんと何か話していたのだろうか。

　引っかかりながらも生徒指導室に入ると、来栖さんが、

「お疲れ様。読んでるこっちが恥ずかしくなるくらいの傑作が書けたかしら？」

「だから、ラブコメなんて書かないですってば。……さっきの、俺と同じクラスの真中ですよね？　何かあった──って、すみません。部外者なのに突っ込んだこと訊いちゃって」

「別にいいわよ。ある意味、十と神かみ君にも関係することだから」

　真中と俺が？　陽の者と陰の者、相反する二人なのに？

　……こう表現すると、異能バトルっぽくてカッコいいかも。偽りの日常の中、互いに守るべきものを背負って戦ってそう。実際はただの陽キャと陰キャなんだけど。

「真中さんが結衣に嫌がらせをしてるんじゃないか、って密告があったの。だから、風紀委員として事情聴取をしてたの」

「……嫌がらせ？」

「持ち物を隠したりとか、そういうの。ちょっと悪戯いたずらの度を越えてるから、流石さすがに担任に報告しようと思ってるけどね」

　思わず、ぽかんとしてしまう。水守が周りから疎まれてるのは知ってたけど、まさか危害まで受けてるなんて。

「でも、結衣に直接手を出す生徒なんて真中さんくらいだから心配いらないわよ。こんなの頻繁にあったら大問題だもの」

「そういえば、真中って水守と因縁があるんでしたっけ。水守が真中の彼氏を奪った、って聞きましたけど……」

「それ、十神君は信じてるの？」

「全っ然。全ての噂うわさが噓うそだ、とは言えないですけど、それはシロでしょ。大方、話が誇張されてるだけだと思いますけど」

「ネタばらしをすれば、真中さんの勘違いね」

　ふう、と来栖さんが息をつく。

「真中さんの彼氏が結衣に迫ったのだけど、結衣は断ったらしいの。で、それが真中さんにバレて、彼氏さんが『水守に誘惑された』って噓ついたんだって。結局二人は別れたんだけど、未いまだに真中さんは結衣を許してないってわけ。あっ、ちなみにその彼氏は転校したらしいわよ？　まあそんなクズみたいな行為したんだから当然の末路よね。ふふふ」

　全然目が笑ってない……！　よっぽど腹が立ったんだろうな……。

　でも、来栖さんが怒ってくれなかったら、俺だって怒りでどうにかなってたと思う。その彼氏はもちろん最悪だし、真中だって水守に逆恨みしているだけなんだから。

「結衣って敵が多いから。あの娘も、ただ普通の女子高生みたいに過ごしたいだけのはずなのにね。……この件については、私が責任を持って処理するから安心して」

「あ、ああ。来栖さんがそう言うなら。……ただ、一つ聞いてもいいですか？」

　小首を傾かしげる来栖さんに、俺は先程から思ってた疑問を尋ねる。

「来栖さんって、いつもこんな風に生徒に事情聴取をしてるんですか？」

「まあ、そうね。私は風紀委員長だもの」

「でも、生徒への嫌がらせなんて、生徒会どころか学校全体の問題ですよね？　そんな規模の大きなこと、来栖さんがやる必要なんてないと思いますけど」

「……？　どうして？」

　心底不思議そうに、来栖さんが首を傾げる。

「桜さくら崎ざき高校の生徒が不当な扱いを受けているのよ？　スカートの丈が短いとか、服装が乱れているとか。そんなどうでもいいことなんかより、風紀を守るために遥はるかに大切だと思うのだけど」

　さも当然のように言ったその言葉に、開いた口が塞がらない。

　もしかして、俺が思ってる以上に来栖さんは凄すごい少女なのかもしれない。




　学校終わり。ドーナツの袋を手に、水守のマンションのインターフォンを押した。

　駅前のミスドに寄ったのは、何となくとしか言いようがない。好きなポンデを買って行ったら水守喜ぶかな、っていうその程度の理由だ。

　……我ながら、完全に水守に絆ほだされてるよなあ。

「……ん？」

　しかし、いつまで待っても水守は出てこない。

　スマホで電話をかけてみたが、こちらも反応がなかった。もう少し待とうかとも思ったけど、ここにいたら同級生に見られる可能性もあるし……。

　仕方なく、マンションの合鍵でエントランスに入る。この鍵は、恋人だからと水守から渡されたものだ。

　水守の部屋まで来て扉に手をかけてみる。と、意外にも鍵はかかっていない。

「開いてる……？　水守、入るぞ」

　リビングにあがり、きょとんとする。

　テーブルに置かれた、丁寧に畳まれた洗濯物。そしてその傍そばのソファでは、横になった水守がすうすうと寝息を立てていた。

「なんだ、寝てたのか。……だから、俺が来てもいいように鍵を開けてたのかな」

　さて、どうしよう。

　起こした方が良いのだろうが、きっと水守も疲れていたんだろう。学校に行きながら家事全般もするなんて相当大変だろうし、ちょっとだけこのままにしてあげようかな。

　……ただ、

「自分の家なのは分かるけど、無防備にも程があるのでは……」

　今の水守は、軽装過ぎるのだ。

　ショートパンツが似合っている綺き麗れいな足は、真っ白なふとももを惜しげもなく晒さらしている。薄いキャミソールは肩までを露あらわにし、何よりもラインが分かるほどのふくよかな胸。

　正直、目のやり場に困る。

　水着の時と違い、本人が寝てるから尚なお更さらタチが悪いというか。

　俺だって男の子なわけで、同年代の女子があられもない姿でいたら、いやらしい欲求くらい芽生えてしまう。さっきから欲望に耐えきれずちらちら見ちゃってるし、もういっそ凝視しても──。

　……いや、ちょっと待て。

「もしかして……寝たふりをしてるだけなのでは？」

　つまり、である。たった今水守は俺の動向を窺うかがっており、俺がエロい目で見ようものなら、それをネタに玩具のように弄ぶつもりじゃ……？

　いやいや、流石に疑心暗鬼になりすぎだろ。だってそのために鍵を開けたままにして、しかも寝落ちしましたみたいな偽装工作をして、おまけに俺が帰ってしまうリスクを冒してまで寝たふりをするなんて──……。

　うん、水守ならやりかねない。

　俺は今まで、思いもよらない手段でからかわれてきたのだから。

　えっ、じゃあ今すぐ水守を起こした方が良いってこと？　でも、本当に寝てる可能性だってあるから、違ってたら水守に悪いし……ああ、もうっ！　なんで水守が寝てるだけなのに心理戦が発生するんだよ！

「……お、おーい。水守？　ミスドで持ち帰りしてきたんだぞー。今すぐ起きないと、俺が全部食べちゃうぞー」

「…………（すうすう）」

「あ、あれだぞー。そんな無防備でいたら、俺だって我慢できなくなっちゃうぞー」

「…………（すうすう）」

「ちくわ大明神」

　少しくらい笑ってくれるかと思ったが、水守は一向に起きる気配がない。

　……俺、何と戦ってるんだろう。

　水守はただ寝ているだけで、俺は訳の分からん深読みをしてただけなのだろう。そう冷静になると軽く死にたくなったので、もう止やめることにする。

　……でも、水守が寝てるなら、最後に一言言っておこうかな。

「……なあ。今までずっと言えなかったんだけどさ」

　真剣な声音で、寝息を立てる水守を見つめながら口にする。

「水守って、世界一可か愛わいいよな──俺と付き合ってくれて、ありがとう」

「………………」

　まあ、そりゃ起きるわけないよな。

　馬鹿馬鹿しくなり、おもむろに水守の頰を指でぷにぷにとする。ちょっとやり過ぎな気もするが、水守にはいつも弄ばれてるのだ。これくらいの仕返しはいいだろう。

　リビングにあったブランケットを水守に掛ける。あと三〇分くらいなら寝かせてあげてもいいかなと、スマホを取り出し──。

「……ちくわ大明神」

　手からスマホが滑り落ちる。

　背後から聞こえたその声に、全ての血液が凍り付いた心地さえした。見てはならないと本能が警鐘を鳴らしながらも、俺はゆっくり、ゆっくりと振り返り──。

　頰を薄く染め、顔がにやけるのを必死で耐えている水守が、そこにいた。

「ふ～ん、そっかぁ。……里り久く君、そんな風に思ってくれてたんだ」

　いやあああああああああああああああああああああっ!!!!

　やっぱり寝たふりをしてただけじゃん！　ちょっと待って、じゃあ全部食べちゃうも我慢できなくなっちゃうも聞いてたってことだよな？　何より、あの最後の言葉も……!?

「ちょっと里久君に構ってもらおうかなって思ってただけなのに、思わぬ収穫だったなあ。こんなことなら、ちゃんと里久君の顔を見とけば良かった」

「な、何を言ってるのか分からないなあ！　いや～、記憶にないわ！　一〇秒前のことなのに何な故ぜかちっとも覚えてないんだよこれが！」

「じゃあ、思い出させてあげる。水守って世界一可愛いよな、俺と付き合ってくれてありがとう、結婚してくれって言ったんだよ？」
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「そこまで言ってないけど!?　……あっ」

　失言をした途端、水守はにこにこと笑みを浮かべていて。

　その笑顔に、ぼっと身体からだが熱くなるのが分かった。

「殺して……いっそ殺してくれ……」

「どうして？　私は、こんなに嬉うれしいのに」

　にへら、と水守が頰を緩ませる。

「好きな人に可愛いって言ってもらえたの、初めてなんだよ？　……こちらこそ、私と付き合ってくれてありがと」

「……おう」

「だからもう一回言って？」

「大っ却下だっっっ!!」

　水守の視線から逃げるように、あぐらをかく。

　まったく、なんであんなこと言っちゃったかな……。何とか話題を変えたくて、俺は気になってたことを質問する。

「そういえば、真中が来栖さんに事情聴取されてたぞ。水守、真中に何かされたのか？」

「そんなこと知ってるんだ。別に、大したことじゃないよ？　物を隠されるとか、滅多にされることないから。もしかして、心配してくれた？」

「……それは、するだろ。水守って学校だと味方が少ないし」

「だったら安心していいよ。私は何ともないから」

　そう口にする水守は、強がりでもなんでもなく本当に大丈夫そうだった。

　けどそれは、それくらい他人の悪意に慣れてる、ってことじゃないのか？

「真中さんって悪い人じゃないんだけど、ちょっと感情的なとこがあるから。違うって説明したんだけどね。……私の噂を知ってたら、勘違いするのも無理はないけどね」

「そんなことないだろ。だからって、水守に嫌がらせして良い理由にはならないしな」

「……うん。ありがと」

　水守が良い奴やつだってことは、今更言われるまでもなく理解している。

　だからこそ、水守が学校に馴な染じめるようになって欲しい、と願っている。周りから疎まれて、会話すらも避けられるなんて、絶対に間違ってるとすら思う。

　ただ、水守の悪い噂は俺たちの高校に深く根付いていて──そして、その噂を否定しようとしないのは、誰でもない水守自身なのだ。

　明らかに水守は隠し事をしていて。そして、その理由を誰にも秘密にしている。

　もしかしたら俺は、水守のことを何も知らないのかもしれない。

「あっ、そういえば里久君、ミスドに寄ってくれたんだっけ。……わっ。ポンデが全種類揃そろってる。えっと、天国？」

「ワンコインで買えるって、お手軽な天国だなあ」

　目を輝かせる水守に苦笑する──やっぱり、このままなんて嫌だな。

　もっと、水守のことを知りたい。

　誰かのことをこんなに強く思ったのは、多分今までなかったと思う。




　三日後。休日明けに登校すると、下駄箱にはいつものように弁当箱があった。

　段々慣れてきてるけど、よく考えたら俺のためにわざわざ作ってきてくれてるんだよな……。心の中で感謝しながら鞄かばんに仕舞い、教室へと向かう。

　今更だろうけど、俺に挨拶をするほど仲の良い相手などいない。誰も俺に気づかないまま、友達と雑談を続ける……はずだった。いつもなら。

　俺が教室に入った瞬間、雑音に満ちていた教室が、静寂になった。

「…………？」

　なんだ、この違和感。

　クラスのみんなが俺を見ている感覚。それも、どう見たって好意的な感情じゃない。男子からは好奇、そして女子からは嫌悪の眼まな差ざし。

　強いて言えば、この空気は……俺と水守が会話するところを目撃され、クラスで噂になった時に似ているような。

　嫌な予感がした。

「高たか橋はし君、ちょっとごめん。今、いいか？」

　机で一限目の準備をしている高橋君に声をかける。が、高橋君は額に汗こそ浮かべているが、目すら合わせようとしない。あからさまな無視だった。

　けど、他に尋ねる相手がいない以上簡単には退ひけない。無言の圧力をかけるようにじっと見つめ……ふう、と。負けを認めるように、高橋君が溜ため息いきをついた。

「なあ十神。俺、言ったよな。水守に対して変なことは考えない方がいいって。お前とはほとんど他人だけど、それでも善意で忠告したつもりなんだぞ？」

「……どういうことだよ、それ」

　返答の代わりに、高橋君はスマホを操作し俺に見せる。

　メッセージアプリのチャット画面だった。恐らく、以前高橋君が言っていたこのクラスのグループチャットだろう。

　そして、その中の一人がある画像を送信していて──言葉を失った。

　その画像に映っているのは、俺自身だったから。




　水守のマンション、そのエントランスから出る俺の姿が映っていた。




　その盗撮写真に、何人もの生徒たちがメッセージで騒ぎ立てている。

　そのほとんどが、俺と水守に対する中傷だった。

『これ、水守のマンションじゃん。確か、ちょっと前に話題になったよな』

『マジで？　じゃあやっぱ、あいつ水守とヤッたってことかよ』

『十神君って、いつも教室で静かにしてる男子だよね？　……サイテー』

　おかしい──これは、絶対におかしい。

　俺を偶然見かけた程度なら、こんなに綺麗に撮れるはずがない。俺がマンションに入ったのを確認し、俺が外に出る数時間物陰で待機をして撮影する。それくらいの計画性がなければ無理だ。

　この写真には悪意を感じる。俺と水守を陥れようとする、明確な悪意が。

「えっ……ここ、水守のマンションだったのか？」

「十神、知らなかったのか？」

「ああ、まあな。俺の友達もここに住んでるから。最近、よく遊びに行くんだよ。うわ、マジか。こんな風に言われてたのかよ……」

　けれど、高橋君の怪け訝げんそうな表情は崩れない。

　どうやら、この程度の苦しい言い訳は通用しないようだ。

「今のとこ、お前の評判は最悪だぞ。女子は軽蔑してるし、男子も白い目で見られたくないからお前と関わらないようにしてる」

　ああ、なるほど。初め、高橋君が俺を無視したのは、俺と会話してるところを他人に見られたくなかったから、なのか。

　まあ、そんな高橋君を責める気はちっともないけど。気持ちは分かるし。

「そうか、悪いな。色々教えてくれてありがとう」

　自分の席につくなり、先程の写真が生徒たちに出回っていることをスマホで水守に報告する。返信はすぐだった。

『分かった、こっちでも確認する。私と面識があることは誰かに話した？』

『いや、一応シラは切った。っていっても、誰も信じてくれないと思うけど』

『それでもいいよ。私と里久君の関係を知られるのが、一番良くないから。苦し紛れの噓だって思われてもいいから、知らなかったって貫き通して欲しい』

　そのすぐ後に、水守からメッセージ。

『今後、私の部屋に来るのは止やめにしよ。これからは私たちの関係を悟られないように、徹底的に会わないようにしなきゃ』

『……弁当箱、借りっぱなしになるけど』

『そんなの後で良いから』

　ごもっともだ。

　それからは、出来るだけ平静を装いながら過ごした。周りの生徒は明らかに俺のことを噂しており、落ち着かない一日だった。

　終礼後、迷うことなく生徒指導室へ向かう。事前に来栖さんと連絡を取り、落ち合うことにしていたからだ。

「大変なことになったわね。人生初のフライデーされた気分はどう？」

　いつものように、余裕な笑みを浮かべる来栖さん。しかしその指は、忙せわしなく何度も机を叩たたいていた。

　あの来栖さんが焦ってる。

「……すみません。俺が不用心なばかりに、こんな写真撮られてしまって」

「謝らなくてもいいわ、こんなの警戒しようがないもの。あの写真、まるで本業の記者みたいに正確なピント合わせだった。きっと十神君をターゲットにしていたのね」

　来栖さんも、俺と同じことを考えてたらしい。

「それと、この写真を撮影した生徒も判明してるわ」

「えっ、もう？　随分と早いですね」

「大したことじゃないわ。風紀委員長の権限を使って、あなたのクラスのグループチャットを確認しただけだから。あの写真を撮ったのは、真中さんよ」

「……マジかよ」

　真中が水守を敵視してることは知ってたが、隠し撮りまでするなんて。

　ただ、それにしてはどうにも腑ふに落ちない。

「でも、真中が撮ったにしては疑問がありますけど。どうして、俺が水守の自宅に通ってることがバレたんですか？　水守に会いに行くときは注意してましたし、駅から尾行されてたら流石に俺だって分かると思いますけど」

「十神君が気づかないのも無理ないわ。十神君が結衣のマンションに出入りをしている、って突き止めたのは真中さん本人じゃなくて──この学校の生徒全員、なんだから」

「……えっ？」

　一瞬、来栖さんが何を言っているのか理解出来なかった。

「常日頃から、結衣は学校の生徒の噂になってるわ。そんな小さな噂の一つ一つを繫つなげると、パズルみたいに一つの憶測が生まれてしまうの」

　日本刀のような、来栖さんの鋭い眼めつき。

「水守結衣はとあるマンションに住んでるらしい。その近くでよく男子高校生を見かけるらしい。その男子は桜崎高校の生徒らしい。時間帯は夕方から夜にかけてらしい──そんな生徒たちの噂を統括すると、『夕方から夜の間に、水守のマンションを訪れる桜崎高校の生徒がいる』って新たな噂が生まれてしまうの」

　来栖さんの説明に、ぞわりとした。

　生徒たちの間には蜘く蛛もの巣すのように張り巡らされた情報網があって。そして、学校一の問題児として疎まれている水守は逃れることが出来ない。

　まるで、全ての生徒に監視をされているみたいに。

「その噂に真っ先に食いついたのが真中さんってわけね。真中さんは以前から、結衣が不純異性交遊をしてる証拠を摑つかみたかったらしいの。まあ、そんなの無理に決まってるんだけどね。だって、結衣はそんなこと一切してないんだもの」

「……だからこそ、今回は証拠を手に入れようと躍起になった、ってことですか」

「ええ。出入りしてる男子高校生にバレないよう物陰に隠れるなんて、綿密に計画を立てたのね。その男子高校生が十神君だったなんて、思ってもなかったでしょうけど」

　ふう、と来栖さんが息をつく。

「まさか、あんな写真で結衣が不純異性交遊をしてたなんて証拠にはならないでしょうけど……十神君にとっては、もっと大きな問題が生まれてしまったわね」

　即すなわち──今まで必死で隠してきた俺と水守の関係が、周りにバレてしまったことだ。

「別にいいですよ、元々ぼっちですし。今更、嫌われて困るような相手いませんから」

　冗談のつもりだったのに、来栖さんの表情は曇ったままだ。

「一応、十神君に聞きたいんだけど……結衣の彼氏になったこと、後悔してる？」

「それ、分かって聞いてるでしょ」

　迷いもなく、逡しゅん巡じゅんもなく。来栖さんを見つめたまま言い切った。

「後悔するくらいなら、初めから付き合ったりしませんよ」

「……うん、そうよね」

　ここに来て初めて、来栖さんは柔らかい表情を浮かべる。

「何かあったらいつでも相談して、大抵のことなら協力してあげれるし、愚痴ならいつでも付き合ってあげるから。結衣に関することを話せるの、私くらいしかいないでしょ？」

「……悪いですね。来栖さんには世話になりっぱなしで」

「いいのよ、これくらい。だって初めに言ったでしょ？」

　ふっと、来栖さんが微ほほ笑えみを浮かべる。

「私は、結衣と十神君の恋のキューピッドだって。……私はいつだって、二人のハッピーエンドを期待してるのよ」

「……はは。気に入ってたんですか、それ」

　つい噴き出してしまう。

　何だか、今日初めて笑ったような気がした。




　三日が経った。

　たったそれだけで、周囲の反応は明らかに変わっていた。

　たとえば、生徒とすれ違う時に相手の表情が強こわ張ばっていたり。体育の時間は俺の周りに生徒がいなかったり。

　特に、真中からの扱いは顕著だ。気づけば俺のことを睨にらんでいるし、真中と仲の良い女子まで俺への態度が冷たくなっている。まるで真中を中心に、俺に対する嫌悪感が広がってるみたいだ。

　もしかして、水守もこんな気持ちだったのかな。

　何より変わったことは、あの日以来一度も水守と会っていないことだ。水守は徹底的に俺との関係を隠すことにしていて、スマホで連絡を取ることすら避けていた。今はほとぼりが冷めるまで待つべきだし、それ自体は異論はない。

　……まあ、少しも寂しくないと言えば、噓にはなるけど。

　唯一、水守の姿を見ることがあるとすれば……それは、今。こうして、放課後の廊下から、中庭を見下ろしている時だ。

　──あ、いた。

　中庭を横切る水守を見つけ、内心で呟つぶやく。

　こんな風に、たまに廊下の窓から水守を見つけることがあった。もうしばらく水守に会ってないからか、運よく水守を見つけた日はちょっとだけ嬉しくなる。

　ただ、水守を見つけたとしても、寂しくなるだけなのだけど。

　俺は水守に声をかけることはおろか、手を振ることだって出来ないのだから。

　あー、やめやめ。何か暗くなってきた。さっさと帰ろうと振り返り……ぎょっとした。

　俺を見つめながら、至近距離で固まる女子生徒──涼すず音ねがいたから。

「うわ、びっくりした。涼音、お前何をしてるんだ……？」

「え、えっと……今度は何をしようかなって。だ～れだも、肩を叩いて指をほっぺにさすやつもやったので、どうやって先輩を呼び止めようかな～って……」

　なに、そのこだわり。

「あの、先輩。今からお時間ありますか？　ちょっと、お話ししたいことが」

　そう尋ねる涼音の表情は、どこか不安そうで。それだけで全てを察した。

　涼音、あの写真のこと知ってるんだろうな。

「……いや、止めとくよ。今は涼音に付き合うと、迷惑かけそうだから」

　視線だけで、廊下の隅にいる数人の女子生徒たちを見る。

　彼女たちは俺を見ながら会話をしていた。話の内容は分からないが節々の単語は聞くに、あまり愉快な会話ではなさそうだ。

「ほら、今の俺って評判悪いから。俺のことを気遣っても──」

　言葉を継ごうとした、その直後。右手にぎゅっとした柔らかい感触。

　涼音が、俺の手を取り歩き出していた。

「す、涼音……？」

「先輩は気を遣い過ぎなんです」

　前を歩く涼音が、どんな表情をしていたか分からない。

　けれど、その声音はいつになく真剣味を帯びていた。

「これくらいのことで、先輩から距離を置くはずないじゃないですか。……もう何年、先輩の後輩をしてると思ってるんですか」

　揺るぎない涼音の言葉に、ついぽかんとしてしまう。

　手を引かれるまま中庭まで来ると、俺たちはベンチに座り、

「あの写真、わたしのクラスでも話題になってます。十神っていうナンパ野郎さんには気を付けよう、って。……先輩、大丈夫ですか？」

「別に、これくらい大したことないって。元々ぼっちだったしな」

　それに、中学の時は今まで以上に女子から嫌われてたし……とは、言わなかった。涼音に言うのは、いくらなんでも冗談にならない。

「涼音は、俺のことをどう思ってるんだ？」

「……水守さんと何かあったんだろうな、とは思ってます。この間のこともあるので、水守さんと無関係とは思えませんから」

「だろうな。……俺のこと、軽蔑するか？」

　けれど、涼音は無言のままで……やがて、ぽつりと口にした。

「そういえば、この間は父の日でしたね」

「ん？　あ、ああ。そういえば、そうだったな」

　え、ここでいきなりその話題をぶち込みます？

　とは思うが、父の日のプレゼントは前々から気になってたことだ。最近気が滅め入いってたし、明るい話題は結構助かる。

「確か、涼音は親おや父じさんに手作りお菓子を作ることにしたんだよな。どうだった？」

「お父さん、泣いてました。人生で最高のプレゼントだ、って。娘としては、ちょっと恥ずかしかったですけど」

「俺は親父さんの気持ちが分かるけどな。可愛い娘から手作りお菓子なんてもらったら、俺だって感動するぞ。涼音の親父さんが羨ましいよ」

「ほんと、ですか？　……なら、良かったです」

　涼音は鞄の中を探ると、ちょこん、と俺の膝の上に何かを置く。

　それは、丁寧に包装されたバタークッキーだった。

「は……？」

「サプライズプレゼントです。……わたしの手作り、ですよ」

　呆あっ気けに取られる俺に、涼音がわずかに頰を染め口にする。

「言ったじゃないですか──だ～れだは失敗しちゃいましたけど、今度は先輩がびっくりするようなの考えておきます、って」

　そういえば、と思う。

　初めて父の日の贈り物を探したあの日、別れ際にそんなことを言ってたような。

「え──ええっ!?」

　あまりの衝撃に、思わず立ち上がってしまう。無論、涼音のクッキーを手に、だ。

「い、いや確かにすっごい驚いたけど！　プレゼントって、俺にか……!?」

「高校受験の時に勉強を教えてもらったり、いつもお世話になってますから。お父さんへのプレゼントを探すのと一緒に、先輩の好みもリサーチしてたんですよ？」

「……そういえば、プレゼント選びの時に、やたら俺に意見を求めてたっけ」

　涼音の手作りお菓子か……はっきり言って、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ嬉しい。

　可愛い娘からのプレゼントに、父親が感極まるように。可愛い後輩からのプレゼントが嬉しくない先輩なんているはずがない。

「マジか……。ありがと、大切に食べるよ」

　ついだらしなく頰を緩ませながら、クッキーを眺める。

「けど、こんなに綺麗に作れるなんてな。涼音って、あんまり料理とかしないのに」

「初めは、失敗ばかりだったんです。べこべこな形になっちゃったり、上う手まく焼けても石みたいに硬かったり。でも……水守さんが、教えてくれましたから」

　思わず、自分の耳を疑った。

「……水守、が？」

「これ、見てください」

　涼音がスマホを俺に向ける。いつの間に連絡先を交換したのだろう、そこには水守とのチャットの記録が残されている。

　素人な俺でも瞠どう目もくしてしまうほど、水守の教え方は丁寧だった。

　涼音が質問すれば、優しい口調で手ほどきをする。分かりづらい点があれば、わざわざ水守がクッキーを作り、その画像を送り細かく説明していた。そして、「ファイト！」という猫のゆるキャラのようなスタンプ。

　たった一日会っただけなのに、水守は本気で、涼音を応援していた。

「水守さんと初めて二人きりになったとき、勇気を出してお願いしたんです。お父さんと先輩にプレゼントしたいから、お菓子の作り方を教えてくれませんかって。……水守さんがいなかったら、きっとこんなに上手に焼けませんでした」

　ぽかんとする俺に、涼音が言葉を続ける。

「わたし、水守さんのことをずっと、住む世界が違う人なんだなって思ってました」
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　そう口にする涼音は、どこか悲し気だった。

「先輩が水守さんを庇かばった時も、もやもやしてました。みんなが噂する水守さんは平気で人を傷つける貞操観念のない女の子で。わたしとは全然違う人生を送ってるから、分かり合えないのも当然だって思ってて。……でも、そうじゃなかったんです」

　涼音は口元に笑みを浮かべ、水守と共に作ったクッキーを愛いとおしそうに見つめる。

「理解出来ないんじゃなくて、理解しようとしなかっただけなんですよね。……水守さんは、初対面のわたしを励ましてくれるような、世話焼きな人だったんですから」

「……涼音」

「それで、先輩のさっきの質問ですけど。確か、俺のことを軽蔑してるか、って聞きましたよね？　……答えは、ノー、です」

　夕焼けの空の下。俺の後輩は、柔らかい笑みを浮かべる。

「わたしは先輩のことも、それに水守さんのことも信じてますよ？　先輩が純情な人だってことも、水守さんが優しい人だってことも知ってますから」

　その笑顔は、まるで胸に沁しみるよう。

　不意に目頭が熱くなり、両目を手で押さえる。と、涼音があわあわとしながら、

「せ、先輩っ!?　どど、どうしちゃったんですか、もしかして何ど処こか痛いですか？　頭ですか、それともお腹なかですか!?」

「どっちでもないって。……ただ、さ」

　顔を上げ、必死で涼音に笑いかける。

「水守のこと信じてくれたの、涼音が初めてだから。どうしようもないくらい嬉しいんだ。……本当にありがとう」

「……えへへ。これくらい、なんてことないです」

　涼音は照れたようにはにかむと、

「でも、あの写真が撮られた日、先輩がどうして水守さんのお家うちにいたか、後輩としてちょっと気になります。……だから、約束して欲しいです」

　そっと、涼音が俺の手に優しく触れる。

「先輩の噂が落ち着いて心の整理が出来たら、二人で何処かでゆっくりしましょう。その時に、水守さんのことを教えてください」

「……ああ、そうだな。クッキーのお返しもしなきゃいけないしな」

　女の子と二人で外出なんて、水守が聞いたら怒るだろうか？

　でも、説教されてもいい。悪いけど、こればかりは許して欲しい。

　涼音は、俺のたった一人の大切な後輩なのだから。




　写真が拡散され一週間が経った、休日明けの学校。

　人の噂も七十五日というが、俺の悪評は未だに消えない。いや、むしろ以前より酷ひどくなっている。俺の噂は初めはクラスのみだったのに、最近では他の学年にまで拡散しているようだ。

　それでも、今はただ耐えろ。

　涼音も、それに来栖さんも味方をしてくれてるんだから。

　放課後を迎え、誰よりも早く教室を出る。向かうは生徒指導室。今日の昼休憩の時、「大事な話がある」と来栖さんからメッセージが届いていたからだ。

　良い話か、それとも悪い話か。妙に緊張しながら扉を開け……その場で棒立ちになる。

　部屋にいたのは、来栖さんではなかったからだ。

「久しぶりだね。……元気だった？」

　水守だった。

　何でもない表情で、水守は頰ほお杖づえをついていて。いつもと変わらないな、と思った途端に胸の内からあたたかいものが込み上げた。

　たった一週間会ってないだけなのに、その声も表情も全部が懐かしい。

「み、水守……？　ホンモノ、だよな？　しばらく会ってないから心配だったんだぞ」

「そう言ってくれると、嬉しいかな。私も里久君に会えなくて寂しかったし。最近、ずっと里久君ロスだったから」

　アニメの難民みたいな表現だな、それ……。

「でも、どうしてここに？」

「誰にも見つからず里久君と会うならこれが一番かなって思ったから、流る花かにお願いしたの。里久君に、大事な話があるから」

　真剣な顔をする水守に、既視感を覚える。

　この感覚──水守に告白をされたあの時に、似ている。

「端的に言うね。……私と、別れて欲しいの」

「……ああ、なるほどな」

　不思議と、その言葉は自然に俺の胸へと落ちた。

　やっぱり、水守は責任を感じていたんだ。

　自分のせいで俺が孤立している、って思っているから。だから、俺との関係を無かったことにしようとしている。何となくそんな気はしていた。

　だからこそ、答えならもう決まっている。

「断る。……こんな形で別れるなんて、納得出来ない」

　断固とした思いで、言葉を継ぐ。

「愛想が尽きたとか、気持ちが冷めたとか。そんな理由なら俺だってフラれたかって割り切れる。けど、違うだろ。水守は俺のために別れようとしてるんだろ」

　ずっと前からそうだ。学校では他人のフリをするのも、二人で外出するのを避けたのも。それは全部、俺を守ろうとしていたから。

　今みたいに、周りから冷遇されるのが分かっていたからだ。

「別れるなんて、最後の最後に取る手段だろ。今すぐは無理かもしれないけど、時間が経てば噂なんてみんな忘れるって」

「違うよ、里久君。……私がこの学校にいる限り、噂は絶対に消えないよ」

　そう口にした水守は、何かを諦めたように笑っている。

「もう何人も、そういう男子生徒を見てきたもん。周りから冷たくされて、中には耐えられなくて転校した生徒だっている。里久君には、そんな風になって欲しくないから」

「俺なら大丈夫だよ、これくらい耐えれるから。中学の頃は、女子からはもっと酷いことを言われてたんだぞ？　それに比べれば──」

「だから、だよ」

　一瞬、心臓が止まった気さえした。

　今まで見たことがないほど、水守は悲しそうな顔をしていたから。

「その過去が理由で、里久君は異性が苦手になるくらい傷ついたんだよね？　……私のせいで里久君がそんな思いをするなんて、嫌なの」

「………………」

　ああ、そうか──水守には、見透かされてしまうのか。

　水守の言葉通りだ。来栖さんや涼音には大丈夫だと強がっていたけれど……心の何処かで、あの頃の自分に戻ることを、恐れている。

「……それでもいいさ。少しなら俺だって我慢出来る」

「里久君、無理してるでしょ？」

　そうだろうな。きっと俺は、柄にもないことをしている。

「里久君と交際をした日から、いつかこうなるって思ってた。それでも、里久君が好きだったから付き合い続けてたんだ」

　水守は、悲しそうに笑いながら、

「迷惑かけちゃって、ごめんね。初めての彼女が私みたいなロクでもない噂の女の子なんて、迷惑だったよね？」

　爪が食い込むくらい、強く手を握る。

　今まで水守は、自分自身の噂を誤魔化してきた。誰とでも寝るとか、そんな酷い言葉を否定したことは一度もない。

　水守に尋ねるのは簡単だ。けれど、返ってくる答えはあの日と同じ、「秘密」とはぐらかされてしまうのだろう。

　それが、胸が締め付けられるくらいに苦しい。

「そろそろ止めにしよ。あんまり長時間いると、先生に疑われるかもしれないし」

　話は終わったとばかりに水守は席を立つ。

「待ってくれ、水守っ。……俺は、水守に会えて良かったって思ってる」

　ドアに手をかけた水守の小さな背中に、必死に声をかける。

「だから、俺のために別れるとか、そんな言葉は止めてくれ」

「……うん」

　そして、水守は扉を開けて一度だけ振り返る。

　その表情は、いつもと何も変わらない微笑み。

「じゃあね、ばいばい。私と付き合ってくれてありがと。それとね──里久君が孤立した責任は、私がちゃんと取るから」

　扉が閉まり、重い空気のまま俺一人が取り残される。やり切れない思いだけが腹の底に溜まっていて、感情任せに壁を殴りたかったが止めた。きっと虚むなしいだけだ。

　そして、頭に張り付いた、とある疑問。

　水守は、責任を取ると言ったけど……どういうことだ。




　水守に別れようと言われたこと。それに、水守の噂の真偽について。

　そんなことばかり考えて、その日の夜はまともに眠れなかった。おかげで、最近は学校に通うのもしんどいというのに、寝不足も重なり体調は絶不調だ。

　特に、この時間──授業が始まる直前は、最悪だ。

　俺の席は、よりにもよって真中から近いのだから。

「大体さぁ、恋人でもないのに、やらしいことしようって魂胆が気に入らないんだよね。初めてって、大切な人としたいじゃん」

　真中の言葉に、数人の女子生徒が「分かる分かる！」と相あい槌づちを打つ。その度に周りの視線が俺に刺さるようで、俺は窓の外を眺めるしかない。

　まるで、公開処刑のようだった。

　他の生徒は嫌悪や好奇で俺の噂を口にするが、真中の場合は憎悪も込められているのだろう。でなければ、こんな風に俺に聞こえるほどの声量で陰口を叩くはずがない。

　何よりタチが悪いのが、真中たちは自分が正論を言ってる、と思ってる点だ。

　主張が正しいからこそ、不純である俺を傷つけることを善としている。そもそも、根本的にその噂が間違っているのに、だ。

　昼休みや小休憩なら、何処にでも逃げることは出来る。けれど、授業が始まる直前の、席についていなければならないこの微妙な時間が、一番苦痛だった。

　先生はまだ来ないのか、早く授業を始めてくれ。

　内心で祈っていると扉が開き……しかし、俺の期待は裏切られた。

　そこにいたのは、俺のクラスの同級生だった。

「あー、みんな聞いてくれ。古文の白しら峰みね先生だけど、なんか授業で使うプリント失なくしたから、急いで印刷してるらしい。んで、一〇分ほど自習をしててくれ、だってさ」

　……噓だろ。

　周りのみんなは歓喜にざわつくが、俺は落胆で呆ぼう然ぜんとするばかり。こんな時間が、あと一〇分も続くっていうのか？

　教室の誰かが、報告した男子生徒に声をかける。

「まあ、白峰先生って大分歳としだしな。印刷とかよく分かんないんじゃねえの」

「そう思ったんだけどさ、風紀委員長の来栖っているだろ？　あいつが手伝ってたしさ、多分大丈夫だろ。あれも委員会の仕事なんかな、よく知らんけど」

　次第に、教室が喧けん騒そうに包まれていく。無論、真中の会話も嫌でも耳に入る。

「つーか、水守で初体験終わらそうって発想がマジでキモいわ。そうまでして童貞を卒業したいわけ？　最悪じゃん、そういうの」

　もういい、うんざりだ。

　ふう、と溜め息を零こぼす。もう限界だった。授業をサボったっていい、教師に呼び出されるよりこっちの方が遥かに苦痛だ。逃避をするように俺は席を立ち──。




「へえ、知らなかった。……真中さんって、意外と純情なんだね」




　その甘くあどけない声音に、背筋が凍り付いた。

　俺だけじゃない。その少女の一言で誰もが言葉を失い、教室は痛いくらいの静寂に包まれていた。

　どうして授業中の、それも俺のクラスに──水守がいるんだ？

「……み、水守」

　真中が顔を強張らせる。対して、水守の表情に浮かぶのは、余裕の笑み。

　あり得ないことだった。今まで他人に干渉しようとしなかったあの水守が、生徒の視線に晒されながら真中に声をかけている。

「どうしたの？　さっきまであんなに楽しそうだったくせに、今は余裕がないみたい。……そんなに、私がここにいるのが意外？」

「……はぁ？　なにそれ、喧けん嘩か売ってんの？　っていうか、なんであんたみたいなヤリマンがここにいるのよ。目障りなんだけど」

「私も、真中さんみたいな人とは関わりたくなかったんだけど。でも、あなたのせいで迷惑してるから。不満の一つでも言わないと、気が済まないの」

　水守は俺の机に座ると、真中を見下ろす。その笑顔にぞくりとした。

　水守は、何をするつもりなんだ？

「私と、それにこの十神君の噂について。私のマンションから出て来た十神君の写真、あれを拡散したの真中さんだよね？」

「はっ、そうだけど？　てか、迷惑とか言われても困るんですけど。周りから悪口言われるのも当然じゃん、どうせあんたのことだし十神にヤらせてやったんでしょ？」

「……真中さんって、ほんとに単純だよね。もっとよく考えたら？」

「あぁっ!?　ウチのことナメてんのかよ、おいっ！」

「だって、その噂全然違うんだもん」

　まさか、この場で俺との関係をバラすのか？

　けど、あんなに俺を庇ってくれた水守が、自ら暴露するなんて──。

「ヤらせてやったって、まるで十神君からお願いしたみたいな言い方だけど……私から十神君に、ヤらせてあげるって誘ったんだから」

「──えっ？」

　思わず、声が零れた。

　教室が喧騒に包まれる。おい、聞いてた話と違うぞ。そんな声がちらほらと聞こえる。

「十神君って、顔が結構好みだったから。あんまり女子慣れもしてなかったし、初々しいところとか可愛いかもって思ってたの。だから、私の家に遊びに来ないって誘ったんだ」

　くす、と。まるで遊女のように水守が笑う。

　水守が言葉を重ねるごとに動どう悸きは激しくなり、心臓の音はうるさくなるばかり。

「十神君も、何となく分かってたと思うんだけどね。……直前になって、怖いからって帰っちゃったの。呆あきれるよね、十神君だって私の噂を知ってるはずなのに」

「なっ……！　なんだその言い方っ！　ちょっと気に入ったから抱くとか、頭イかれてんじゃねえのかっ!?」

「真中さんって、そんな見た目なのに結構真面目なんだね。別に、誰と寝ようが私の勝手だと思うけど。……それとも、彼氏を寝取られたのまだ根に持ってるの？」

「──っ！　ふざけんな、クソビッチっ!!」

　悲鳴と怒号が教室に響く。

　真中が椅子を蹴り飛ばし、水守に食いかかる。男子生徒たちが取り押さえるが、真中は口汚い言葉で罵り、しかし水守は余裕な笑みを浮かべている。

　その光景をぼんやりと眺めながら、俺は胸中で呟いた。

　ああ、そうか──そういうシナリオか。

　やっぱり水守は、何処までも俺を守ろうとしてくれていた。

　これなら、俺との関係を隠したまま、俺を被害者だと装うことが出来る。悪いのは誘惑をした水守の方で、十神は巻き込まれただけ。この学校で囁ささやかれている不純異性交遊の噂を利用すれば、そんなイメージを作り上げるなんて水守には造作もないだろう。

　真中を挑発するのも、きっとわざとだ。周囲が自分自身に悪い感情を向ければ、それだけみんな俺に興味を失くすから。

　自習中、というこの状況だって良い。生徒全員が見てるから、俺が無実であることは一瞬で周知の事実になる。さっきの男子生徒の言葉を聞くに、恐らく来栖さんに協力してもらったのだろう。

　これが、水守の言う責任の取り方、なのか。

　なるほど。確かに、完璧な一手だと言って良い……たった一つを除いて。

　水守、お前はどうなるんだ。

　今まで以上に嫌われて、孤立するんじゃないのか？

　俺を庇うために──どうして、そこまで自分を傷つけるんだよ。

「本当は、十神君が話してくれたら楽だったんだけど。逃げたことが恥ずかしかったのかな、全然弁明してくれないからこうして説明に来たの。してもないのに、周りから噂されるのも鬱陶しいしね」

「あぁ!?　普段からヤりまくってるてめぇが言うんじゃねえよ！」

　直後、白峰先生が教室の扉を開ける。恐らく、外にまで騒動が聞こえていたのだろう。先生の顔はおどおどしていた。

　水守は、俺に一いち瞥べつもしないまま教室を去って行く。

「あ、あのー、皆さん静かにしてください。授業、始めますよ？」

　先生が注意するも、教室のざわめきは収まらない。怒りに顔を歪ゆがませている真中は、友達に宥なだめられている。

　その中で、俺だけが一人呆然としていた。

　自分でも驚くほど、怒りも悲しみもない。あるのは、大きな喪失感だけ。

　ただ分かることは、もう俺は周りの悪評に耐える必要はないこと。そして──水守は俺のために、他人から蔑さげすまれる道を選んだということ。

　そこから先のことは、あまり覚えていない。

　まるで夢でも見ているように意識は曖昧で、気づけば授業も終礼も終わっていた。周りの生徒たちが喋しゃべるのは水守のことばかり。嫌悪や好奇や侮辱や嫉妬。そんな言葉が聞こえる。

　のろのろと鞄の中に教科書を詰めていると、すぐ傍から男子生徒の声。

「あ、あのさ、十神。……お前のこと拒絶して、悪かったな」

　高橋君だった。苦笑いを浮かべながら、申し訳なさそうに手を合わせる。

「まあ、十神の気持ちも分かるけどな。本番直前で逃げるなんて、俺だって恥ずかしくて言えないだろうし。……でもさ、勘違いが解けて良かったな」

　そんなのどうだって良かった。

　高橋君の方も見ずに、帰宅の準備を進める。様子がおかしいと思ったのだろうか。高橋君は無言になり……しかし、何かを納得したように声を弾ませた。

「あー、そういうことか。そういや、結構前から水守のこと色々質問してたもんな。……だとしたら同情するよ。水守はお前のこと、何とも思ってないみたいだったし」

　何の話かも分からないし、興味もない。

　俺は立ち上がろうとして……ぽつりと、冗談半分のように高橋君が口にする。




「もしかして、十神──水守に惚ほれてた、とか？」




　指一本、動かせなかった。

「……おい。お前、本当にどうしたんだ？」

　それは、今までの俺ならば即座に否定するべき質問で。けれど今、自分でも不思議なくらい、その言葉は胸に落ちた。

　ああ、そうか。俺は気づかなかっただけなんだ。

　誰かを好きになりたくない、と自分を戒めていた。俺なんかが誰かを好きになっても、報われないと怯おびえていた。そうしないと、過去の記憶に圧おし潰されそうだったから。

　でも、違うのか。

　どうして、水守と別れてこんなに虚しいのか。

　どうして、水守が孤立してこんなに苦しいのか。

　俺はもうとっくに──水守のことが、好きになっていたのか。

「あー、くそっ！　何なんだよあのビッチ！　マジで腹立つわ！」

　近くで真中の声がする。今日一日、あんな風に怒鳴り散らしていたのだろう。真中の友達がうんざりしたような顔をしてることにも、恐らく気づいていない。

「ったく、絶対許さない。今度こそあいつがヤりまくってる証拠握って、謝らせてやるんだから。どうせ普段から男を抱きまくってるヤリマンなんでしょ？　そんな頭がイカレタような女、消えた方がよっぽど──」

「うるせえよ、真中」

　水守を中傷する真中の声が、止んだ。

「お前が水守のこと気に入らないのは構わない。けど、ヤリマンだとか、頭がイカれてるだとか的外れなことは口にするな。はっきり言って、不愉快だ」

　ふつふつと、熱い何かが胸の内を焦がすのが分かる。

　ぽかんとした表情で、真中がこちらを見る。当然だ、この教室に水守の味方をするような奴は一人もいない。きっと、俺は異分子に見えるのだろう。

　構うものか。

　今は、この怒りに身を任せていたい。

「水守は男なら誰でも抱くとか、お前らが抜かす勝手なことを聞くの、もううんざりなんだよ。この学校で誰か一人でも、水守とヤったって奴がいるのか？　いるわけねえよな、水守は男子生徒の誘いを全部断ってんだから」

「……はあ？　どうして十神が水守を庇うわけ？」

　苛いら立だちに満ちた、真中の表情。

「そういえばあんたって、少し前に水守と会話してたんだっけ？　……まさか、水守に優しくされて嬉しくなってんの？　一発ヤらせてくれるんだもん、ドーテイの十神なら勘違いしてもおかしくないか」

　違和感に気づいた生徒たちが、言葉を失い遠巻きに俺たちを見る。

　俺と真中の緊張感が伝でん播ぱするように、教室は静かになっていた。

「っていうかさ、水守って噂自体は否定してないじゃん？　噂が全部噓なら、はっきり違うって言うと思うんだけど。……水守はさ、中古なんだよ」

　ぎり、と音が鳴るほど、歯を嚙かみしめる。

　果たして、俺はどんな顔をしていたのだろう。真中はにやにやと笑い、

「これだけロクでもない噂があるんだもん、水守にやましい秘密があるって考える方が自然でしょ？　残念だったね、もしかしてがっかりした？」

　腹の底から、叫ぶ。

「ああ、傷つくよ──すっげえ傷つくっ！」

　虚を衝つかれたように、真中が絶句する。

「水守が処女だとかそうじゃないとか！　恋人でもない男を抱いたことがあるとか！　俺には何も分からないけど、もしそうなら胸が抉えぐられるくらい苦しいよ！」

　そんなの当然だろ。

　だって俺は、水守のことが──。

「けどな、そんなのどうでも良くなるくらい、水守は優しい奴なんだよっ！」

　静寂に満ちた教室に、俺の声だけが響く。

「知ってるか？　今みたいに俺が周りから孤立しないように、俺との仲を隠してくれてたんだ。あいつだって本当は寂しくて、学校でくらい普通に喋りたいはずなのに、ずっとずっと他人のフリをしてくれたんだぞっ！　さっきだって俺のために泥を被かぶって、自分から誘ったなんて噓までついてくれて！」

　今まで言えなかった水守への気持ち。

　全部全部、ここでぶつけてしまえ。

「あとな、本当は笑顔だって可愛いんだぞ。学校では無愛想かもしれないけど、一緒にいるだけで笑ってくれるような奴なんだ。水守が一途ってことも知らないだろ？　お前らは水守のこと貞操観念が欠けてるだとか言ってるけど、あいつは好きな奴のためにいつも弁当作ってくれるくらい純粋な女の子なんだよ。おい、水守がお前らに何かしたか？　お前らを傷つけるようなことしたのかよ？　どいつもこいつも──どうして、水守のことを理解しようとしねえんだよ……！」

　もう誰も使わない昼休みの部室。綺麗なタワーマンションの一室。海が見える夕暮れの観覧車。別れを告げられた生徒指導室。

　どうしてか、二人きりでいた水守との光景が、頭に焼き付いて離れない。

「お前らからすれば、水守は誰とでも寝るような奴かもしれない。けどな──」

　呆然とする同級生たちを眺めながら、覚悟を決めて言い放つ。

「俺は、水守と一緒にいたい──あいつを馬鹿にする奴は、俺が許さねぇ！」

　真中も、高橋君も、それにみんなも。誰も、何も言おうとしなかった。

　鞄を手に取り歩き出し、道を譲るように生徒が避ける。言いたいことは言った、どう受け止めるかはみんな次第だ。

　今はただ、水守に会いたかった。

　その一心で廊下を歩き、ふと足を止める。

　窓から見下ろす中庭に、女子生徒が一人いた。……ああ、そうか。帰宅の時、よく中庭を利用してたんだっけ。

　そこにいたのは、物憂げな表情でこちらを仰ぐ水守だった。

　多分、俺の教室を見つめていたのだろう。視線が合い水守の顔が驚きに染まると、身を翻し去ろうとする。

　ああ、やっぱり水守は、俺との関係を絶つつもりなのか。

　そう思った直後、俺は窓枠に足をかけ身を乗り出す。風が頰を撫なでる。異変に気づいたのか、背後から生徒のどよめきが聞こえる。

　窓から水守を眺める度に、いつも思っていた。

　声をかけることはおろか、手を振ることだって出来ないけど──こんな距離なんて飛び越えて、水守に会いに行けたらって。

「──水守ぃっ!!」

　窓枠を蹴り、二階の校舎から飛び降りる。

　浮遊感は一瞬だった。足から着地し、衝撃で意識が消えそうになる。が、心の何処かで感心する自分がいた。人間ってすげえな、結構な高さなのにちゃんと生きてる。

　そして目の前には、呆然とこちらを見る水守がいた。

　慌てたように、水守がこちらに駆け寄る。俺も水守の許もとに走りたかったけど、足が灼やけつくように熱くてちょっと無理そうだ。

「り、里久君……？」

「……良かった。もう他人のフリ、止めてくれたんだな」

「この状況で無視できる人なんていないってば。どうして飛び降りなんてしたの？」

「あー、そうだな……。水守に会いたくなったから、としか言いようがないな」

「……痛くない？」

「泣きたいくらい痛い」

「もしかしてだけど、里久君って物凄く馬鹿でしょ」

「ああ、かもな」

　水守の口元に小さな笑みが浮かぶ。良かった、やっと笑ってくれた。

　見れば、校舎の窓から多くの生徒たちが見下ろしていた。

「そういえばさ、さっきクラスのみんなに言ってきた。水守のこと馬鹿にすんなって。……ごめんな。水守は演技してまで俺のこと庇ってくれたのに、台無しにしちゃったな」

「えっ……どうして？　そんなことしたら、里久君まで私みたいに──」

「水守と別れるくらいなら、そっちの方が良いよ。水守が傷つくっていうなら、俺も一緒に傷つきたい。この学校に俺の居場所なんてなくなってもいい──俺の居場所は、水守の隣が良いんだ」

「……里久君」

　言葉を失う水守の瞳が、今にも涙が零れそうなほど揺れる。

「俺はさ、水守のこと何も知らないんだ。どうして噂を否定しないのか、とか。昔に何があったのか、とか。そんな水守の秘密で結構悩んだりもしたんだ」

　真まっ直すぐ、水守を見つめる。

「だけど、それでも水守といたい。水守のこともっと知りたいんだよ。……だから」

　きっと、水守に言わなきゃいけない言葉がある。

　それは水守と別れたからこそ、俺から伝えなければならないことで。少し前の俺なら、恥ずかしくて決して口に出来なかった言葉。

　思い出すのは、水守に初めてプロポーズされたあの日のこと。

　何処かから、ドーナツの甘い香りがしたような気がした。




「俺は、水守が好きです──もう一度、俺と付き合ってください」




　世界中が静止したかと思うくらい、静寂が降りた。

　好きだ、なんて言葉にすれば照れくさくて。今すぐ逃げたいって気持ちもあるけど……やっぱり、直接伝えて良かった。

　だって、ほら。いつも俺を弄んでる水守が──こんなに顔を赤くしてるんだから。

「えっ……？　え、えと、聞き間違い、だよね？　今、す、好きって……」

「はっきり言ったってば。今までみたいに、水守が誰かと寝るのが嫌だから、って理由じゃない。水守が好きだから付き合いたいんだよ」

「ま、また好きって……！　うぅ～……」

「前々から思ってたけど、水守ってほんと不意打ちに弱いよな」

「あ、あはは……。うん、そうかも」

　頰を染めながら、水守は恥ずかし気に顔を逸そらし……そして。

　花が綻ぶような、無邪気な笑顔を浮かべるのだった。

「こちらこそ、よろしくお願いします──私も里久君のこと、大好きだよ」
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エピローグ







　ただの高校生が二階から飛び降りれば、無事でいられるはずもなくて。

　数日後、俺は病院のベッドで横になっていたのだった。

　病室にて、見舞いに来てくれた来くる栖すさんはじとーっと俺を見つめながら、

「腰を圧迫骨折したのに、通院が必要とはいえ二週間で退院ね……。運が良かったんじゃない？　最悪、歩けない身体からだになっててもおかしくなかったんだから」

「……あの、来栖さん。もしかして怒ってらっしゃいます？」

「呆あきれてるの。結ゆ衣いに会いに行くのに、どうして飛び降りる必要があるのよ」

　それはまあ、若さ故の過ちと言いますか。

　俺が二階から飛び降りたことは結構な騒ぎになってしまっていて、学校に提出する反省文を来栖さんに見てもらっていた。飛び降りの理由は「学校が終わった解放感でつい」。いや、自分でも無理があるのは分かってるけど。水み守もりに会いたくて、なんて絶対言えないし。

　来栖さんは、反省文を俺に返しながら、

「直した方が良いいとこは赤ペン入れといたから、後で見ておいて」

「すんません、世話になりました。……そういえば、俺の学校での評判ってやっぱ悪くなってます？　何しろ、あんなに派手に水守の味方をしたんですし」

　最悪、水守と付き合ってることがバレたって可能性も……。

「それは心配しないで、十と神かみ君を悪く言う生徒は減ってるから。……何しろ、代わりにある噂うわさが流れてるからね」

　……ある噂？　首を傾かしげる俺に来栖さんが、

「水守結衣にはフラれたけど、それでも惚ほれ続けてる純情童貞野郎がいる、って」

「………………は？」

「結衣を庇かばったりとか、二階から飛び降りたりとか。そういうの全部、結衣に惚れてる結果暴走した男子、みたいな扱いをされてるみたい。……誰も、結衣と十神君が恋人同士なんて想像も出来ないみたい。良かったわね、二人の関係がバレてなくて」

「──はあっ!?」

　いや、確かにそこは喜ぶべきだけど。ちっとも良くないのでは。

　だってそれ、全校生徒から俺がヤベー奴やつだって思われてるってことじゃ……？

「まあ、そこまで悪い噂じゃないから心配はいらないと思うわ。……それより結衣のことだけど、最近よくお見舞いに来るんでしょ？」

　来栖さんは口元を緩めながら、

「多分、今日も来ると思うわよ。結衣のこと励ましてあげて、十神君がいなくて寂しそうにしてるもの」

「……寂しそうって、あの水守が？」

「十神君の前では絶対見せないでしょうけどね」

「……あっ、流る花かもお見舞いに来てたんだ」

　扉の方から、聞き慣れた少女の声。同時に来栖さんが、「ほら、やっぱり来た」とでも言いたげな笑みを俺に向ける。

　噂をすれば何とやら、というか──ミスドの袋を手にした水守が、そこにいた。

「反省文を見て欲しいって頼まれたから、そのついでにね」

「そうなんだ。……良かったら、流花もドーナツ食べる？」

「へえ、いいわね。じゃあコーヒーでも買ってこようかしら」

　そう言って、足早に来栖さんは部屋を出て行く。

　ここは大部屋だが、今は俺以外の患者はいない。水守と二人きりだ。

「身体の調子はどう？　痛いところとかない？」

「まあ、大丈夫って言ったら噓うそになるけど……心配してくれるのか？」

「里り久く君の彼女ですから」

　水守は恥じらいもなく口にする。うん、水守らしい回答だ。

「そういえば、あれから学校生活はどうだ？　俺の教室で真ま中なかと喧けん嘩かしたんだし、周りから白い目で見られたりとか……」

「心配してくれるんだ？」

「まあ、水守の彼氏だしな。……一応は」

　くす、と水守は笑うと、

「実はね、前よりも過ごしやすくなったんだ。……あの後、真中さんに謝られたの。元カレを奪われたとか、勘違いしてごめんって」

「えっ、謝るってあの真中が!?」

「多分、真中さんだって本当は分かってたけど、意地になってたんだと思う。まだ私のことは気に入らないけど、そこだけは間違ってたって。……謝ったのは私も同じだけどね。里久君を庇うためとはいえ、真中さんのこと悪く言っちゃったし」

「……すごいな。正直、ちょっと信じられない」

「言ったでしょ？　真中さんも悪い人じゃないって。……里久君が私のことを庇ってくれたから、私の印象もちょっとは変わったのかな」

　水守は、はにかみながら口にする。

「それに、周りのみんなは相変わらずだけど、流花と涼すず音ねちゃんが学校でも声をかけてくれるようになったから」

「えっ……来栖さんと、涼音が？」

「挨拶をするくらいだけどね。里久君、あんなに生徒がいるなかで私と喋しゃべったんだもん。二人共、もう私のこと無視したくないんだって」

　思い出すのは、中庭で告白をしたあの日のこと。

　……うん、丁度良い。じゃあ俺も伝えようかな。

　入院していた時からずっと話したかった、ある相談事。

「なあ、水守。……これからは俺も、水守に声をかけてもいいか？」

　きょとん、とする水守に言葉を継ぐ。

「あんなに堂々と会話したしさ、もう他人同士なんて無理だろ。気が向いたら喋ったり、たまには飯を食ったり」

「あと、制服デートしたり？」

「うっ……それは厳しいな。俺と水守が付き合ってるのバレたら、恥ずかしいし。出来るだけ秘密にしときたい」

　少しだけ気恥ずかしくて、視線を逸そらす。

「だけど学校では……友達くらいの付き合いを、水守としたい」

「……ん、そっか。じゃあ、私も里久君もぼっち卒業ってことかな」

「まあ、友達が一人出来ただけだけどな」

　長い回り道だった、と思う。

　水守との関係を必死で隠して、そして水守への思いをクラスのみんなにぶちまけて……やっと、普通に喋ることが出来るようになったのだから。

「うん、分かった。私たちが付き合ってることは内緒にしよっか。だけど……二人きりの時は、恋人らしいことしてもいいよね」

　水守が浮かべるのは、いたずらっぽい笑み。

「たとえば、私たち別れてからまた恋人同士になったんだし……初めて付き合ったときにしたこと、もう一度しよっか？」

　初めて付き合ったときにしたこと──その言葉に、くちびるに甘い痺しびれが蘇よみがえる。

　忘れもしない。あの日、あの夕暮れの部室でされたこと。

　俺の、ファーストキス。

「……冗談、だよな？　まさかこんな場所で──」

「でも里久君って初う心ぶだから、普通にお願いしても断るでしょ？　だけど、ほら。今なら逃げられないからね。……こんなチャンス、滅多にないでしょ？」

　周りのカーテンを閉め、ベッドで横になる俺に水守がゆっくりと顔を寄せる。

　おい、おいおいおい……！

「ねえ、里久君。……恥ずかしいから、目を閉じて？」

「……～～～っ！」

　つい、瞼まぶたを閉じてしまう。

　水守の吐息すら感じるほど近い距離。うるさいくらい、心臓がばくばくとなり──ふに、とくちびるに柔らかい感触。

　まるで、全身に電流が走ったみたいだった。

　羞恥で目なんか開けられない。頭はふわふわして、本当にこれが現実かも分からなかった。けれど、まるで砂糖のような甘さが口の中に──。

　……砂糖？

「どうかな。……どきどきした？」

　目を開ければ──ポンデを俺の口に当て、微ほほ笑えむ水守がいた。

　……あー、なるほど。そういうことか。

　また水守にハメられたのか、俺は。

「ああ、もう……相変わらずだなあ、水守は！　返せ、俺の覚悟を返せ！」

「あはは、残念でした。……でも、私から里久君を求めてばっかりなんて嫌だもん。二回目は、里久君が望んだ時にしよ？」

　そう言うと水守が立ち上がり、

「ちょっと流花の様子を見て来るね。三人分の飲み物を持ってくるの、大変だと思うし。……ねえ、里久君」

　部屋の扉に手をかけた水守が振り返り──はむ、と。俺が口づけをしたポンデを食べる。

「私と付き合ってくれてありがと。……学校で会えるの、待ってるから」

「……おう、分かった。こっちこそ、ありがとな」

　恋愛とは、無駄で非効率な感情である。

　その哲学は今でも変わらない。恋は素晴らしいものだとかそんなの綺き麗れい事ごとでしかなくて、誰かを好きになったせいで傷つくことはあるし、その痛みも分かる。

　ただ、それでも。

　誰かを好きになるのも、まあ、悪くはない──それくらいは、認めてやってもいいかなと思った。

「……ん？」

　そんな時だった。ベッドの傍そばにあったスマホが揺れる。

　着信だった。相手は──。

「……涼音？　電話なんて、どうしたんだろ」

　そういえば、涼音と会話するのも久しぶりだ。

　入院したばかりの頃は「後輩ですから！」と毎日見舞いに来てくれてたのだが、ここ最近ぱったり顔を出さなくなっていた。何かあったのか、って心配してたんだけど……。

　大部屋とはいえ今は俺一人だ。遠慮なく電話に出ると、あわあわした涼音の声。

『わわっ……！　お、お疲れさまです先輩っ！　あ、あはは、ごめんなさい慌てちゃって！　ほんとに電話に出ると思ってなかったっていうか……！』

「お、おう……。久しぶりだけど、そんなに焦ってどうした。何かあったのか？」

　わずかな躊躇ためらいの後、小さな涼音の声。

『先輩に聞きたいことがあるんです──学校で聞いた、先輩の噂について』

　俺の噂？　と首を傾げていると涼音が小さく息を吐き……そして。

　誰も知らないはずの、俺と水守の秘密を口にした。

「先輩って──水守さんと、付き合ってるんですか？」





ボーナス・トラック　水み守もりさんは若奥様









※　水守結ゆ衣いの台詞せりふに空白の箇所がありますが、読者の好きな呼び名を書き込んでください（例：里久、あなた、旦那様、など）。電子書籍でお買い上げの方は、頑張って脳内変換をするようお願いいたします。











　俺、十と神かみ里り久く。新婚一年目の平凡な二二歳だ。

　……何だろう、このとてつもない違和感。自分で言ってるくせに、そんなはずないって理解してるような感覚。

　けど、何な故ぜかあまり頭が回らない。まあいっか、それより家に帰らなきゃ。

　もう夜中だし、俺の妻も心配してるかもしれない。

「ただいまー」

　マンションの扉を開け我が家へと帰宅する。と、ぱたぱたと足音が。

「おかえりなさい、　　　。……お疲れ様。今日も遅くまで大変だったね」

　桃色のエプロンを付けた水守が、俺を出迎えてくれた。

　顔立ちは高校の頃から変わってないけど、背は少し伸びたかな。あの頃より髪を伸ばしたから、何ど処こか大人っぽく見える。

　俺が帰る度に、水守は必ず笑顔で「おかえり」と言ってくれる。そんな当たり前が、一日頑張って良かったって思えるくらい嬉うれしい。

「あ、うん。今日もありがと、水守」

「……？　どうしたの、　　　？　水守、なんてらしくないね。いつもは、結衣、って呼んでくれるのに」

　ごんっ！

　壁に頭を打ち付けた俺に、水守はきょとんとするばかり。

「……なあ。もしかして俺、異世界転生してる？」

「よく分からないけど、多分違うと思う……」

　いや、上う手まく説明出来ないけど、それくらいファンタジーな気がするのだ。あまりにも俺の知ってる現実と乖かい離りしてるような。

「でも、水守、かぁ。高校の頃に戻ったみたいで懐かしいね。　　　が呼びたいなら、今日はそれも良いかも。……じゃあ、あの頃みたいに甘えちゃおうかな」

　そう言うと水守は俺と腕を組み、一緒にダイニングへ向かう。

　テーブルには温かそうな晩ご飯。今日はハンバーグやコーンポタージュといった、洋風なメニューだ。一口食べれば、どれだけ手をかけたか分かる。妥協一切なしの水守の手作り。料理が上手なのも手を抜かないのも、高校の頃と同じだ。

「相変わらず美う味まいなぁ。これだけの晩ご飯作るの、大変じゃなかったか？」

「これくらい大したことないよ……って言いたいけど、ちょっと疲れたかな。今日はいつもより仕事が忙しかったから」

「えっ、水守も働いてるのか？」

「そうだけど、そんなに驚くことかな……？」

「あ、ああ。そうだな、俺たち共働きだっけな……って、それより。食事を用意するの、あんまりキツかったら無理しなくていいんだぞ？　簡単な料理でも──」

「俺は十分だし、でしょ？　その言葉、もう何回も聞いたよ」

　くす、と楽し気に水守は笑う。

「たまにね、今日はレトルトでも良いかなー、って思う日もあるよ？　でも、やっぱり料理作りたくなっちゃうんだよね」

「……どうして？」

「だって私が結婚したのは、私の料理を絶対に美お味いしいって言ってくれる人、だもん。私は、　　　の美味しいって言葉が聞きたくて、好きで作ってるだけだよ」

「……水守」

　この瞬間ほど、人生の伴侶が水守で良かったと思ったことはない。

　これからは料理の感想はしっかり伝えよう。それに家事全般だって分担するし、上司から突然の飲み会の誘いがあっても断ろう。上司の評判とか知るかバカそれより嫁の食事だ。

　その後、有難く食事を頂いてから風呂に入り、水守と一緒にリビングでくつろぐ。

　スマホでゲームをしている俺の傍そばで、水守はぼんやりとテレビを眺めている。

「この俳優の人、この前映画に出てなかった？　ほら、一緒に見に行ったやつ」

「ん……あっ、ほんとだな。あの映画、結構良かったなぁ」

　俺の言葉に、水守が満足そうに頷うなずく。本当は話題なんて何でも良くて、俺と話がしたかっただけかもしれない。

　それは俺も同じだ。水守の言葉が聞きたくて、ゲームそっちのけで喋しゃべる。同じ一つ屋根の下で暮らしても、未いまだに水守とは──……。

　いや、そうじゃなくないか。

　どうして俺、新婚生活に馴な染じんじゃってるわけ？

「ところでさ、水守。俺たちって何で結婚してんの？」

「……それは、　　　が好きだから、って言って欲しいの？」

　そうじゃなくて、もっと根本的な……ダメだ。頭が回らない。

「悪い。俺、そろそろ寝るよ。何か間違ってる気がするし……」

　水守を横目に寝室に入る。ベッドに倒れ込みぼーっと天井を仰ぐ、そんな時だ。

　パジャマに着替えた水守が、ひょこ、と寝室に顔を出す。

「ねっ。今日は、　　　の隣で寝ても良い？」

「え……も、もしかして俺たち、一緒のベッドで寝てるのか？」

「いつも、ってわけじゃないけど。明日はどっちも仕事が休みだし、ね。……今夜なら良いかな、って」

「あの、それってどういう……？」

「焦らさないでよ。私はもう、答えを出したよ？」

　恥じらうように水守はベッドを指し──噓うそだろ、と俺は戦慄した。

　俺の隣にあるのは所謂いわゆるＹＥＳ／ＮＯ枕で──はっきりと、「ＹＥＳ」が表になっていた。

　じゃあ、水守が求めてるのって……！

「何も言わないってことは、おまかせ、って受け取っていいのかな？」

「ま──待った！　良くない、これは絶対に良くない！　だって俺たち、高校生同士だろ！　しかも結婚どころか正式に付き合ってるわけでもないし……！」

　そうだ、やっと思い出した。けれど水守は止まらない。蕩とろけた表情でパジャマに手をかけ、ベッドに歩み寄りながら脱ごうとして──。

「ねえ、里久君。ビーフシチュー食べる時、ご飯派？　それともパン派？」

「～～～っっっ！　あ、あれ……？」

　耳元で聞こえたその声に、一瞬で景色が変わった。

　ぼやけた視界に映るのは、エプロンをした水守の姿。長い髪でもなければ背も高くない、いつもの水守だ。

　……あー、なるほど。薄々気づいてたけど、やっぱそういうことか。

　そういえば今日は水守の夕食を食べる約束をしていて、最近徹夜続きだったからうとうとしてしまい……夢を見た、と。

「ほら、ぼんやりしない。晩ご飯、もう出来てるよ？」

「悪いな、眠っちゃって。あと、ビーフシチューにはご飯だと嬉しい」

「奇遇だね。私も同じなんだ」

　テーブルに並ぶのは、夢で見た料理に負けないくらい温かそうな晩ご飯。いただきます、と手を合わせてから一口食べて、

「なあ、水守」

　もぐもぐと食べながら首を傾かしげる水守に、俺は恥ずかしさを隠し切れないまま、

「そ、その……相変わらず、料理上手だよな。シチュー、美味しいよ」

「……はいはい。里久君、いつもそればっかりなんだから」

　呆あきれたような言葉──けれどその表情は、嬉しそうに綻んでいた。





あとがき







　どうも、弥生やよい志し郎ろうです。この度は本作を手に取って頂きありがとうございます。

　というわけでボーイ・ミーツ・ガール、略してＢＭＧですよ！　純粋なＢＭＧを書くのは五年ぶりくらいかな？　大好物なジャンルだし、デビュー作も同じ系統だったんでちょっと感慨深いものがありますね。

　古来から、少年は色んな少女と出会って物語は紡がれてるのだと思います。

　それは異国のお姫様だったり、ファンタジーの異種族だったり、はたまたアンドロイドだったり。自分とはかけ離れた少女だからこそ、もっと知りたいという欲求が芽生える。そんな価値観が違う者同士が出会い、物語が生まれるのだと思います。

　で、僕にとって自分とはかけ離れた少女って、お姫様でも異種族でもアンドロイドでもなくて、男慣れした小悪魔系女子なんですね。それこそ水守さんみたいな。

　いや、割とマジで。

　高校生の頃は彼女なんていなくて、それどころかまともに話せる女友達もいなくて。図書室が拠より所どころだったような僕からすればクラスのイケてる女子なんて、一ミリも理解出来ない存在でしたよ。小説の中の非実在系少女たちの方が、余程身近に感じてました。

　それくらい、男を知ってる女子っていうのは訳の分からない存在で。

　だからこそ、そんな女の子をヒロインにしようと思いました。

　今まで女の子とロクに会話をしたことがない少年と、あいつは男なら誰だって良いなんて悪評のある少女。そんな高校生が出会う物語を書きました。

　最終的に里久と水守さんはいい感じになりましたけど、きっとこれからも互いに違う存在だって知りながら、それでも寄り添おうとするのだと思います。

　そんな二人のＢＭＧが誰かの心を揺さぶったのなら、とても光栄です。

　遅くなりましたが、謝辞の方をば。最後までお付き合いしてくれた担当編集者のＳ様、キャラクターに鮮やかな世界を与えてくれたイラストレーターの吉よし田だばな様、カバーデザインを手掛けて頂いたデザイナー様、鋭く文章の指摘をして頂いた校正様、それに印刷所様、全国の書店様。

　そして何よりも、この小説を読んでくれたあなたへ。ありがとうございました。

　では、これにて。また会う日までお元気で。





弥生志郎







『中古（？）の水守さんと付き合ってみたら、やけに俺に構ってくる』

電子版特典書き下ろしショートストーリー





　カラオケにおいて、一番最初に歌う人は偉大だと思う。

　まだ場が温まってないから変な空気になりやすいし、一曲目だけあって誰も知らない曲を選んだらシラケる可能性がある。全員が気後れをして、誰が先陣を切るかの駆け引きが発生する……ものだが、俺たちのカラオケではそんな心配は無用らしい。

「どれにしよっかなぁ。あれもいいなー、これもいいなー」

　涼音がデンモクで曲を選ぶ。駆け引きとか関係なく、単純にカラオケが楽しみ過ぎて一番に歌いたいだけなんだろう。涼音のこういう単純なとこ割と好き。

　ご覧の通り、俺は今カラオケに来ていた。メンバーは涼音、そして水守と来栖さん。

　水守は小さく笑いながら、うきうきで曲を選ぶ涼音を見ていた。まるで妹の遊ぶ姿を見守るお姉さんみたいだ。

「涼音ちゃん、ご機嫌だね。カラオケ好きなんだ？」

「カラオケは女子高生の嗜みですから！　水守さんと来栖さんは初めてですし、先輩とのカラオケも久々で楽しみにしてたんです」

「俺の場合、カラオケに行けるような相手涼音しかいないしな。カラオケは嫌いじゃないけど、二人で行くのもアレだから避けてたとこはあるな」

　ただ、たまに無性に歌いたくなって一人で来る時はある。俺くらいのレベルになると一人カラオケに抵抗を感じないどころか、今みたいに複数人で歌いに来る方が緊張するくらいだ。普通逆では……。

　来栖さんが不思議そうに首を傾げて、

「十神君が歌うの嫌いじゃないって、少し意外ね。音楽とか興味なさそうなのに」

「人並みには好きですよ、音ゲーでこの曲良いなって思うこと多いですから。けど、涼音の方が俺よりずっと好きですね。流行りの曲とか大抵知ってますし」

「友達からこの曲良いよ、って教えてもらうことが多いですからね。最近だと、Ｉみょんとか好きですよ？」

「へえ、涼音ちゃんってその歌手好きなんだ。ちょっと聴いてみたいな」

「……は、はいっ。かしこまりです！」

　水守からリクエストされて緊張したのか、ばばばとデンモクをタッチする。

「でも、この中じゃ水守が一番音楽詳しそうだよな」

　あくまで雰囲気だけど、音楽に対してこだわりが強そうなイメージがある。それこそ、誰も知らないようなマニアックな音楽ばかり聴いてそうな。

「聴くジャンルは結構偏ってるけど、音楽は結構好きかな。最近だと例えば……桜坂とかよく聴くよ？」

　…………ん？

　俺と涼音は顔を見合わせた後、涼音が、

「桜坂って、あのテレビでよく見るアイドルの、ですか？」

「そうだよ？　あと、ＢＯＳＨとか電波組とか。一番好きなのはももシロかな」

「……あの、水守さんが好きなのって、もしかして」

　水守が小首を傾げながら、

「アイドル、だけど。ライブとか見てると、元気出るから」

「……先輩。わたし今、今までにないくらい水守さんに親近感感じてます」

「ああ、俺もだ……」

　そういえば、来栖さんはどんな音楽が好きなのだろう。

　見れば、来栖さんは明後日の方を向いてドリンクを飲んでいた。どうしたんだろ、何か焦ってるような。

「来栖さんは、カラオケだとどんな歌を歌うんですか？」

「……答えに困るわね。だって、カラオケ来るの初めてだもの」

　涼音が驚いたように、

「えっ、そうなんですか!?　女子高生でカラオケ初体験、ですか……」

「カラオケなんて、風紀紊乱の温床だわ」

　こういう時に限って風紀委員長っぽいこと言うんだから……。

「じゃあ、今日は来栖さんのカラオケデビューですねっ。普段、どんな音楽聴くんですか？」

「……別にいいじゃない。私の趣味嗜好なんて」

　涼音の質問に、来栖さんは素っ気なく返答する。

　もしかして、あんまり訊かれたくないのか。それって、相当人に言いたくない音楽を聴いてるってことじゃ……そう思ってた時、水守が小さく笑いながら、

「別に、洋楽が好きだって言えばいいのに」

　びくり、と動揺する来栖さん。ばっ、と食いつく俺と涼音。

「水守。今、洋楽が好きって言ったか？」

「うん、コレクションの量だって凄いよ。流花って、七〇年代の古典的なロックが好きなんだよね」

「へえ、そうなんですね！　でも、どうして言いたくなかったんでしょう……？」

「……だって、恥ずかしいじゃない。古い洋楽が好き、なんて」

　つん、とした表情で来栖さんは、

「高校生で洋楽好きなんて、『他人と違う私カッケー』って理由で邦楽を馬鹿にしてる意識高い系だと思われそうだもの。好きで聴いてるだけなのに、そういう勘違いされたくないから」

「偏見ですねえ、別にそんなこと思わないのに」

　涼音が笑い飛ばすが、とてもじゃないが俺は笑えない。そういう逆張り、俺も過去にやったことあるしな……。

「だから今日は、私はみんなの歌を楽しませてもらうわ。洋楽なんて聴いても楽しくないでしょ？」

「つれないなぁ、流花は。せっかく来たんだもん、流花の歌声も聴きたいな」

「水守さんに同じですっ！　来栖さんも歌いましょうよ！」

「えっ、ちょっとあなたたち……！」

　逃がさんとばかりにぐいぐいと迫る、水守と涼音。そしてたじろぐ来栖さん。

　みんなで初めてのカラオケは、どうやら騒がしくなりそうだった。
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